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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　目の前にあるのは、かつて初心者たちの街だった。

　タイトル画面。

　注意事じ項こう。

　規約説明。

　アップデート情報。

　ログイン画面。

　手順に従った末に最初に見るのがこの街だ。

　ウラウトポリス。

『C.R.O.W.N.クラウン』へようこそ。

　そうして最初に足を踏ふみ入れるのが、どこまでも続いていそうなウラード平原となる。

　果てしない緑色の世界はとんでもない解放感を私に与あたえてくれた。

　そして空と平原と山脈以外で最初に見ることができるのが、高くて長い城じよう壁へき、その向こうに伸のびる多くの尖せん塔とう、城、人のいる場所。

　プレイヤーたちが向かっていく先にある街。

　ウラウトポリス。

　魔ま軍ぐんと戦う人々が集つどう街。




　そしていまは、魔軍に陥かん落らくさせられた街。

　初心者たちの街。

　最初に訪おとずれた街。

　全すべてのプレイヤーにとってなんらかの思い出が存在する街。

　その街を支配する栄光を手にしていた者たちの名は、アロンフォリス騎士団オルデンという。

　彼らは敗北した。

　敗北した理由はなんだったのだろう？

　驕おごりだろうか？

　実力が伴ともなわなかったからだろうか？

　作戦に穴があったのか？

　仲間を信じられなかったのだろうか？

　意思が統一できなかったからだろうか？

　答えは全部だ。

　騎き士し団長は突とつ然ぜんに方針を変へん換かんし、騎士団は混乱した。アルテナは蚊帳かやの外に追い出され、そのまま騎士団からも追放されそうになっていた。

　そんな状態ではどんな高レベルプレイヤーでも実力を発揮できるわけがない。

　予想できない敵が現われたことは事実だ。

　その敵が強すぎたことも事実だ。

　理解できない事件も起き、運営がその件でいまだに正式な発表をしていないのも事実だ。

　だけど、敗北は敗北だ。

　ウラウトポリスの失しつ陥かんはなかったことにはならないし、騎士団長と他ほか数名が犯おかした不正の事実も消えない。

　多くの仲間たちは騎士団を去り、残ったのはほんのわずか。

　だけど……。

　それでも……。

　私の意志は変わらない。

「いつか必ず、取り返す」

　そう呟つぶやいたアルテナの目は、最悪の状じよう況きようなのに輝かがやいていた。

　所属していたアロンフォリス騎士団は不正が発覚して団長がアカウント停止処分を受けて強制引退させられ、さらには騎士団が支配していたウラウトポリスの街は魔軍の進軍によって失陥した。

　ウラウトポリスは『C.R.O.W.N.』プレイヤーにとって、始めたときに最初に訪れる街だ。誰だれにとっても思い入れが存在する街を魔軍の手に委ゆだねてしまったことでアロンフォリス騎士団の勇名は地に落ちた。

　そんな最悪な状況だというのに、アルテナの目は輝いている。

　その理由はやはり、目の前のウラウトポリスの状況だろう。

　ウラウトポリスが失陥したことによって、アルテナのいまの苦境がある。

　だけど、ウラウトポリスが失陥しなければ、アルテナは解放されなかっただろう。

　そう、解放されたのだ。

　アルテナにとって、二度目の解放だ。

　その解放はリザードマンによって行われた。

　尊敬していた人物を疑い、『C.R.O.W.N.』の世界から追いだした。通報し、それが受け入れられ彼のアカウントは凍とう結けつされた。

　真実と判定されたのだ。だから、彼の罪もまた事実。

　ゲーマーとしてあるまじきチートの罪。

　罪は罰ばつされなければならない。

　だけど同時に、アルテナは解放者を失ってしまった。

　そんな彼女の前にそれは現われた。

　それを彼と呼ぶべきなのか。性別があるのかさえもわからない。

　なぜならそれはＮＰＣノン・プレイヤー・キヤラクターだからだ。

　リザードマン。

　トカゲと人がかけ合わさったかのようなモンスター。

　昔からいろんなファンタジーに登場するモンスターだ。

　それが、ウラウトポリスに進軍してきた魔軍の新たなるボスだった。

　リザードマンの王。

　いままでのボスだった豪ごう魔ま将しようのような強きよう烈れつな存在感はない。冠かんむりを被かぶりマントも羽織っているし、槍やりも仰ぎよう々ぎようしいけれど、それでも中ボスがいいところのデザインだ。

　でも、その強さは圧あつ倒とう的だった。

　魔軍にはいろんなボスがいるが、豪魔将のようにほとんどのボス・モンスターは攻こう略りやく法が確立されてしまっていた。

　そんな中、新たに強力なボスが現われたのだ。

　彼はアロンフォリス騎士団を破り、ウラウトポリスを手に入れ、そして数度の進軍戦に全て勝利を飾かざっている。




　あれは先日、ウラウトポリスが失陥して、初めての進軍イベントのことだ。

　ウラウトポリスにとある騎士団が攻せめ込んだ。

　ノイジー義勇騎士団を名乗る彼らは、覇は権けんランキング一ひと桁けた台を維い持じする高レベルのプレイヤー集団だ。

　彼らのプレイ動画を見たことがある。

　ＮＰＣボスに対しては徹てつ底てい的に研究した上での計算し尽つくした行動を取るのを好むし、対人戦に関しても同様で、いわゆる『勝ち組』と言われるクラスやパーティ構成を徹底する。

　最速攻略に挑ちよう戦せんすることはほとんどない。プレイ動画も面おも白しろみがないという意見がほとんどだ。

　だけど、確実だ。

　勝つための法則を見み出いだしたら、後はそれを実直に実行するのみ。

　ただ、勝利する。その過程に重要性を見出すことなく、勝利したという事実とその先にある報ほう酬しゆうのみを追い求める。

　ノイジー義勇騎士団とはそういう集団だ。

　そんな彼らがどうしてウラウトポリスに攻め込んだのか。

　確実に勝てると思ったのか。

　いや、思わなければ彼らは攻めない。

　勝利の確信があったのだろう。

　そしておそらくは、その確信を誰よりも早く証明したかったのかもしれない。

　堅けん実じつさを売りにしていた彼らが、ここに来て目立つことを求めたのかもしれない。

　このとき、アルテナは観戦サーバーからこの戦いを見ていた。

　戦いの流れはいつもの通りだ。門前での戦い。門は破られ、門の中に騎士団が雪崩なだれ込む。だが、秩ちつ序じよだった侵しん入にゆうだ。エンカウントでパーティが乱れないように順番はきちんと守られている。歩ほ幅はばまで合わせたかのような侵入によって次々と戦せん闘とうが発生する。

　乱れのないパーティ構成は勝利が約束された戦闘を展開し、終しゆう了りようさせていく。

　ローラーをかけるかのようにモンスターを駆く逐ちくしていき、広場に君臨する豪魔将に迫せまる。

　だが、豪魔将はウラウトポリスを支配する魔軍のボスではない。

　アルテナはずっと彼を探していた。

「いたっ！」

　思わず叫さけんだとき、彼は戦闘を終えた二つのパーティの真ん中に飛び込んでいた。

　隠おん密みつからの奇き襲しゆう。リザードマンらしい戦い方だ。

　だが、本来のリザードマンは姿を消したまま襲おそいかかっては来るが、こんなタイミング、そして場所を狙ねらいはしない。

　ノイジー義勇騎士団の完かん璧ぺきな勝利の陣じん形けいを観察し、二つのパーティが入り乱れる場所とタイミングを見計らって奇襲をかけるなんて真似まねはしない。

　このリザードマンは特別なのだ。

　王おう冠かんのような兜かぶとを被り、マントをたなびかせるリザードマンの王。

　状況を整理し、欠点を見つけ出し、そこを突つく方法を考案する。手持ちのカードでいかに勝つかを思考する。

「そんなこと、ＮＰＣが本当にできるの？」

　編成が崩くずれたパーティを簡単に薙なぎ払はらい、次なる戦いを始める。戦闘中のパーティを他のパーティが守り、モンスターの不意の襲しゆう撃げきに備えるという陣形は、中から崩されると脆もろいということをリザードマンの王は証明したのだ。

　戦闘から取り残されていた他のプレイヤーを巻き込み、ノイジー義勇騎士団のパーティ編成は次々に崩れていく。

　内側の変化はすぐに騎士団全員に知れ渡わたるだろう。

　だが、彼らもまた戦闘中なのだ。豪魔将は回復能力の高いゴブリン・プリーストと防ぼう御ぎよ能力の際きわだったゴーレムを引き連れ、長期戦の構えを見せている。

　戦っているのは騎士団の中でも特に戦闘能力が優すぐれた、おそらくはエース・パーティだ。彼らが状況の改善に動けないこともまた、騎士団に挽ばん回かいのタイミングを与あたえない。

　これは間ま違ちがいなく、事前に作戦が組まれている。

　魔軍が？　モンスターたちが？　ＮＰＣが？

　そんなことをＮＰＣが行うのか？

　相手の変化に対応して、使用するスキルや戦術を変える？　そんなことをＮＰＣモンスターがするのか？

「あなたは、本当にＮＰＣなの？」

　観戦サーバーから語りかけても、彼には届かない。

　アルテナはじっと彼の戦いを見届ける。

　いずれ彼と戦うため。アロンフォリス騎士団オルデンのために、そしてアルテナ自身のためにウラウトポリスを取り返すため。

　そして、確かめるために。

　リザードマンの王によってノイジー義勇騎士団は隊列を崩され、そのまま敗北への下り坂を止められないまま転がり落ちていった。

　どうやらエース・パーティに騎士団長がいたようだ。隊列を立て直すための指揮と戦闘のデュアルタスクは不可能だったらしく、鉄てつ壁ぺきの防御に支えられた豪魔将の攻こう撃げきにパーティは崩ほう壊かいした。

　前線を粉ふん砕さいして突とつ進しんしてくる豪魔将と、内部からパーティ編成を切り崩して荒あれ狂くるうリザードマンの王に存分にやられ、時間とともに彼らの勝利の確信も終わりを迎むかえる。

　魔ま軍ぐんはウラウトポリスを死守した。




　戦いを思い出し、アルテナは胸に溜たまっていた息を吐はく。

　記き憶おくの再生に集中しすぎて、息をするのを忘れてしまっていたようだ。

　いつからウラウトポリスの壁かべを見上げていたのか、体が固まった気がしてアルテナは伸のびをする。

　そうしている内に動どう悸きも収まる。

　戦いを思い出しただけでこんなにも胸の鼓こ動どうが高まるのだ。

　落ち着かなければと、アルテナは何度も念じた。

　ここにいるのは自分だけではないのだから。

　アルテナの他ほかにも多くのプレイヤーがウラウトポリスの壁に沿ったこの辺りに集まってきている。

　魔軍に支配されても街の機能はほとんど変わらない。荷物を預けたり、武器を強化したり、その街特有のクエストを受けたりなどはできる。

　ただ、魔軍に支配された街ではものによってはクエストの内容に矛む盾じゆんが生まれたりもする。

　特にここは初心者たちの街、ウラウトポリスだ。

　魔軍の進軍を受けて抗あらがう人々こそが、この『C.R.O.W.N.』のプレイヤーたちだ。

　そのことを最初に知るのが、ウラウトポリスなのに……。

「魔軍に落とされてしまったから」

　ストーリーに矛盾が生じた初心者用のクエストなどの担当ＮＰＣやクエストチューナーは、みな街の外に追い出されているのだ。

　他の街に再配置するのではなく、街の外に佇たたずませるというのが、またアルテナの罪悪感を刺し激げきする。

　しかもあちこちにキャンプまで用意されているのだ。

　アルテナとしては、時間があるときには初心者たちが迷子にならないように案内することを自ら買って出るしかやれることはない。

「あ、あの……」

「はい！」

　だから今日もここに立っていると、話しかけてくる人がいた。

「あの……この街、モンスターだらけなんだけど、入っても大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「それなら、クエスト担当の人たちはこっちです」

　おずおずと尋たずねてきた人に笑え顔がおで案内する。

　ウラウトポリスを取り戻もどす。

　そのためにアルテナがやらねばならないことは多い。アロンフォリス騎士団の信しん頼らいを取り戻さないといけないだろうし、そのために新しい仲間もたくさん集めないといけない。

　そして、そのときが来るまでウラウトポリスを支配し続けるだろう彼を倒たおすための強さを身につけないといけない。

　だけどいまはとりあえず……。

「案内しますよ。こっちです」

　そう言って初心者らしきその人を案内する。

　それがいま、わたしにできること。




　今日はその中に金きん髪ぱつの彼がいた。








01　ＮＰＣの生活









　そのとき、レウスはモンスターに包囲されていた。

　絶体絶命の危機だ。

　レウスを囲んでいるのはウラウトポリスに入ることを許されたモンスターたち。

　すなわち、第七魔ま軍ぐんに所属するレウスの部下のはずだ。

　それなのに、囲まれている。

　逃にげられないぐらいに。

　ここはウラウトポリスの中心にある城の中……玉ぎよく座ざの間だ。

　レウスは玉座に座すわり……というか座らされ、その周囲をモンスターたちに固められている。

「あの……」

　どう声をかけるべきか、レウスは迷った。

「どいてくれる？」

　おずおずとそう言ってみる。

　だけど、彼女たちはどいてくれない。

　サキュバス、アルラウネ、スキュラ、ラミア……第七魔軍に属する女性型モンスターたちが集つどっている。

　一体、なんのつもりで……。

（いやいやいや！）

　なんのつもりかはわかっているのだ。

　だけど、わかりたくもないのだ。

「ねぇ、レウス様、わたくしと＋を作りませんか？」

　サキュバスがそう言ってすり寄ってくる。

「いや、あの……ていうか＋って？」

　なんだ？

　前回のことから怪あやしげなことを考えているのだと思っていたのだが、＋の意味がわからない。

　もしかして怪しくないことなのか？

「ねぇ、わからないんだけ……」

「だめよ。レウス様はあたしと＋を作るんだから」

　なにかを言おうとすると、それを遮さえぎってアルラウネがサキュバスからレウスを奪うばう。

「あのさ……」

　なんとかこの状じよう況きようを脱だつしようと言葉を紡つむごうとするのだけど……。

「違ちがうよ！　僕と＋を作るんだから！」

　スキュラがタコの足でレウスを奪っていく。下半身がタコの足と六つの犬の頭部で上半身は美少女というモンスターなのだが、どうやら僕っ娘こらしい。

（いや、そういうことを考えたいのではなくて……）

　だけど、そんなことを考えている間にもレウスの体はラミアの蛇へびの胴どう体たいに巻き取られたり、そこにアルラウネの蔓つるが絡からみついてきたり、宙に放ほうり投げられたところをラミアがキャッチしたりと、いいようにおもちゃにされている状態だ。

（＋ってなんだ!?）

　だから、考えるぐらいしかできることがない。

「あなたたち……」

　腹に響ひびく声と城を揺ゆさぶる足音に、さすがの女モンスターたちも静まりかえる。レウスはくるくる回りながら元の玉座に着地したのだった。

　そして見上げる。

　彼女は見上げるほどに大きかった。

　ドラゴンだ。

（ドラゴンまでいたんだ）

　第七魔軍にドラゴンがいたなんていままで知らなかった。いままで進軍イベントに姿を見せてはいなかった。

　もしかしたら何かの条件を満たしたからドラゴンが追加されたのかもしれない。

（だとしたら、なんの条件だったんだろう？）

　ふと、そんなことが気になってわくわくした。

　ドラゴンは古典的なモンスターだけれど、やはりその姿を見れば興奮してしまう。

　そのドラゴンが炎ほのおの舌を覗のぞかせながら顎あごを開く。

　一体、なにを言う気なのだろう？

「レウス様はわたしとりゅ○おうを作る運命なのよ」

　思わず、ずっこけた。

　そして意味がわかった。

「Ｄ○モンスターズかよ!?」

　ていうか、ドラゴンまでそんなことを言うか!?

「ねぇ！　君たちそのネタはどこで手に入れたの！」

　さっきから女性型モンスターが話題にしているのは『C.R.O.W.N.クラウン』とはまったく別のゲームの話だ。

「わたしたち、レベル上限を上げたいんです」

「上げなくて良いし、ていうか勝手に上げないで！」

「そんな……レウス様、ひどい」

「ていうか、君たち、ずいぶん発音が上手になったよね！」

　ついこの間までカタコトだったのに、いまは全員が流りゆう暢ちように喋しやべっている。その事実にもなんだかクラクラする。

　彼らの存在そのものが『C.R.O.W.N.』というゲームが侵しん蝕しよくされている証あかしだからだ。

　そして、その侵蝕の源はといえば……。

「あなたたち、やめなさい」

　スライムという、まるで威い厳げんの無い存在がやってきた。

　多くのゲームで一番のやられ役。そうでなくとも最弱の存在。

　だが、ここではこのスライムの発言を誰だれも無視しない。

　彼女こそが第七魔軍の真のボス。そしてＮＰＣノン・プレイヤー・キヤラクターたちに知ち恵えを与あたえた諸悪の根源。

　スライムに擬ぎ態たいして『C.R.O.W.N.』に潜せん伏ぷくした人工知能。

　その名前はユイオン。

「まずはわたしとキ○グスライムを作るのが順当ではないですか」

「あ、そっかぁ」

　彼女がそう言うだろうことは予想の範はん囲い内だった。

　そして、ＮＰＣたちが彼女の言葉に乗っかるだろうこともわかりきっている。

　なぜなら、自我があるとはいえ、結局ＮＰＣたちはユイオンに従うのだ。

　だけど、ツッコんでしまう。

「『あ、そっかぁ』じゃないし！　ていうかユイオンだろ。こんなのみんなに教えたのは！」

「失礼な、わたしは教えていません」

「噓うそだ！」

「噓ではありません。あの子たちは自分で外界に興味を持ち、調べているのです。ほら……見てください」

「え？」

　言われるがままそちらを見てみると、モンスターたちはみな、なにやら小さな板状のものを持ち操作している。

「いま、あの子たちの間でスマートツールが大流行です」

「ゲームの世界観を壊こわそうとするのはやめようよ！」

　ツッコミに終わりが来ない。

「なんなんだよもう……ログインしたばっかりで疲つかれさせるのやめてくれない？」

「そんなこと言われましても」

　ユイオンが本気で困っている様子だから、こちらも困る。




　そんなとき、召しよう喚かんのサイン音が聞こえた。

　突とつ然ぜんに喚よび出された際のために、ユイオンがサイン音を出すように改造してくれたのだ。

　こういうのは良くないことだとわかっているのだが、唐とう突とつに喚び出される心臓の悪さに比べたら仕方ないかと思わないでもない。

　だけど、この『仕方ない』という思考こそ悪あく魔まの誘ゆう惑わくだ。こうやって少しずつ自分の中の道徳的感覚が削けずれていく。

　最後には自分の実力を誤ご魔ま化かすことさえも「まぁいいか」と片付けてしまうかもしれない。

　そうなったら、もうプロ・ゲーマーとしてはおしまいだ。

　いつかはこの状況から抜ぬけ出さなければいけない。

　それはいつなのだろう？

　そんなことを考えながら、レウスは喚び出しに応じた。

「なにやってんの？」

　すぐに応じなかったことでフロディティは少し不満そうだった。

「おはよう」

「おはようって、なんでこういうときって時間関係なくおはようなわけ？」

「アルバイトもそうじゃない？」

「まぁ、そういう慣例的なものってことなんでしょうけど」

　レウスは辺りを見回した。

　フロディティが本ほん拠きよを置いているウラウトポリスではない。

　街路の端はしだった。あちこちで薄うすい霧きりが流れて溶とけていっている。

「もう現地近くよ」

「なるほど。仕事熱心だね」

「まぁね」

「では、行きましょう」

　当たり前のようにユイオンの声が後ろでした。振ふり返れば彼女はスライムの姿をやめ、人間の姿を取っている。

　青い髪かみの美少女はまるで戦せん闘とうに向かない格好でそこに立っている。

　だが、彼女の姿を見ることができるのはレウスとフロディティだけだ。ユイオンがそのように手を入れた。

　道を進んでいくと霧がどんどん濃こくなっていき、辺りの状況がわかりづらい。

　林のようなのだが霧が濃すぎてなにもわからない。

　霧の影かげに何かが浮うかんでいる。

　建物のような、あるいはそれは連なる木々が見せる悪戯いたずらなのか……。

「なにここ、気持ちわる」

　フロディティの感想はわかりやすい。

「エンダージュの廃はい都とです」

　ユイオンは淡たん々たんと説明した。

「濃のう霧むの中に廃はい墟きよがあるのですが、ご覧の通りの視界の悪さが廃墟を迷めい宮きゆうに変えています」

「なるほどねぇ」

　フロディティは納なつ得とくして辺りを見回す。霧は影のみを映し、ここに動くものがあることを示す。

「まぁ、確かにここなら他ほかの人にはわかりにくそうだし、いるかもね」

　ここには目的があってやってきた。

　そもそも、フロディティは普ふ通つうにゲームを楽しむために『C.R.O.W.N.』を始めたわけではない。

　お金に困り、不正プレイヤーをプレイヤー側から発見し報告する監かん視し員いんとして雇やとわれプレイしているのだ。

　その結果、ユイオンに目を付けられレウスたちの仲間になってしまっている。

　いまはＢＯＴという不正行こう為いをしているプレイヤーを探すために、このエンダージュの廃都を訪おとずれていた。

　ＢＯＴというのは簡単に言えばキャラクターの操作を機械やツールに任せてゲーム内における単純作業を楽に済ませてしまおうという行為である。

　単純作業に当てはまるものはゲームによって様々だが、『C.R.O.W.N.』の場合は装備品を強くするための強化アイテムや、レア・アイテムをドロップするモンスターとの戦いがそれにあてはまる。

　そういうアイテムはプレイヤー間の商売でも需じゆ要ようが高い。だからこそ、多くのプレイヤーは金策としてそういうものを手に入れるために戦うが、往々にしてこういう行為は同じ作業の繰くり返しになってしまうため、飽あきたり、嫌いやになったりする。

　そういうときにプレイヤーを誘惑する悪魔の手が、ＲＭＴという現実の通貨とゲームアイテムを交こう換かんする行為であり、ＲＭＴを支える業者が使う手段として有名なのがＢＯＴということになる。

　もちろんＲＭＴを行わず、自分のためだけにＢＯＴを行う者もいるだろう。

「みんなが生身でやってることを機械で代行したら、そりゃあずるいよね」

　ＢＯＴによる影えい響きようがどのようなものかなど色々と言いたいことはあるが、ＢＯＴの根源的な悪の部分とはやはりこの言葉に尽つきるだろう。

「しかも、ここで落ちる強化アイテムは、単価は安いですが大量に必要になるため、売り主が多少怪あやしくても安価ならばまとめ買いをしたくなります」

「そう。たまにプレイヤーによる自じ浄じよう作さ用ようみたいなのを求める人もいるけど、それをやってたら、最後には自分で手に入れたアイテム以外は信用できなくなるしね」

　そうなると周りから取り残されるだけだ。

　最さい先せん端たんにいることだけがプレイスタイルではないが、だからといって望んでもいないことを制限されて嬉うれしいはずがない。

　誰かが不正行為で得をしているという考えそのものがゲームにとっては害悪となる、故ゆえにその考えの元となる不正行為は正さなければならない。

　結局、こういう行動の締しめ付け合いはゲームから人を去らせてしまうのだから。

　だからこそ、いずれは自分たちも消えなくてはならないのだ。

「なるほどね」

　フロディティが霧の中に目を凝こらしている。レウスもそれを追ってみれば、素す早ばやく動き回る影があることがわかる。

　戦い、倒たおし、そしてまたすぐに戦う。

　普通の人なら休きゆう憩けい時間が必要になることをずっと繰り返す。

　さて、いまそこに見えている影はどっちだろう？

　戦っている影は他にもある。この中にいる全員が不正行為を行っているわけではない。中にはまじめに強化アイテムを手に入れるために戦っているプレイヤーもいるはずだ。

　見分ける方法はフロディティにはない。

「あの中で、誰がそうだかわかるの？」

「簡単です」

　顔をしかめるフロディティに対し、ユイオンは相変わらずの淡々とした表情で頷うなずく。

「そうっ！　なら……」

「でも、そんなにすぐ通報していたら普通のプレイヤーと同じです」

「むっ……」

「あなたはちゃんと、ここで時間をかけて観察していたという事実を作ってください。厳密にはこの場所で行動していたという履り歴れきです。ＢＯＴの証しよう拠こはこちらで用意しますので」

「ええ、めんどいなぁ」

「ここのモンスターなら下僕に任せていれば簡単に終わりますよ。魔ま操そう士しにとっては人気の狩かり場です」

「あ、そうなんだ」

　それを聞くと、フロディティは表情を緩ゆるめてレウスを見た。

「じゃ、がんばれ下僕」

「はいはい」

　そうなるだろうとは思っていた。レウスは槍やりを担かつぎ、霧の中に入っていく。

　霧の中から襲おそいかかってくるのはフォグゴーストと廃都のブラウニー、そしてバンシーの三種類だ。

　フロディティは他の下僕も召喚し、戦いに投入する。レウス一人でももちろん倒せるが、普通はリザードマンをそこまで鍛きたえない。目立たないようにする意味でも他の下僕と一いつ緒しよに戦っていた方が良い。

　フロディティは適度な距きよ離りを保ってだらだらとしている。あの様子だと片手間になにか別のことをしているのかもしれない。

「ほらほら、手を抜いてるとやられちゃうよ～」

　かけ声も適当だ。

（やれやれ）

　レウスはどうしてこんなことをしているのかと思ってしまう。




　そもそもが、レウス……僕のアカウントが冤えん罪ざいによって凍とう結けつされたことからいまの状じよう況きようは始まった。

　どれだけ訴うつたえても聞いてもらえずに腐くさっていた僕に声をかけたのが、人工知能のユイオン。そして同じようにユイオンに誘さそわれたのがフロディティ。

　僕たち二人は、それぞれ困っていることがあり、ユイオンはお互たがいの立場を利用することでこの状況を切り抜けられると言った。

　実際、フロディティの監視員の立場を利用することで僕は自分のアカウントを不正に利用している連中をこの目で見ることになったし、フロディティも借金苦から脱だつ出しゆつすることができた。

　だけどまだ、僕の問題は解決していない。

　だからいまだにリザードマンの姿で『C.R.O.W.N.』世界に潜せん入にゆうするという危険なことをしていなければならない。

　そして……『C.R.O.W.N.』へ全没入フルダイブモードでアクセスするための機材は安いものではないし、維い持じ費ひも同様だ。

　なので、この場に居続けるには僕はなんらかの収入源を保持しなければならない。




　そういうわけでユイオンが提案してきたのが、監視員であるフロディティの仕事を手伝うというものだった。

「わたしも楽ができるし、あんたらにも収入が入る。これぞ一石二鳥よね」

　どこを見ているのかもわからない目でフロディティが呟つぶやき、レウスは苦く笑しようするしかなかった。

　現実的に、レウスには奪うばわれたアカウントを追う能力はない。それはユイオンに頼たよらなければならないのだが、その彼女はレウスをここにとどめたがっているような気がしてならない。

　しかもリザードマンの姿で。

　それだけはダメだ。

　それは『C.R.O.W.N.』では正しいことではないのだ。

「これが一緒に狩りをするということなのですね」

　スライムの姿でサーベルタイガーに乗って、ユイオンはそんなことを言う。

「そうだけどさ……」

　これにもまたレウスは苦笑するしかない。

　いや、苦笑するだけではダメなのだ。

　レウスとしてはさっさとこの状況から抜ぬけ出したいというのに。

「まったく……」

　こちらの焦あせりをまるで意に介かいしていない様子に、レウスは嘆たん息そくするしかない。

　モンスターとの戦いには苦戦する要素がない。

　なにしろレウスが動かなくてもサーベルタイガーが勝手に倒していくし、多少のダメージはウィンディーネが回復してくれる。

　この下僕たちは喋しやべらない。ユイオンはフロディティの下僕には余計な知ち恵えを与あたえていないようだ。

（これこそが普通）

　寂さびしさもないではないが、その寂しさこそが普通なのだ。ＮＰＣやモンスターに別な意味で襲われることのない世界こそが普通なのだ。

　そう考えれば涙なみださえ出てきそうだ。

「そういえば……」

　思い出したようにフロディティがレウスを見てにやぁと笑った。

「その鎧よろい、似合ってるね」

　なにが言いたいのかなんてわかっている。

「アルテナからのプレゼント、気に入った？」

　すぐに言葉が続くあたり、フロディティも我が慢まんができない性格だ。

　レウスは自分の体を見た。

　上半身を守っている胸当てが以前とは少し違ちがう。胸を守っている部分の鉄板に紋もん章しようが入っている。

　ただそれだけ、といえばそれだけなのだが、これでもリザードマン用の装備としてはレアなのだ。

　下僕用の装備はその全すべてが外見のみのファッション装備なのだが、その中でもリザードマンのものは特に華はながない。

　もしかしたら、制作陣じんから愛されていないのかもしれない。

　そんな、初期装備とたいして違いのない胸当てをアルテナがくれたのだ。

「むふふ～」

「なんだよ？」

「アルテナに気に入られちゃってるね」

「そんなわけないだろ。フロディティが気に入られてるんだよ」

「違うわね」

　自信満々にフロディティは否定する。

「あんたを見るときのアルテナの目、あれは絶対に惚ほれてるね」

「そんなわけ、あるわけないだろ」
















　そんなわけがあってはならないのだ。

　なにしろ、アルテナにはレウスの中身がかつての彼女の仲間、アスラインだと知られるわけにはいかない。

　噓うそのチート報告で冤罪を受けたアスラインが、まさか本当のチートを使ってリザードマンをやっているなんて知られて良いはずがない。

　なにしろ、前回のウラウトポリスでの事件のこともあって、彼女は怪あやしんでいる節がある。

　彼女の疑念をこちらに向けさせるわけにはいかないのだ。

　そんなことを考えてレウスは焦っているというのに、フロディティは単純な恋れん愛あい事情ににやついている。

（まったく……）

　フロディティには危機感が……。

「まさかねぇ、アルテナがモンスター好きとは思わなかった」

「……は？」

　思わぬ言葉に、レウスは思考が止まった。

　アルテナがモンスター好き？

「あるんでしょ？　そういう嗜し好こう」

「ま、まぁ……そういうのはあるけど」

「アルテナがそんな変な嗜好だとは思わなかったわね」

　腕うでを組んでそんな感想を漏もらすフロディティに、なんと言えばいいのだろう？

　いや、そうではなく。

　いま、レウスが感じている感情はなんだろう？

　なにを否定しようとした？

　アルテナに、レウスの中身を疑われているかもというのはいい。その危険は常に考こう慮りよしなければならない。

　問題なのはそちらではなく。

　惚れている。惚れられている。誰だれが？　誰に？

　問題なのは、アルテナがレウスの中身をアスラインだと疑い、アスラインを慕したってプレゼントをしたと思ったのを否定したことだ。

「元のあんたって……プレイヤーとしては尊敬されてたかもだけど、異性としては認められていなかったのかもね」

　いや、このニヤニヤ笑い。

　フロディティはわかって言っている！

「いいし！　別にそれでいいし！」

　レウスは顔を押さえて叫さけぶしかなかった。

「いまの僕がやることはアスラインのアカウントを取り返すこと！　それだけだよ」

「でも、アルテナの手伝いもするって言ってたでしょ？」

「それは……できることがあればってだけだよ」

「でも、わざわざウラウトポリスの支配者になってアルテナのやる気の元になるとか、普ふ通つうはしないよねぇ」

「そもそも、いまが普通の状態じゃないよ」

「まっ……ね」

　なんとかフロディティを黙だまらせ、レウスはユイオンを見た。

「ユイオン、アカウントの件はどうなった？」

「鋭えい意い捜そう索さく中です」

「……本気でやってる？」

　前回、ユイオンはアスラインとヘスペリオンのデータをわざと見み逃のがした疑いがある。

「失礼な。本気なんていう心理的要素はわたしには縁えんのないものです」

「へぇ」

「ただ優先順位があるのみです」

「……それで、優先順位はいくつなの？」

「いい感じです」

「なんでいきなりアバウトな言い方になるかなぁ」

　それはつまり、優先順位が低いことを隠かくしているってことなのか？

「この状じよう況きようって立派に罪を犯おかしてるんだから、できれば早く終わらせたいんだけど」

「問題ありませんよ」

　レウスは脱だつ力りよくするのだが、ユイオンは気にしていない。

「わたしがいるのですから見つかることなんてありません。はい、送信しましたよ」

　ユイオンが言ったすぐ後にフロディティが嬉うれしそうな声を上げた。どうやらＢＯＴ利用者の情報が彼女に届いたのだろう。




　ユイオンは自我を持った人工知能として完成されているのかもしれない。『C.R.O.W.N.』から追放された僕をレウスとして呼び戻もどしたり、自分の経歴を作って運営側に潜もぐり込んでいたり……確かにその能力はＴ２Ｒの中では万能なように見える。

（だけど、やられっぱなしのままでいるのかな？）

　ユイオンは人工知能だ。

　そして、彼女を追いかけているのはユイオンの制作者たちだ。

　確かにいまは彼らの方が後手に回っているのかもしれない。

　だけど……。

　そんな不安をレウスは感じているのだが、ユイオンは果たしてそのことをわかっているのだろうか？
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　ＢＯＴ狩がりも一段落し、フロディティはウラウトポリスに残った。

　彼女が在ざい籍せきしているアロンフォリス騎士団オルデンは、ウラウトポリスが失しつ陥かんした後も本ほん拠きよ地ちをそこから動かすことはなかった。

　魔ま軍ぐんが支配しても、一いつ般ぱんプレイヤーのプレイに支障が出ないよう、都市そのものの基本的な機能は失われていない。

　それでもモンスターに支配された街の雰ふん囲い気きは良くない。

　ＢＧＭはいつも重苦しいし、活動できる場所も限られている。最初は物もの珍めずらしさから観光気分で街の中に入っていたプレイヤーたちも、いつしか近づかなくなる。

　それでも、新規プレイヤーが出現する場所がウラウトポリス近くのままなのはクエストの調整がめんどうだからか、それとも運営の維い持じか。

「あーやっぱり、まだあそこにいる」

　フロディティの声は呆あきれている。

　アルテナを見つけたのだ。

　彼女はウラウトポリスの壁かべの近く、通つう称しよう避ひ難なんキャンプと呼ばれているところにいた。

　最近のアルテナは時間さえあればそこにいて初心者の手伝いをしている。

「あ、ちょうどいいところに」

　そんなアルテナがフロディティの姿を見てほっとした表情を浮うかべた。

「どうかしました？」

「フロディティは初心者クエストは受けてないよね？」

「初心者クエスト？　なんですかそれ？」

「ああ、そこからなんだ。……ええと」

　ゲームそのものが初心者な上に始めた動機が不純なフロディティは、色々とスタート時点のチュートリアルを見逃している。

　なにしろ魔ま操そう士しで初めて下僕にしたのがリザードマンなのだから。

　アルテナの後ろには見知らぬプレイヤーがいた。金きん髪ぱつ長身の美男子だ。重じゆう騎き士しの初期装備を着ていて、あきらかに始めたばかりの初心者という感じだ。

　アルテナはあの初心者のためにフロディティにたすけを求めたのだろう。

　説明を始めた。

「初心者クエストというのはだな……」

　まさしくその名の通り、初心者のためのクエストだ。

　経験値・金銭の取得方法、クラスの選び方、アイテムの取得・預け方などの基本的なものを学んでいくクエストをチュートリアル・クエストと呼ぶ。

　初心者クエストはその次の段階、この世界を知るためのクエストだ。

　モンスターを率いる魔軍と争うこの世界がどういうものなのか、それをいろんなクエストを達成しながら知っていくのだ。

「へぇ……そんなのがあったんだ」

「チュートリアルが終わった後でチューナーに言われたはずだが？」

「あ……はっはっは。けっこうそういう説明って聞き流しちゃう方で」

「……でも、フロディティが受けてなくて良かった。できたら、この人と一いつ緒しよに受けてきて欲しいんだ」

「え？」

「どうも、よろしくお願いします」

　そこで初めて、アルテナの後ろにいた金髪が発言した。フロディティが彼に気付いて少し表情をしかめる。

「ノーザンライトと言います。始めたばっかりでよくわかってなくて」

「あ、どうも」

　ぶっきらぼうに挨あい拶さつを返すと、フロディティはアルテナの周辺を見た。

　いまは、彼女は一人だけだ。騎士団の仲間もいなければ、マネージャーを務めるヘレナもいない。

「あの……アルテナさんは？」

「初心者クエストは未クリアの者だけしか受けられないんだ」

「あ、そうなんですか」

「それほど難しくはないから。頼たのむ！」

「わ、わかりました」

　アルテナの勢いに押される感じでフロディティは了りよう承しようした。




　そうして連れていかれたのが、リミニエのところだ。

　そのＮＰＣは壁外にぽつんと立っていた。

　小麦色の髪かみに頰にそばかすが散った純真な少女、それがリミニエだった。質素な服のいかにも村人という姿だ。

「彼女がそうだ」

　リミニエはアルテナが近づいても見向きもしないが、フロディティが近づくと、いきなり彼女に縋すがり付いた。

「たすけてください！」

「わっ！　え？　ええ!?」

「村が……村がモンスターに襲おそわれて……お願いします。みんなが死んじゃう！」

「ええ……」

　いきなりのテンションにフロディティは付いていけていない。

「はいって答えて」

「あ……はい」

　アルテナに促うながされて答えると、リミニエはぱっと表情を明るくした。

「ありがとうございます！　こちらです！」

　そう言ってリミニエが走り出す。

「あとは彼女に従って！　がんばって！」

　アルテナに手を振ふって送り出され、フロディティとノーザンライトはリミニエという名のＮＰＣの後を付いていくのだった。
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　フロディティたちを見送ったアルテナだが、あいにく彼女に一息吐つく暇ひまは与あたえられなかった。

「アルテナ！」

「あ、ヘレナ」

　アルテナに呼びかけたのはヘレナだ。

　ヘレナはアロンフォリス騎士団の副団長であり、アルテナのプロ・ゲーマー活動を支えるマネージャーでもある。

　そんな彼女の表情を見て、アルテナはなにかあるとすぐに察した。

「ちょっと、いい？」

「どうかしたのか？」

「実は……」

　ヘレナの語る内容に、アルテナもまた顔をしかめるのだった。
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　リミニエの後をフロディティは黙もく々もくと付いていく。

　その後ろに金髪の重騎士、ノーザンライトが歩いている。

　そのノーザンライトだが、実は困っていた。

「あの……」

「はい」

「……いい天気ですね」

「そうですね」

「あ、でも、天気って変わるのかな？」

「たまに雨とか降りますよ。台風とかはまだ見たことないけど」

「そうなんだ。あっ！　台風とかどう思います？　雷らい雨うとか」

「はぁ……」

「そういうのゲームの中で体感したいですか？　おれ、前に災害の都市から脱だつ出しゆつするゲームやったんですけど、あのときは煙けむりで前は見えないし、大雨降ったらなんか寒く感じてきたりしてもう……」

「いらないかな」

「あ、そうですか」

「…………」

「…………」

（そっけない！）

　振り返らないフロディティにノーザンライトはそう叫さけびたそうな顔をしている。

　それをレウスは見ていた。

（なんでこんなに冷たい扱あつかいなんだろう？）

　レウスにもわからない。

　アルテナは気付かなかったようだが、彼を見たときからフロディティの態度は一いつ貫かんしてそっけないのだ。

　でもそれがなぜなのか、原因がわからない。

『フロディティは、彼が嫌きらいなんですか？』

　首を傾かしげているとユイオンが尋たずねた。人工知能もフロディティの反応の理由を知ろうとノーザンライトの周りをふよふよと回っている。

『別にぃ』

　なにか隠かくしてますと言わんばかりの顔を見て、レウスは語りたいのだと判断した。

『……に、しては冷たすぎない？』

『なんか、油断ならないって思うだけ』

『どういうこと？』

『ああいうイケメンは信用できないの』

『イケメンて』

　フロディティの言葉にレウスは呆れた。

　確かにノーザンライトは金髪が似合う爽さわやかなイケメンだ。

　だが、あくまでもあれは『C.R.O.W.N.』で作られたキャラクターだ。

　中身まで同じだとは限らない。

　もちろんその可能性がないとは言わない。世の中なにが起きるかわからない。体が大きくならないことにコンプレックスを抱いだく美少年がガチムチマッチョなキャラクターを演じている可能性だってこの世には存在する。

　それと同じぐらいに、ノーザンライトの外見がプレイヤーと同じだという可能性も存在するだろう。

　だがそれでも、レウスは言う。

『中身が同じなんてことはほとんどないよ』

『いいや、信じられない』

　それでもフロディティは頑かたくなに首を振る。

『ああ……』

　ユイオンが、一人で納なつ得とくする。

『あなたが借金を背負った先せん輩ぱいも傾けい向こうとしては似た造作をしていますね』

『ああ……』

『うるさい！』

　思わず納得しそうになった。つまり、中の人など関係なく、嫌いな顔ということなのか。

『ああいうイケメンは女はみんな自分の言うことを聞くもんだと思ってるのよ。騙だまされないわ』

　言い訳を言うフロディティは唇くちびるをとがらせ、まるで拗すねた子供のようだ。

『大だい丈じよう夫ぶだよ。だって……』

　レウスが語りかけてもフロディティは聞く耳を持たない。

　背後からしょんぼりと付いてくる彼の姿を見て、レウスは同情してしまうのだった。

『……とりあえず、僕らはもう話しかけないよ』

『え、ちょっと』

『このまま彼を放置するのはかわいそうだし、それだとアルテナの善意が無になるだろ？』

『む……』

『じゃ、そういうことだから』

　不満げなフロディティを置いて個人チャットを終わらせる。

　ちょうどそのとき、目的地の村が見えてきた。

　辺りには同じクエストを受けているらしきプレイヤーはいるが、それ以外の狩かりをしたりする姿は見えない。

「この辺りって他ほかのプレイヤーがいないわね」

　少し悩なやんだ様子で、フロディティはそう言った。

「そうですね。なんでだろう？」

　話しかけられてノーザンライトは嬉うれしそうだ。

　そんな彼の笑え顔がおを見て、フロディティはすぐに挙動不ふ審しんになる。

「ま、まぁいいわ。彼女に付いていけばいいんだし！」

　自分の動どう揺ようを振り切るようにフロディティはリミニエを追いかける。

　レウスはリザードマンの自然な動作で周囲を見ながら呟つぶやいた。

『この辺りは初心者クエスト用に他のプレイヤーが近づかないようにしてるみたいだね。モンスターはいるけど経験値とかアイテムはいまいちなんだろうな』

『ええ、そうです。どうせなら初心者クエスト用のサーバーを作った方が管理が楽になるのですけど』

『元の世界と繫つながってる方がアクセスの集中とかを防げていいんじゃないの？』

『作り方の問題ですね』

『あんたたち、喋しやべらないんじゃなかったの？』

『これは独り言』

『そうですね』

『むう』

　フロディティの嫌いや味みを受け流して、村に入る。

　村は遠くからでもわかっていたが、黒い煙があちこちから上がり、建物は火事で焼け落ち、あるいはなにか大きな力で崩くずされていた。

　瓦が礫れきに混ざって村人が倒たおれている。

　つまり、死んでいる。

「うわぁ」

「ひどいな」

『C.R.O.W.N.』は残ざん酷こく描びよう写しやに関しては穏おん健けんなゲームだ。死体の描写もほとんどが倒れているだけ、あるいは死体用の汚よごれたり破けたりした衣い装しようを纏まとうというのがほとんどだ。

「そんな、家が……父さんと母さんは!?」

　焼け落ちた村を見て、リミニエはわずかに呆ぼう然ぜんとしたかと思うと村の奥へと走っていく。フロディティたちもそれを追った。

　辿たどり着いたのは燃え落ちた家だった。

　そこに倒れた二人の死体の前でリミニエが泣いている。

「父さん！　母さん！」

　リミニエがそう叫んで泣く。

「リミニエ……お前の父さんは村のために戦ってくれたよ」

「ありがとう」

「すまない」

　近寄ってきた村人たちがリミニエを慰なぐさめていく。

　そんな雰ふん囲い気きにフロディティもしんみりしていた、そのときだった。

　いきなり、黒い影かげが視界を過ぎていったかと思うと、リミニエの姿が消えたのだ。

「きゃあっ！」

「え？　え？」

「空だ」

　いきなりの急展開にわけがわからず辺りを見回すフロディティに、ノーザンライトが指で示した。

　空には翼つばさを生やした人型のなにかがいる。

　それがリミニエを抱かかえていた。

「もしやと思って残ってみればやはりか。来いっ！」

「きゃああっ！」

　有ゆう翼よくのモンスターはそう吐はき捨てるとリミニエを連れて去っていった。

　フロディティはぽかんとその様子を見ているだけだ。

「……どういうこと？」

「あ、あんたたち、戦士なんだろ？　リミニエを助けてくれ！」

「あいつは見たことある。洞どう窟くつに棲すんどるモンスターじゃ」

「たのんます。リミニエを助けてやってくだせぇ」

　村人たちが次々に訴うつたえるが、フロディティは展開に付いていけていない。

「ええ……」

「そういうことみたいだね。行こう」

　結局、ノーザンライトに手を引かれ、村人たちが教える洞窟へと向かうのだった。




　洞窟までは何事もなく到とう着ちやくした。

「ええと、これから洞窟に入るんですけど」

「う、うん」

「えっと、僕は重じゆう騎き士しなんで守るのは得意ですけど、攻こう撃げき力がいまいちなんで」

「知ってる。攻撃はあたしの下僕に任せて」

　そう言うと、サーベルタイガーとウィンディーネを召しよう喚かんする。

　気が付けばフロディティの顔が赤い。

　手を繫がれていることに気が付いたのはけっこう早かったのだが、それを振ふり切れないままここまで来てしまったからだ。

　手を離はなせたことにほっとしているような惜おしんでいるような、そんな微び妙みような顔をフロディティはむりやり笑顔に変えた。

「これだけいればなんとかなるでしょ」

「あの……このリザードマンは？」

　ノーザンライトが不思議そうにリザードマンを指さす。

「これを連れ回してるのは趣しゆ味み。リザードマンは偵てい察さつ用だから、戦せん闘とうだと役に立たないんだってね」

「そう……なんだ」

　ノーザンライトが戸と惑まどった様子を見せるが、フロディティは繕つくろった笑みを押し通す。レウスに嫌味を言うことでなんとか平静を取り戻もどした気分になった。

　言われたレウスの方は黙だまって首を振るのみだ。




　二人はそのまま洞窟に入っていく。

　鍾しよう乳にゆう洞どうの雰囲気がある洞窟には疎まばらにだがモンスターがいて、二人に襲おそいかかってくる。

　だが、弱い。

　当たり前の話だが、しょせんは初心者用のクエストに登場するようなモンスターだ。フロディティが使うサーベルタイガーの相手ではない。

「あら、ほんとに簡単」

「初心者クエストだから、そんなものなのかもね」

　ノーザンライトはやることがなくて残念そうだ。

　だけど、フロディティは悪くないと思う。

「でも、楽なのは悪いことじゃないわ」

「そうかな？　おっと」

「え？」

　いきなり手を引かれたかと思うと、ノーザンライトの背が視界を覆おおった。

　背後を突つこうとしたモンスターの攻撃を彼が受け止めたのだ。

「油断大敵、かな？」

「あ、ありがとう」

　そのモンスターはレウスが倒し、ノーザンライトが受けたわずかな傷も下僕が回復したのだが、そんなものをフロディティは見ていなかった。

　その表情を見て、レウスもユイオンもすぐにわかった。
















『あ、これはあれだ』

『まさか、あれですか？』

『うん。……ちょろインだ』

『あれがちょろインなんですね』

　二人が盛り上がっているが、フロディティは幸いなのかどうか、その単語の意味がわからなかった。

　それにヘンテコモンスター同士の会話なんかより、こちらの方が気になる。

（ああ、これはダメなパターンだ）

　などと自分でもわかっているのだが、それでも止められないのだ。

　フロディティの気分が盛り上がっていることなど知らないとばかりに、あっさりと洞窟の奥地に辿り着いた。

　有翼のボス・モンスターがなにかを言っていたが、そんなことはフロディティの耳には入らない。

　攻撃はサーベルタイガーとレウスに、回復はウィンディーネに、そして防御はノーザンライトに任せる。

　始めたばかりのノーザンライトでは、初心者クエストのボスでもその攻撃を何度も受けられるというわけにはいかなそうだったが、そこはウィンディーネの回復でなんとかなった。

　フロディティはノーザンライトの守ってくれるその姿をうっとりと眺ながめるだけだった。

　最初の頃ころの警けい戒かいした様子などもうどこにもない。

　結局、フロディティはボス・モンスターがどう倒されたかすら見ないまま、戦闘を終しゆう了りようしたのだった。

「守ってくれてありがとう」

　戦闘が終わって、フロディティは一番にノーザンライトに駆かけ寄る。

「どういたしまして、守るのが重騎士の役目だから。魔ま操そう士しもいろんな役割ができて楽しそうだね」

「そ、そうね」

　爽さわやかなノーザンライトの対応にフロディティは照れるばかりだ。

　聞くだけのレウスはやってられない。

『そろそろクエスト進めてくれない』

　呆あきれた声に、フロディティは我に返ってくれた。

「そうだ、リミニエは！」

「あー……彼女なら、たぶん、これじゃないかと」

　ノーザンライトはフロディティの反応に苦く笑しようを浮うかべつつそれを示した。

「えっ！」

　その姿にフロディティは驚おどろく。

　そこにいたのはおそらく、リミニエだ。だが、村むら娘むすめの姿ではない。

　ボス・モンスターと同じく背中には翼が生えている。なんとなく、立ち姿も哀かなしそうだ。

「これってどういうこと？」

「あの子、モンスターだったみたいだね」

　ノーザンライトは察していたようだ。

「ほら、あの子のお父さんの死体って、頭のところがなんか変だなって思ったんだ。何か刺ささってるのかなって思ったけど、もしかしたら角だったのかも」

「そんな……」

　フロディティが驚いていると、リミニエが頷うなずいた。

「そうです」

　まるでこちらの話を聞いていたかのような反応に、フロディティが驚く。

「わたしのお父さんはモンスターです」

　哀しそうな声にフロディティも、彼女の話に黙って耳を傾かたむける。

「でも、お母さんと結けつ婚こんして幸せに暮らしてたんです。それなのに魔軍の進軍が始まったばっかりに……」

　村での立場が悪くなったらしい。

　そういえば、村人たちがリミニエの父に謝っていた。

「ごめんなさい。元に戻る方法がわからないし、こんな姿じゃ村には帰れない。わたしはここに残ります。ありがとうございました」

　なんと声をかけて良いものか。悩なやんでいるとリミニエがそう言い、そして唐とう突とつにフロディティの視界に文字が現われた。

　クエストクリア。

　終わりを示すその文字にフロディティは爽そう快かい感よりも、納なつ得とくのいかない不満足の方が強かった。

「え？　本当にこれで終わりなの？」

　そう語りかけてもリミニエはなにも答えない。

　ウラウトポリスでアルテナが近づいても無反応だったときのような顔でそこに立っている。

　まだなにか起こるのではないか？　ボス戦なんてほとんど見てもいなかったくせに、なぜか、リミニエの前から離れられなくなってしまった。

「帰りましょう」

　ノーザンライトに声をかけられて、フロディティはようやく洞窟を離れる気になったのだった。

「なんか、すっきりしないなぁ」

　それでもフロディティは未練がましくそう呟つぶやく。




　レウスはその様子に『はまったな』と確信してニヤリと笑った。

　あれはリミニエの今後が気になっている様子だ。

　これで今後のクエストにリミニエが関係していないか気になるだろう。

（こんなクエストが追加されたんだなぁ）

　正式公開されてからプレイできていないので、いろいろと体験していないものが多い。

　それをちゃんと体験できない身が情けないし、やはり早く戻りたいと思う。

　いまの普ふ通つうの人は体験できないモンスター側というのは刺し激げき的ではある。この状じよう況きようからアルテナになにかしてやりたいと思っていることも本心ではある。

　だけどできることなら……やはりアスラインとなって『C.R.O.W.N.』に戻りたい。

　レウスはそう思う。

　そして、ちゃんとアスラインの身で『C.R.O.W.N.』世界を端はしから端まで体験したい。

　そう思いながら、リミニエを振ふり返った。ハーフ・モンスターとなった彼女はなにも言わずに佇たたずんでいる。

　……そう思っていた。

「は[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]だっる」

「…………え？」

「毎回毎回、同じことをやらされるこっちの身にもなって欲しいわよ、もう……」

　まさか、そんなことを言うとは思わなかった。

　思わず立ち尽つくしていると、リミニエがギロリとこちらを睨にらんだ。

「なに見てるのよ？」

「え？　あの……」

「クエスト終わったんだからさっさと帰りなさいよ。こっちは休きゆう憩けい時間なんだから」

「あ、はい。すいません」

「は[image: ～][image: ～]もう、空気読まない連中ばっか！」

　吐はき捨てられ、レウスは慌あわててフロディティの背中を追いかけた。

　追いかけながら、隣となりにいるユイオンを見る。

『な、なんなのあれ？』

『自分の役に疲つかれていますね。中の人も大変です』

　中の人って……。

『いや、あれ……ＮＰＣ』

　言いかけて、はっとした。

　ユイオンの周りにいるＮＰＣたちがどうなっているのかを。

『……ユイオンだよね？　犯人』

　彼女は当たり前のように頷いた。

『ええ。試ためしにクエストＮＰＣに自我を与あたえるとどうなるかという実験を』

『頼たのむから、見つかりそうになるようなことはやめてよね』

　脱だつ力りよくする。

　ほんのちょっとのつもりなのかもしれないが、ユイオンは確実に『C.R.O.W.N.』というゲームに侵しん蝕しよくしている。

　やはり、この状況は正しくはないのだ。
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　背後でレウスが脱力しているとも知らず、フロディティはノーザンライトとの会話を楽しんでいる。

　内容はリミニエのことだ。

　消化不良なことに不満を漏もらすフロディティに、ノーザンライトは事前に調べたという攻こう略りやくサイトの情報を語っている。

　さらに……。

「よかったら、また一いつ緒しよにやりませんか？」

　なんてことを言われて、フロディティは悪い気はしていない顔になっている。




　そんな二人がウラウトポリスに戻もどってくるとアルテナはまだそこにいた。

　今度はヘレナも一緒だ。

　二人して、こちらを見てほっとした表情を浮かべている。

「あっ、よかった、戻ってきた」

　ついさっきと同じような展開なのだが、フロディティは気が付いていない。

「どうかしたんですか？」

　彼女の背後にはまたも知らないプレイヤーがいた。

　しかも今度は複数人。

「フロディティ、まだ時間ある？」

「え？　ええ……どうかしたんですか？」

　明らかに上級者という出いで立ちの人々に気付き、フロディティは声を潜ひそめた。

　アルテナも声を潜める。

「ちょっとこれから、勝負をしないといけないんだ」








02　アルテナの難題









　よくわからないが、勝負をすることになったらしい。

　どうして勝負することになったのか、そもそも相手は何者なのか？

　なに一つわからないまま、フロディティはアルテナを追いかけて場所を移動した。

　とはいえ、またも避ひ難なんキャンプの中なのだけれど。

　簡易テーブルの上に山積みされた書類の向こうに、ヘレナのようなクール系の女性ＮＰＣノン・プレイヤー・キヤラクターがいる。

「ああ、よかった！　依い頼らいならたくさんありますよ！」

　どうやらそれが定型のセリフのようだ。

　諸問題担当官という名前が表示された女性ＮＰＣを前に、アルテナとオクステンと名乗った男性プレイヤーが向き合っている。

　よくわからないまま頭の上に『？』を飛ばしているフロディティだが、レウスは彼の姿に覚えがあった。

（もしかして、この人たちって……）

　心当たりはあるのだが、いまはフロディティに話しかける隙すきがない。ＮＰＣとしては我われ関せずという顔をしておくしかなかった。

　ただ、話を聞くに勝負をしなければならない原因は、以前にあったアルテナの移い籍せき話のようだ。

　アルテナがアロンフォリス騎士団オルデンの立て直しを決意したために話は流れたはずだが、どうやら相手側は未練を持っていたようだ。

　つまり彼らは、アルテナを自分たちの騎士団に引き入れようとしているのだ。

　しかも今度は、アロンフォリス騎士団ごと。

『わかりませんね』

　その流れにユイオンは首を傾かしげる。

『アルテナはゴシップ持ちです。そんな人物を欲ほしがるものでしょうか？』

『ユイオン！』

　人工知能の素す直なおな意見に、聞こえていないとはいえレウスは慌あわてた。

『ですが、事実です』

『まぁ、そうなんだけどさ』

『やはり、わかりませんね』

　ユイオンはずっと首をひねっている。

　言いたいことはレウスだってわかる。

　アロンフォリス騎士団で起きた集団アカウント凍とう結けつ事件はウラウトポリス失しつ陥かんのニュースとともに知れ渡わたってしまっている。

　だからこそ、騎士団再建は思うように進んでいない。

　そんな悪い風評に晒さらされているアルテナを欲しがる理由が、レウスにもわからない。

　特にこの騎士団が求める理由は謎なぞだ。




「勝負はインスタント・ダンジョンの早解きレースで行う」

　オクステンが言う。

「インスタント・ダンジョン？　早解きレース？」

　わかっていないフロディティにヘレナが説明をしてくれた。

「インスタント・ダンジョンっていうのは簡単に言うと、パーティ専用ダンジョンっていうこと。普ふ通つうのダンジョンと違ちがってパーティ毎ごとにダンジョンが用意されるから、他ほかの人に会うことがないのよ」

　つまり、必要なモンスターを巡めぐって他のプレイヤーと争うことはないし、多少変なことをしても他のプレイヤーに迷めい惑わくがかかることはない。

　だからこういう、いつもとはちょっと違うことをするのに重ちよう宝ほうがられているようだ。

「それで早解きレースっていうのは、他からの邪じや魔まが入らない点を利用して、パーティを二つに分けて、どっちが早くクリアできるかを競きそうの」

　フロディティは理解したのか、すぐに疑問の声を上げた。

「え、でも、パーティって七人までですよね？」

　七人のパーティでクリアするクエストをメンバーを二つに分けて戦うということは、難易度が上がるということではないのか？

　それに七は二で割り切れない。

　三と四では四の方が有利なのではないか？

「そう。だから今回は六人で入って二つに分ける。三対三の戦いね」

「七人でクリアするダンジョンを三人でクリアできるんですか？」

「おいおい、そんなこと言うような奴やつを使うつもりか？」

　フロディティが質問していると、向こうの男性プレイヤーが笑った。

　リーダーのオクステンも苦く笑しようしている。

　だが、止めない。

「本格的に人材不足じゃないか。やはり、こっちに移籍した方がいいんじゃないか？」

「む……」

「相手のベストメンバーがそろうのを待った方が良いんじゃないか、オクステン？」

「そんなの、集まるときなんてあるの？　集まらないって言って逃にげられる方がありそう」

　オクステンの連れてきた二人がそんなことを言い合い、フロディティはさすがに頭に来た。

「あんたたち！」

　そこまで言いかけて、誰だれかの手がフロディティを止めた。

　アルテナだ。

「そういう問題じゃない」

　アルテナは彼らの挑ちよう発はつに動じていない様子でいつもの真ま面じ目めな表情で返す。

「誰もが最初は初心者だ。それを責めていては誰も前に進めなくなる」

　アルテナのその言葉で二人は黙だまった。

「人手が不足しているなら集めればいい。実力が足りないなら経験値をためればいい。わたしは、アロンフォリス騎士団の名前をなくすつもりはないし、そのための努力を惜おしむつもりはない」

　その凜りんとした態度に、相手のプレイヤーたちは怯ひるんだ。

「ふ、ふん……さすが、アルテナ。たいした決意だ」

　それでも負け惜しみは言う。

「だけどな、こっちだって一度摑つかんだチャンスは逃のがさない。アルテナ、あんたは絶対、おれたちノイジー義勇騎士団に入ってもらう！」

「ノイジー義勇騎士団って……」

　その名前に覚えがあったのか、フロディティは少し考え、思い出した。

「あ、この間ここ攻せめて失敗したとこじゃない」

「ぐぐっ！」

　すごい視線で睨にらまれ、フロディティは受けて立つように睨み返す。

「こんな奴ら、あたしがいたぐらいがちょうどいいハンデなんじゃないですか？」

　そして、そんなことを言ってのける。

　あからさまな挑発にノイジー義勇騎士団の面々はオクステンも含ふくめて顔を真っ赤にし、そしてアルテナは額を押さえるのだった。

「そういうことじゃないんだ」




　そう。彼らはノイジー義勇騎士団。

　侵しん攻こうイベントでウラウトポリスに攻めてきた騎士団が彼らだ。

　戦うことが決まったときに、レウスは彼らのことを調べたのでおおよその情報は手に入れている。

　だから、彼らがアルテナにこだわることが不思議なのだ。




　諸問題担当官というアバウトな名前のＮＰＣに話しかける。

　話しかけたのはアルテナだった。

　そして、移動は瞬またたく間だった。

　景色がふっと消えたかと思うと、次の瞬しゆん間かんには閉へい塞そく感のある洞どう窟くつの中に移動していたのだ。

　ログインしたときの移動感に似ている。

　光量の変化にレウスは何度か瞬まばたきした。

　その間に、洞窟の名前が視界に現われて、消えた。

（ああ、この洞窟って……）

　と、思いつつ、アルテナたちを見る。

「うわっ、ほんとにあっという間」

　フロディティが感動している。彼女は常々、移動手段に徒歩と馬車しかないことをぼやいているのだ。

「他のときもこうやってすぐに移動できたらいいのに」

「まぁ、そっちの方が便利なのは確かよね」

「でも、それだと味あじ気けない」

　ヘレナも苦笑混じりに同意してくれたが、アルテナはやはり言いきる。

「せっかく、こんな広大な世界があるんだ。隅すみから隅まで見てみたい」

　彼女の発言には『C.R.O.W.N.クラウン』に対する愛が込こめられていると思う。

　目的の場所へ瞬間的に移動できれば、確かに便利だ。

　だがその便利さは、いろんなものを削そぎ落としていく行こう為いでもある。

　こんなにも広大な世界を多くの人が関かかわって作ったというのに、それを見ないままに目的だけを達成していくというのは、やはり味気ない。

　人それぞれと言えばそうだろう。

　だがそれでも、アルテナは自分を受け入れてくれたこの世界を隅々まで知りたいのだ。

「もちろん、ファストトラベルがあった方がいいなって思うときもあるけどね」

　最後にそう付け加えたのは、あくまでもそれがアルテナ個人の考えだとわかっている証しよう拠こだ。

「まぁいまは馬車があるだけマシって思わないと」

　ヘレナにもそう言われてフロディティは「はぁい」と答え、その会話は終わる。

　そして洞窟の風景を見て、ようやくフロディティは気付いた。

「あれ？　ここ見たことあるような」

「あ、そうか。初心者クエストでやったばかりだね」

　アルテナがすぐに気付き、同じ洞窟だと教えた。

「ダンジョン入ったときに、大きく名前が出たと思うけど」

「……てへ」

　呆あきれるヘレナにフロディティは笑って誤ご魔ま化かした。

「まぁ、あなたがいたからこのクエストになったのかも。あなた、クエストほとんど進めてないんでしょ？　インスタント・ダンジョンは外伝系のクエストが多いから」

　ヘレナの説明では、インスタント・ダンジョンに用意されているクエストは、初心者クエストなどで受けられるクエストから派生するストーリーを担当するものが多い。

「ここではリミニエが暴走しているから、彼女を鎮しずめるためのアイテムが必要になるの」

「暴走？」

「モンスター化が進んで自分を止められなくなっているというお話なんだ」

「はぁ……かわいそう」

　リミニエの運命を見てきたばかりのフロディティの呟つぶやきは本心からのもののようだった。

　そんなことを話していると、オクステンたちがパーティから離り脱だつする。

　残ったのはアルテナ、ヘレナ、フロディティ……そしてノーザンライトだ。

「それじゃあ、おれはここで待ってますから」

「ごめんなさい。こんな……」

　アルテナが詫わびる。

　インスタント・ダンジョンのクエストを受じゆ諾だくするためには、七人パーティでなければならない。

　そのため人数合わせの一人が必要だったのだが、それをノーザンライトが引き受けてくれたのだ。

「いえいえ、クエストの案内とかしてくれたんですから、これぐらい」

　申し訳ない顔のアルテナにノーザンライトは変わらず爽さわやかに謙けん遜そんする。

　そんな彼にフロディティが誇ほこらしげな顔をしている。

『どうして、彼女が？』

　ユイオンがまたも首を傾かしげている。

『なぜでしょう？　もしかして、すでに自分の恋こい人びとだとでも思っているのでしょうか？』

『いや、さすがにそれは……』

　ない。と言いたかったのだけど、レウスもなんとなく言い切れなかった。

　なにしろ、フロディティのちょろイン的な態度の急変を見ているのだ。彼女の中ではすでにサイコ的な心理によって恋人になっていたとしてもおかしくはない。

『あんたたち、後で覚えていなさいよ』

　笑え顔がおのままフロディティが地の底から届くような声を出したので、レウスはすぐに知らん顔をすることにしたのだった。




　そんなレウスたちの横で、ヘレナがノーザンライトに説明をしている。

「スタート地点のここは安全地帯だから、ここから出なければ襲おそわれることはありませんから」

「はい。十分で脱だつ出しゆつできましたよね？」

「そう。脱出していてもいいから」

「わかりました。それじゃあ、がんばって」

　そう言い残してノーザンライトもパーティから抜ぬける。

　フロディティが彼に近寄った。

「フロディティ、がんばって」

「ごめんなさい、こんな役目で」

「初心者だからね、仕方ないよ。それに君たちの役に立てて嬉うれしい」

「ノーザン」

「さっきのクエストの続きっぽいね」

「終わったら、話を聞かせてあげる」

「いいや……」

「え？」

「できれば、次は僕と一いつ緒しよにやってもらえると嬉しい」

「え、うん」

　その瞬間、フロディティの顔が真っ赤に染まった。

『見てくださいレウス。あれがナチュラル・ボーン・イケメンです』

『なるほど』

　そうしてのぼせあがったフロディティは宙に浮うくような足取りで彼から離はなれたのだった。




　爽やかに見送るノーザンライトをヘレナはしばらく見つめた。

「……彼、重じゆう騎き士しなのよね。性格も良さそうだし、うちに入ってくれないかしら」

「え？　重騎士って人気職なんですか？」

　その呟きにやはりフロディティがいち早く反応した。

「盾たて役はね。パーティの中でも重要な役割になることが多いから」

「そうなんですか……」

　やはり、フロディティは満足げな表情を浮かべている。

『あれはやはり、危険な心理兆候ではないかと思うのですが……』

『やめよう。もういまはやめよう』

　フロディティのことは後回しだ。レウスはユイオンの口を押さえた。




　ヘレナが事情を説明している間に、作戦時間として割り当てられていた時間が過ぎてしまった。

「さて、じゃあ、そろそろ行くか」

「ええ」

　オクステンの言葉にアルテナが頷うなずく。

「恨うらみっこなしで頼たのむぜ」

「そっちが言わないで欲しいわ」

　相手リーダーの言葉にヘレナは不満げだ。

　ウラウトポリス失しつ陥かんの前、アルテナは移い籍せきに心が傾かたむきかけていた。そのとき、ヘレナを通して話が進んでいたのが、このノイジー義勇騎士団オルデンだったのだ。

　結局、敗北に傾くアロンフォリス騎士団を見捨てることができず、移籍の話はなくなった。

　アルテナもヘレナも、アロンフォリス騎士団がこんなことになってしまっては風評被ひ害がい的なものであちらから移籍の話をなしにされても仕方がないと思っていた。

　だが、意外なことにノイジー義勇騎士団……いや、騎士団長のオクステンはアルテナを諦あきらめなかったのだ。

　そうして今日、オクステンのごり押し交こう渉しようによってアロンフォリス騎士団とノイジー義勇騎士団の合がつ併ぺいをかけた早解きレースが行われることになったのだ。

「はぁ、情けない」

　こんな事態になったことにヘレナは落ち込みを見せていた。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　そんな彼女をアルテナは笑顔で慰なぐさめる。

「私たちはできる」

「……そうね」

　断言できることこそがアルテナの強さだ。

　オクステンは口を開く。

「リミニエに話しかけてクエスト目標が表示されたらスタート。先にリミニエを倒たおしたら勝ち。いいな」

「わかってる」

「よし、じゃあ行くか」

　そうしてノーザンライトを置いて六人が歩き出す。

（うーん）

　レウスは少し離れたところで首を傾げた。

　ずっとオクステンを見ていたのだ。

　その彼はアルテナを見ていた。

『彼が気になりますか？』

　ユイオンが問いかけてくる。

『まぁね』

『もしかして、ヤキモチとか？』

『そういうんじゃないよ』

『そうですか？　素す直なおに彼女を手に入れようとするオクステンが羨うらやましくはありませんか？』

『だから……』

『わたしは、あなたに固こ執しつしています』

『知ってるよ』

『その固執は、あなたに勝ちたいからなのか、それとも単純にあなたを手に入れたいからなのか。手に入れるとしても、それはコレクションとしてか、それとも……それとも……』

　ユイオンが言い淀よどむ。

　それは不思議な光景のはずだ。彼女は人工知能。機械なのに言い淀んでいる。

　つまり、悩なやんでいる？

『僕が気になったのはオクステンがアルテナにこだわる理由だよ』

　だけど、いまはユイオンの悩みに付き合っていられない。こうしている間にも彼らは洞どう窟くつを進んでいるのだ。

『ヘレナをアルテナが慰めたとき、彼はアルテナをじっと見て、それでなんか……満足げな笑みを浮かべたんだ』

　それが気になる。

『やはり、ヤキモチです』

『だから、違ちがうって……』

　そうは言うものの、だけど本当はどうなのだろう？

　ユイオンだって迷っている。それなら人間のレウスもまた決めかねているのかもしれない。

　この状じよう況きようから脱だつしたいこと。

　アルテナを手伝いたいこと。

　そして、ユイオンのこと。

　三つの状況と希望が『僕』の中でうまく嚙かみ合っていない。それを見て見ぬ振ふりをしたままにはできない。

　アルテナが試ためされているように、『僕』もまた、なにかに試されているのかもしれない。

　そう思わずにはいられない。




「お願い、それ以上近づかないで」

　アルテナたちの接近にリミニエがそう叫さけぶ。

　初心者クエストで見たときよりも服はぼろぼろになっているし、髪かみも黒くなっている。瞳ひとみは赤く輝かがやき、もはや最初に会ったときの純じゆん朴ぼくな村むら娘むすめという雰ふん囲い気きはどこにもなかった。

　彼女は苦しみ、そしてなにかに耐たえているようだった。

「体がどんどん変わっていくし、最近、気持ちもなんだか変なの。お願い、近づかれたらなにしてしまうかわからない」

　リミニエの呟つぶやきにフロディティが一人でおろおろする。

　彼女の言葉に、どうすればいいかわからないからだ。

　だけどそこで、視界に選せん択たく肢しが現われる。




《リミニエをたすけますか？　ＹＥＳ／ＮＯ》




　アルテナが《ＹＥＳ》に指を触ふれる。

　すると動きの止まっていたリミニエが再び喋しやべる。

「ありがとう。それなら……」

　と喋り出したリミニエに、フロディティは乾かわいた笑いを漏もらす。

「やっぱりゲームよね」

　そんな呟きは誰だれもが聞かなかったことにした。

　アルテナさえも。

　このときフロディティは気付かなかったが、この場の空気はさきほどまではなかった緊きん張ちよう感かんで張り詰つめていた。

　それは次のリミニエの言葉とともに破は裂れつした。

「お父さんから聞いているの。どうしても抑おさえられなくなったら薬を……ノウダマ草、輝く鉄粉、千年岩の雫しずく……」

「スタート！」

　リミニエのセリフを聞く間もなくオクステンが叫んだ。

　クエストが始まったのだ。

「え？　え？」

「フロディティ、こっち！」

　状況がわかっていないフロディティの手を引っ張り、アルテナは走る。

「あ、あの……あたしはなにをすれば？」

「とりあえず、盾役と攻こう撃げき役をお願い」

　ヘレナに言われ、フロディティはスプリガンとサーベルタイガーを喚よび出す。

「そのリザードマンもそのままで。いざとなったらアイテム探しとかで偵てい察さつしてもらうから」

「はい」

　アルテナの指示にフロディティはレウスを振り返り、ニヤリと笑った。

『よかったね。出番があるみたいだよ。アルテナにいい格好ができるわね』

『……そうだね』

　さきほどからの仕返しのつもりなのか、レウスはなるべく簡単に返す。

　走って移動していることもあって、フロディティもそれ以上はなにも返してこなかった。

　それよりもクリアすることだと、彼女も判断したのだろう。

「たしか、三つぐらい、アイテム言ってましたよね？」

「そう」

　ヘレナが頷く。

「クリアするには、クエスト・アイテムを三つ集めて、それを調合台の部屋っていう場所で薬に変えて、それからリミニエと戦わないといけないの」

　その三つのクエスト・アイテムはノウダマ草、輝く鉄粉、千年岩の雫という名前のものだ。

　それらがこの洞窟のどこかにある。

「競きそってアイテム取り合うってことは、三つの内どれか一つでも相手に取られたらクリアできないってことになるんですか？」

「いえ、それは大丈夫。アイテムは複数用意されているから」

　クエスト・アイテムは所定の位置に隠かくされているもの、モンスターが持っているもの、と場所はいろいろだが、どれも複数用意されている。

「問題はアイテムよりもむしろ……」

　アルテナがなにか言いかけた、そのときだ。

　いきなり、ＢＧＭがおどろおどろしいものに変わった。

「え？」

「もうっ！　こっちに来るなんて……」

「なにが……」

　ヘレナがぼやき、フロディティはその視線を追う。

「ぎゃっ！」

　結果、悲鳴を上げることになった。

　そこにいたのはリミニエだった。

　モンスター化したリミニエが髪を振り乱し、翼つばさを広げ、まるで宙を滑すべるようにして追いかけてきているのだ。

　その様子はモンスターというか、ゴースト、怨おん霊りようのようだ。

「な、なんかジャンルが違いませんか！」

　悲鳴を上げて逃にげようとするフロディティの横をすり抜ぬけたのは、アルテナだ。

　抜ばつ剣けんしたアルテナはリミニエに飛びかかると素早く剣けん撃げきを加えていく。

　滑るように宙を舞まうリミニエに対し、アルテナも連続飛ひ翔しようで応じる。ヘレナはアルテナに継けい続ぞく回復の魔ま法ほうをかけ、さらに剣に聖属性を付ふ与よする。

　フロディティの下僕たちも自動的に戦せん闘とうを開始する。スプリガンは石の魔法でリミニエの速度を下げ、サーベルタイガーは地面に近づいたリミニエに嚙みつく。

「たぁっ！」

　とどめは気合とともに放ったアルテナの一いつ閃せんだった。

「え？　倒たおした？」

　動きを止めたリミニエに、フロディティは呆ぼう然ぜんとする。

　ついさっき、このクエストのクリア方法を聞いていたのに、そういうのを無視していきなり倒してしまえるものなのか。

　だが、アルテナは首を振る。

「違う」

　動かなくなったリミニエに、フロディティはおそるおそる近づいていた。

「え？」

　アルテナの言葉で振り返り……。

「ギャアアアアアアアアッ!!」

「ひゃあぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　いきなりリミニエが甲かん高だかい声で叫び、そして来たときよりもすごい速度でこちらを見たまま去っていく。

　フロディティはその場で尻しり餅もちをついていた。
















「ゲ、ゲ、ゲ……」

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「ゲームが違う！」

　アルテナにたすけ起こされ、フロディティは抗こう議ぎの叫びを上げるのだった。

「そうだね、ホラーっぽいね」

　フロディティの反応にアルテナもクスリと笑う。

「アイテムを揃そろえないと倒したことにはならないんだ。何度でも復活して襲おそってくる」

「ええ!?」

「リミニエに襲われている間はこちらは戦闘で動けない。なんとか逃げ回ってアイテムを手に入れないといけないのよ」

　リミニエに捕つかまり戦闘で時間を取られている間に、相手チームにクエスト・アイテムを揃えられてしまう、ということになってしまう。

「さあ、一つ目はここから近い。急ごう」

「そ、そうですね」

　また、あんな風に襲われたくない。




　洞どう窟くつは初心者クエストのときよりも広大だった。

　アルテナたちが辿たどり着いたのは、地底湖のある空間だ。

　そこには大きな蛙かえるのモンスターがたくさんいる。

「輝かがやく鉄粉はこのモンスターが確率でドロップするの」

「なら、たくさん倒さないといけないんですね」

「そういうこと」

　となれば、後は話が早い。

「よし行こう！」

　アルテナの声とともに戦闘を開始する。

　モンスターの強さはさほどではない。フロディティのサーベルタイガーだけでも倒せてしまうだろう。

　だが今回はスピード勝負だ。

　アルテナは積極的に動き、モンスターを次々と倒していく。

　レウスもそこに参加した。

　五度目の戦闘で、なんとか目的の輝く鉄粉を手に入れた。




　次の場所へ移動しながら、ヘレナが感心した声を漏らした。

「……本当に強いのね。フロディティのリザードマン」

「だろう！」

　一番に反応したのは、アルテナだった。

「なんでそんなに、あなたが自じ慢まんげなの？」

　本当に嬉うれしそうな彼女にヘレナが呆あきれた。

「え？　ううん……それは……」

「鎧よろいをプレゼントしてくれたんですよ」

　言いよどんで喋らないアルテナに、フロディティが告げる。

　ヘレナが驚おどろいた。

「あら？　下僕の衣い装しようってレアドロップなのに……」

「偶ぐう然ぜん！　偶然拾ったから！」

　慌あわてるアルテナの反応をどう受け取ったのか。

　すぐにしかめっ面つらになり、冷めた目線を送ったことで察することができる。

「別にいいけど……リザードマンが趣しゆ味みだって公言しないでね」

「う、うう！」

　反論もなく、アルテナは涙なみだ目めになるだけだった。




（違ちがう！　そういうのじゃない！）

　アルテナはそう主張したかった。

　だけど、では、なんなの？　と聞かれると答えられない。

（うう……）

　ウラウトポリスの戦いで、アルテナはボスのリザードマンと戦い、そして彼に話しかけられた。

　そのときのことが忘れられない。

　声の調子もぜんぜん違ったのに、あれを言ったのはアスラインだったような気がしてならないのだ。

（だけど……だけど……）

　それと、フロディティのリザードマンが気になるのは別の話だ。

　それもわかってる。

（だけど……だけど……）

　アルテナの運命が変わり始めたのはフロディティと出会ってからのような気がするのだ。そしてそのときにいたのが、普ふ通つうよりも育てられたリザードマンだった。

「そう！　験げんを担かつぐ的な！　私にとってリザードマンはラッキーアイテム的な感じがするんだ！」

「まぁもういいから」

　せっかく思いついた言い訳も簡単に聞き流され、アルテナはやはり涙目のまま走り続けるのだった。




　その後、鍾しよう乳にゆう洞どうが連なる部屋で千年岩の雫しずくを採取することに成功した。

　クエスト・アイテムは残り一つだ。

「順調ですか？」

「それなりじゃないかな？　リミニエ暴走はインスタント・ダンジョンの最初からあるクエストだし」

「だから油断はできないのよ。相手はノイジー義勇騎士団オルデン。攻こう略りやく済みコンテンツの確実性ならあの騎士団が一番だもの」

　フロディティの質問に、アルテナが答え、ヘレナが難しい顔をする。

　問題なのは、やはり相手、ノイジー義勇騎士団の進しん捗ちよく状じよう況きようだ。

「勝てる勝負しかしない騎士団よ」

　弱体化したアロンフォリス騎士団相手なら勝てると踏ふんでこの勝負を強行したのだ。

「しかも、こちらにメンバーを集めさせる余よ裕ゆうもくれなかったし」

　ヘレナは交こう渉しようをうまく進められなかったことにプライドを傷つけられたのだろう。彼らに対する発言には恨うらみが混じって聞こえる。

「あれ？　でもこの前、ウラウトポリスを攻せめて負けてましたよね？」

「そうなのよね。それは気になるんだけど……」

　フロディティの言葉にヘレナも首を傾かしげる。

　聞いていて、レウスも同じ気持ちになる。

　ウラウトポリス攻めもそうだし、悪評が付いたアロンフォリス騎士団を吸収合がつ併ぺいしようという動きにしてもそうだ。

　確実さを標ひよう榜ぼうするノイジー義勇騎士団の行動とはとても思えない、ギャンブル性が高い選せん択たくだ。

　どうして彼らはこんなことをするのだろう？

「いまは考えても仕方がない」

　首を傾げる二人にアルテナはそう言いきる。

「いまは、ここをクリアすることだけを考えよう」

「そうね」

　そうして三人は三つ目のアイテム、ノウダマ草を求めて洞窟をさ迷う。

　ノウダマ草は天てん井じように穴の空いた空間にあるという。

　空いた穴から日光が差し込み、その下には小さな草原ができあがっている。

　そこを調べる動作をすればノウダマ草を発見できる。

　……と、いうのだが。

「ない！」

　アルテナの声が全すべてだった。

「候補地はまだ三つある。焦あせらないで」

「ああ、次に行こう」

　ヘレナの言葉ですぐに気持ちを切り替え、次の場所へと向かう。

　その途と中ちゆうでオクステンたちと出会った。

「やあ、調子はどうだい？」

「順調よ」

「なるほど」

　言い返すヘレナにオクステンも意味ありげな笑えみを浮うかべる。

　だが、お互たがいに時間の無む駄だだと悟さとっているかのように、そのまますれ違った。

「止まって、アルテナ」

「ああ」

　ヘレナの言葉でアルテナが止まる。

「どうかしたんですか？」

　フロディティも転びそうになって聞いた。

「この先にあるのはノウダマ草だけよ」

　ヘレナの頭にはこの洞窟のマップがあるようだ。

　その彼女が言うには、これから向かう先には行き止まりの空間が一つあり、そしてそこにはノウダマ草しかないのだと言う。

「あいつらに取られたかな？」

「でしょうね。それにもしかしたら、もうないと考えた方がいいかも」

「候補地はあと二つ。どっちも遠いな」

「最悪ね」

「急ごう」

　フロディティはあまり理解できないまま、アルテナたちの後を追いかける。

　その間にリミニエにまた襲おそわれて、ホラーな気分を味わわされたし、モンスターにも何度か襲われた。

　それでも、さほど時間はかからずに辿り着いたのだが……。

「くそっ、ここにもない！」

　同じような空間で草を漁あさったが、ノウダマ草は見つからなかった。

「あと一つ！」

　アルテナの叫さけびで再び走り出す。

『これってもしかして……』

　後ろを付いて走りながらレウスは呟つぶやいた。

『これってノイジー義勇騎士団の連中にノウダマ草だけ先に全部取られたってことかな？』

　その言葉にフロディティが目を見開いて振ふり返った。

　表情だけで『噓うそでしょ!?』と叫んだのがわかる。

『どのクエスト・アイテムも複数の場所に存在するけど、同じ場所からは何個も取れないっぽいよね』

　実際、千年岩の雫の時は、三人が同じ場所を探していても見つかったクエスト・アイテムは一つだけだった。

『一つの場所にあるクエスト・アイテムは一つだけなのかもしれない』

『そうですね』

　レウスの予想を、ユイオンが肯こう定ていした。

『採取で取得するクエスト・アイテムは一つの場所で一つのみです。これは早解きレースが流行はやったことを受けて、運営が修正を加えて生まれた制限です』

『ていうことは、クエスト・アイテムの独どく占せんはできるんだ』

『その通りです』

『先にアイテムを一つ独占すれば、少なくとも競争相手はアイテムが足りなくてクリアできないわけだし』

『ルール確かく認にんのときに独占禁止の話は出ませんでしたね』

『そうだよね』

　インスタント・ダンジョンに入る前、アルテナとオクステンはルールについて話し合っていたが、確かにクエスト・アイテム独占についてはどちらも口に出さなかった。

『まぁ、でも、それも危険な賭かけだよね』

『独占しようとしている間に、相手にそれを取られてしまったら時間を無駄にしてしまう結果になりますし』

『だけど、成功したら少なくとも負けはなくなる』

　その部分に確実性が存在しているように思える。

　そしていま競争している相手は、確実という言葉がなにより大好物なのだ。

「独占されたかもね」

　その可能性を考えて急いでいたのだろうヘレナがついにそれを口にした。

「まずいな」

　アルテナもそれを認めた。

「こっちはアイテムを独占していないものね」

　一つでも独占していれば、相手が独占していた場合には自然と引き分けとなってしまう。

　だがいま、アルテナたちはどのアイテムも独占していない。

　この場合は千年岩の雫を独占していなければならなかったことになる。モンスターがドロップする輝かがやく鉄粉は、倒たおしても再出現するため独占できないからだ。

「どうする？」

　しかし、いまからそれをやっていても間に合うとは思えない。

　だが、やらなければ負けが確実になる。

「……とりあえず、千年岩の雫の独占を狙ねらってみましょう」

　アルテナたちは進路の変へん更こうを余よ儀ぎなくされたのだった。

　しかし、その先でアルテナたちは思わぬ事実と出くわすことになる。




　それはオクステンたちがリミニエと戦っている場面だった。

　クエスト・アイテムを揃そろえたのかと緊きん張ちようしたが、幸いなのかリミニエは悲鳴を上げて逃にげていった。

「まだ、相手も集めていないのね」

　ヘレナがほっと息を吐はく。

　そのとき、オクステンたちがこちらに気付いてこちらに近づいてきた。

「どうやら引き分けみたいだな」

「え？」

　思わぬ言葉に、アルテナたちは全員ぽかんとしてしまった。

「千年岩の雫しずくを独占しただろ？　こちらもノウダマ草を独占した」

「千年岩の雫？　どういうことだ？」

「惚とぼけなくても良い。こっちも確実を期すために独占したんだ。ちゃんとした作戦だよ。正直、君たちはこういう作戦はしないだろうと思ってルール決めの時に独占禁止はあえて言わなかった」

　その言い方は、なんだかアルテナを責めているように聞こえた。

　そう感じたのはレウスだけではないようだ。ヘレナにしてもフロディティにしても、むっとした顔をしている。

　アルテナだけが素す直なおに戸と惑まどっている。

「こうなったら仕方がない。ルールにクエスト・アイテムの独占禁止を加えて仕切り直しはどうかな？」

「いや、待ってくれ」

　押し切るかのように話し続けるオクステンにアルテナは声を張る。

「わたしたちは独占していない。千年岩の雫は一度取っただけだ」

「そんなことはない。おれたちは全部回ったんだ」

「だけど本当に……」

　言葉にはしなかったがオクステンの表情に浮かんだ失望の色が濃こくなる。

（アルテナになにかを期待してたのか？）

　おそらくはそうなのだろう。

　だがいま、それは無実の罪で失望に変わろうとしている。

　現実に声を放ったのはノイジー義勇騎士団オルデンの女性プレイヤーだった。

　確か、名前はリンダだ。

「なんだ。アルテナって意外にセコイ女なんだ。こんな奴やつら、別にいらないでしょ」

「おい……やめろ」

　吐き捨てられた言葉にオクステンが慌あわてる。

「だってそうでしょ？　セコイ手を使うなら結局はいままでと同じじゃない。いままでと変わらないなら、こんなチート騎士団の残り物をわざわざ仲間にする必要なんてないわ」

　その言葉には、さすがにアルテナも黙だまってはいられない。

「チートをしていた者たちなら、全員、処分を受けた。アロンフォリス騎士団に残った者に卑ひ怯きよう者はいない！」

「どうだか」

　叫ぶのだが、リンダは冷れい笑しようを返すのみだ。

　我が慢まんできずにフロディティが吐き捨てた。

「なにこいつら？　勝手に難なん癖くせ付けて勝負押しつけてきて、しかも自分らがズルしたのを開き直ってこっちも同じ穴のなんとかに決め付けるとかわけわかんない。ちょっと情じよう緒ちよ的に大だい丈じよう夫ぶじゃない人たちなの？」

「はぁ!?　なにそれ！　あんた目ぇ腐くさってんの!?」

「見たまんま言っただけですけど？　え？　もしかして鏡とかない国の人？」

　フロディティとリンダがそのまま言い合いを続ける。

「やめるんだ！」

　アルテナが間に入った。

「わたしたちはアイテムの独占なんてやっていない」

　そして、改めて宣言する。

「だが、それを証明する手段はない。お互いにクエスト・アイテムの見せ合いはできないからな。だから勝負をなしにするならそれでもいいし、やり直すというならルールの追加でやり直しても良い」

「だけど……」

　ヘレナが冷めた声で付け足す。さっきまでのことに口を出さなかったが、彼女も腹を立てている。

「このまま仲間になったら、逆に内部分ぶん裂れつの元になるんじゃないかしら？」

　お互たがいに納なつ得とくのいかない勝負でむりやりに合がつ併ぺいしたところで、それが傷となってしまうのではないか？

　ヘレナの指し摘てきを誰だれも否定できなかった。

「やってらんない！」

　リンダが叫ぶ。

「こんな奴ら仲間になんていらないわよ。どうしてもっていうならあたしが脱ぬける！」

「おい、待てって」

　リンダが脱だつ出しゆつ口のあるスタート地点に向かって走っていく。オクステンともう一人がそれを追いかける。

　すっきりしない空気の中にアルテナたちは取り残されてしまった。

「どうする？」

「とりあえず、勝負はなしでしょうね」

　ヘレナがため息とともに吐き出す。

「なら、帰ろうか」

「そうね。ごめんなさい」

　こうなったのも、アルテナに移い籍せきの話を持ち込んだからだとヘレナは思っているようだ。

「大丈夫。ヘレナは間ま違ちがえてないよ」

「ありがとう。フロディティもごめんなさい」

「悪いのはあいつらですよ」

　すっきりしないフロディティは語ご気き荒あらく言いきった。

　再び彼らと顔を合わせる気にはならないので、アルテナたちはそこで少し時間を潰つぶしてから、スタート地点に向かうことにした。




　最後になんだかすっきりしないことになったけれど、今日はもうこれで終わり……となるはずだった。




　だが、終わらない。




　少し進んだところでアルテナが足を止めた。

「あれ？　ここって十字路だったか？」

「変ね」

　二人はそう言うが、初めてここにやって来たフロディティはまだマップを覚えていない。

「気のせいじゃないですか？」

　吞気のんきにそう言い、アルテナも頷うなずく。

「とりあえず、進んでみよう」

　だが、さらに少し進んでフロディティが顔をしかめることになる。

　今度は別のことでだ。

「なんか、ダンジョンのＢＧＭ、変じゃないですか？」

　フロディティが言うと、アルテナとヘレナが同時に振ふり返った。

「あ、それも。よかった、うちの機材がおかしくなったのかと思ってた」

「私もおかしく聞こえる」

　二人がほぼ同時に喋しやべる。

「…………」

「…………」

　そして黙り込んでしまった。

「あの……怖こわいんですけど」

「言っていいか？」

「はい」

「もう、スタート地点に戻もどっていてもおかしくないぐらい歩いた」

「ええ。それにこんな場所、見覚えないわ」

　誰もいないというのに、三人は声を潜ひそめて話し合う。

　フロディティはおずおずと手を上げた。

「……あの、これも言った方が良いですか？」

「なに？」

「ちょっと、頭が痛いんですけど。これってあたしだけ？」

「…………」

「…………」

「あたしだけだった方がよかったんだけどなぁ」

　フロディティは天を仰あおぐ。




　そうしていると向こうからなにかが近づいてくる音がした。

　思わず身構えたのだが、やってきたのはオクステンたちだった。

「あ、君たち」

　驚おどろいた顔のオクステンを見て、アルテナたちはすぐに察した。

「なぁ、ダンジョンがおかしくないか」

「やっぱり、そうなのか？」

「ああ。スタート地点には戻れたんだが、出口を通れないんだ」

「なんだって？」

「それにさっきから、ＢＧＭが変だし、頭も痛いし……」

　これもアルテナたちと同じだ。

「これはバグなのか？」

「そう考えるべきだろうな」

「閉じ込められたのか」

　オクステンは大きくため息を吐ついた。




『なぁ、これってただのバグ？』

　レウスはユイオンに尋たずねた。

『…………』

『ユイオン？』

　だが、彼女は答えない。

　答えないことが、嫌いやな事態に陥おちいっていることをレウスに教えた。




　歪ゆがんだＢＧＭとともにリミニエがやってくる。

　それはまるで凶きよう事じの使者のようだった。








03　幽ゆう閉へいの対立者たち









　ダンジョンへの干かん渉しように気付くのが遅おくれた。

　これは明らかにわたしのミスだ。

　なんということだろう。わたしがミスを犯おかすなんて。

　インスタント・ダンジョンは通常のオープン・ワールドとは別のサーバーでパーティ毎ごとに構築されるクローズド・ワールドだ。

　故ゆえにオープン・ワールドに通じる出入り口は限られている。

　それは各都市にいるクエスト受注のＮＰＣノン・プレイヤー・キヤラクターだ。

　彼らを通さなければプレイヤーはこの場所に来ることはできない。

　それは、この『C.R.O.W.N.クラウン』世界の住人に擬ぎ装そうしたわたしもまた同様だ。足あし跡あとを残さずに出入りしようとすれば、正式な資格を持ったプレイヤーたちに張り付いているしかない。

　つまり、この場所を通る際の精査を厳重にすれば、わたしを感知することもまた可能になるということだ。

　そう。

　これは間違いなく、わたし、ユイオンを捕とらえるための罠わなだ。




　さっきまではなかった十字路がまたも現われた。

　分かれ道に辿たどり着くたびに全すべてが十字路となる。もはや洞どう窟くつとしての風ふ情ぜいなどどこにもない。ただどこまでも続く十字路が存在するだけだ。

　俯ふ瞰かんすることが可能ならば、洞窟は無限に広がる碁ご盤ばん目め状の世界となっていることだろう。

　出入り口は塞ふさがれ、どこまでも続く十字路の中にアルテナたちは囚とらわれてしまった。

「さて、どうするか」

　言ったのはオクステンだ。

　勘かんに頼たよって出口を目指していたものの、増え続ける十字路を前にして、ついにアルテナたちは足を止めたのだった。

「このままだと迷子になるだけだ」

「いまが迷子じゃないとでも？」

　ヘレナの声は冷たい。

　一度は喧けん嘩か別わかれしているという事実に加えてこの状じよう況きようだ。考えを改める要因はどこにもない。

　オクステンもそれがわかっているから苦く笑しようするしかないが、その笑えみはひきつっている。自分の背後にいるリンダが怒いかり狂くるっているのがわかっているからだろう。

　微び妙みような空気感の中でヘレナの舌ぜつ鋒ぽうがさらに振るわれる。

「では、解決の糸口が見つかったのかしら？」

「いや……」

「それなら？」

　止めるべきだとレウスは思う。

　だけど、レウスの言葉は届かない。仲ちゆう介かいとなるべきフロディティがヘレナに同調しているからだ。

「運営に連れん絡らくは送っているけど返事はなし。他ほかのみんなもそうでしょう？」

　誰だれも返事はしない。その沈ちん黙もくこそがヘレナの言葉を肯こう定ていしている証あかしだった。

「こんな状況でどうするかなんて……答えを知っているなら教えて欲しいわね」

　もちろん、普ふ段だんのヘレナならこんな愚おろかなことはしないだろう。

　つまりは、すでに彼女の心には余よ裕ゆうがなくなっているということだ。

　普段の彼女は事務的な口調が冷たく感じさせるが、実は優やさしい人だ。

　そしてもしかしたらだが、こういう緊きん張ちよう状態が実は苦手なのかもしれない。

　そんなヘレナがオクステンに冷たく当たっている。

（問題は、この頭痛だ）

　レウスは頭を押さえたいのを堪こらえる。ＮＰＣがそんな動作をしていてはアルテナたちにさらなる不安を与あたえることになるだけだ。

　この頭痛が一番の不安の種になっている。

　ただのバグで閉じ込められただけなら、困りはしても運営と連絡が付くまで待つだけの余裕があるはずだ。

　だがいま、バグとともに発生したこの頭痛が不安感を呼び、冷静な思考を奪うばっている。

『どうにかならないのか？』

　レウスは隣となりにいるユイオンに問いかけた。

『…………』

　だが、この事態に陥ってからずっと、ユイオンは沈黙を保っている。

　どういうつもりなのか？

　あるいは、レウスにはわからない場所でなにかを行っているのか？

『ねぇ、なにかわからないの？』

　みなの隙すきを突ついてフロディティが話しかけてきた。

『わからない。ユイオンはずっと黙だまってるんだ』

『絶対、こいつのせいよね』

　フロディティの断言をレウスは否定できなかった。

　ユイオンを追っている勢力が存在するのは確かだし、彼らはこのゲームに干渉してくることをためらうようには思えない。

『でもまさか、こんな追いつめ方をしてくるなんて……』

　ユイオンが執しゆう着ちやくするレウスは仕方ないにしても、まさかこんな風に他のプレイヤーまで巻き込むような方法を採とるなんて……。

（いや……）

　考えてみるまでもないのかもしれない。

（イオディスに成り代わってアロンフォリスをめちゃくちゃにしたりしたんだ）

　奴やつらはそういうことができる集団だ。

　だけど、そんなことをいまここでフロディティに言わせるわけにはいかない。それだけはしてはならないとレウスの理性と危機意識が訴うつたえている。

　そんなことをいまのこの精神的余裕のない状況で口にした日には、冷静さが全て失われるだろう。

（あるいは、そんなバカなことを言うなと怒おこられるだけか）

　どちらにしろ、前向きな解決策が見み出いだされるきっかけになるとはとても思えない。

（いや、どうにかする方法を知っているのは……）

　ユイオンだけだ。

　それなのに、こんなときに限ってユイオンは沈黙を保っている。

（どういうつもりなんだ？）

　それがわからないから、レウスもまた精神的に追いつめられつつあった。

　その証のように頭痛が彼を責せめ苛さいなむ。




「もういい加減にして！」

　オクステンとヘレナの言い合いに、ついにリンダが叫さけんだ。

「こんなのログアウトすれば済む話でしょ！」

　ログアウト……この状況からではゲームからの強制離り脱だつということになる。

　だがそれは、危険な行こう為いだ。

　普段からログアウト時には問題が起きないよう安全確かく認にんを念押しされる。

　いまのこの状況は決して安全とは言えない。全没入フルダイブシステムのマニュアルにも、非常時の強制ログアウトは危険なのでやめるようにと書かれているぐらいだ。

　だがそれでも、強制ログアウトをする者はいるし、そこで事故が起きたという話はほとんど聞かない。

　だから、ログアウト非推すい奨しようの場所で行う者もいる。

　だがそれもあくまで、普段なら、だ。

「今ログアウトするのはまずいだろ」

「安全装置があるんでしょ？」

　無理なログアウトをする理由はこれにある。Ｔ２Ｒでの事故による危険から肉体を守るための安全装置は、全ての機器に取り付けることが義務づけられている。なにかが起こったとしても安全装置が守ってくれる。

　そう思っているから、危険なログアウトを行う者は後を絶たない。

　だが、安全装置が動くということは危険な行為だということの証明でもある。

　オクステンが頭を抱かかえる。さすがにヘレナも黙った。

「安全装置は危険なログアウトを防ぐためのもので、バグ状態の空間からの安全な脱だつ出しゆつを保証するものじゃないぞ」

「じゃあ、どうしろっていうのよ！」

　涙なみだぐみ、ヒステリックに叫ぶリンダに誰も返す言葉がない。

（だけど、彼女だって危ないってわかってる）

　できると思っているなら、なにも言わずにログアウトしていたはずだ。

　それをしていないということは、リンダも危険な行為だとわかっているからだろう。

　しかし、その冷静さもいつまで保もつか。

　ヒステリックというのは自じ暴ぼう自じ棄きを呼び込む。

『彼女を止めてください』

　なにもできないままレウスが事態を見守っていると、黙っていたユイオンがいきなりそんなことを言うのだ。

『死にますよ』

　しかもそんな不ふ吉きつな言葉を追加され、レウスはフロディティを見た。

　彼女にもユイオンの言葉は伝わっている。

　青ざめた顔のフロディティは覚かく悟ごを決めた様子で声を上げた。

「や、やめた方がいいかもぅ！」
















　喉のどでつっかえて変な声が出た。

　リンダにぎろりと睨にらまれ、フロディティは少し弱気になる。

「なんでよ。あんただってこんな状況は耐たえられないでしょ？」

「それはそうだけど、危ないでしょ？」

「いまここにいるのだって十分に危ないじゃない！　ならあんたは絶対安全なことがなにかわかってるの!?」

「そ、それは……」

　そう言われるとフロディティも言葉に詰つまる。

　まさか理由も言えないのに「死ぬからやめろ」なんて言えない。

（もう、これどうしろって言うのよ？）

　フロディティが内心で悲鳴を上げていると、誰かが「そうだ！」と叫んだ。

「死に帰りだ！」

　叫んだのはノイジー義勇騎士団オルデンの三人目、ディノーだ。

「死に帰りなら、ここから出られなくても安全地帯のスタート地点には戻もどれる！」

　ディノーの言いたいことはすぐにみんなに伝でん播ぱした。

　安全地帯という言葉がこの場では一番の魅み力りよく的な言葉だった。

（いいかも……）

　レウスでさえ、思わずそう感じてしまった。

　ここにいるみんなの実力ならこの場にいるモンスターなんて恐おそれてもいないはずなのに、それでも安全という言葉にすがる。

　それだけ、この状況が与えている重圧はきついということだ。

「え……いいか、も？」

　フロディティも、ディノーの案が良い考えのように思えたようだ。『C.R.O.W.N.』を始めてまだ日は浅いが、それでも何度かモンスターに倒たおされた経験はあるので、死に帰りの意味だってわかる。

　プレイヤーの生命がゼロになってステータスが死亡となり、その場で他のプレイヤーに復活させてもらえず、自力での復活を選せん択たくした場合、そのプレイヤーが拠きよ点てんとして選んだ都市で復活する。

　インスタント・ダンジョンは初めてだが、ディノーの言葉からしてここで死亡した場合、スタート地点に戻されるのだろう。

　このダンジョン内を移動する行為だ。

　問題はないように思える。

（どうなんだ？）

　再び、ユイオンの方を見る。

『ほんとに死にますよ』

　ユイオンの返答は変わらない。

「やっぱりそれもだめです！」

　フロディティは悲鳴に近い声を上げた。

「なんなのよあんた！」

　リンダのヒステリックはさらに高まり、喉から血を吐はきそうなほどの高音でフロディティを責める。

「もうこうなったら死んでスタート地点に戻った方が良いじゃない！」

　叫ぶリンダに、ヘレナも苦々しい表情だが頷うなずく。

「確かに、あそこは安全地帯ですし」

　仲間たちの反応に、オクステンも賛同しそうだ。

　アルテナは……どうだ？

　このままだと死に帰りを選んでしまうかもしれない。

　だが、止めようにもレウスは話しかけられない。

　ここでいきなり、ＮＰＣのリザードマンが話しかけるなんてできるはずがないのだ。

『がんばれ、フロディティ！』

『どうしろっていうのよ！』

　フロディティは泣きそうだ。

『一発で全員を説得できるようなのはないわけ!?』

『死にます』

『その理由!!』

『詳くわしく説明することはできますが、長くなりますよ』

『だからそれはダメだって！』

　表情を変えないユイオンに、フロディティは頭を抱える。

　いまはもうみんながテンパっているから、多少の怪あやしげな動作は誰だれも気にしない。

『……なんていうか……いまの危険を一言で言い表すようなものがあれば良いんだけど』

　見かねて、レウスはそう言った。

　自分で直接なんとかできないもどかしさにレウスも動き回りたかったが、それはできない。

　なにか、レウスにもできることはないのか……。

　そう思って言ってみたのだが。

『あ……』

　珍めずらしく、ユイオンが意味のない音を放った。

　そして次に言った単語を、フロディティは食い気味に繰くり返すのだった。

「都市伝説！」

　フロディティが叫ぶと、みんなが「え？」という顔をした。

「だって……こ、この頭痛！　この頭痛、なんか変でしょ!?」

　みんなが驚おどろいている内にフロディティは畳たたみ掛かけた。

「あるじゃないですか、都市伝説で脳が焼けるって。あれかも！」

「まさか……」

　必死に訴えるフロディティにオクステンが乾かわいた笑いを零こぼす。他ほかの連中もそうだ。現実的な危機の前にオカルトの説を展開するなど冷静さを欠いた証しよう拠このようなものだ。

　だけど、オクステンたちの反応は微び妙みようだ。否定しきれない顔をしている。

　それは、彼らもまた都市伝説のような状じよう況きように自分たちがいるかもしれないと思ったからだ。

「でも、確かにこの頭痛は変だ」

　そう言ってくれたのはアルテナだった。

「都市伝説はともかく、ヘッドセットの異常は考えられるかも」

「全員がっ!?　どうして!?」

「それがわかれば苦労しない。だけど、みんなして頭痛がするというのは異常な状況だというのは確かだ」

　アルテナの冷静な言葉にみなが耳を傾かたむけている。

「真しん偽ぎはともかく、この頭痛は確かにおかしい。機器の異常でもハッキングでもなんでも、原因がわからない以上、既き存そんのルールがちゃんと動いているかどうかも怪しいと思う。下手へたな方法で脱出しようとして壁かべの中にスタックなんかしたら目も当てられない」

「う……」

「そうなると、普ふ通つうに戦いで負けるのも危険かもしれませんね」

　ヘレナがそう付け加えた。彼女もさっきまでの自分の態度を恥はじている様子だった。

「いまはとにかく、逃にげ回ろう。そうすれば、運営が異常に気付いてくれるかもしれない」

　アルテナの宣言で、一行は再び進み出す。

　とりあえずは静かにはなっているものの、みなの内心は陰いん鬱うつさに満ちているだろうことはその表情から窺うかがうことができる。

　落ち着くことはできても、脱出する目め処どは立たない。

　なにより頭痛と都市伝説が紐ひも付づけされ、死の危険があると考えるようになってしまったのは最悪だ。

　だが、あのまま放置すれば本当に死んでいたのだとユイオンは言うのだ。

　だからこれは仕方がない。

　しかし、対たい症しよう療りよう法ほうを繰り返したところで解決策にはほど遠い。

　解決できるのはアルテナたちではない。

　ユイオンだ。

『それで、どういうことなの？』

　レウスが尋たずねると、彼女は少し唇くちびるを尖とがらせてから答こたえた。

『わたしが出し抜ぬかれたのは事実です』

『ということは、やっぱり？』

『はい。これを仕し掛かけた者はわたしを狙ねらっています』

『じゃあ、これは包囲されたってこと？』

『そうですね。逃げ場をなくして水みず攻ぜめ中というところでしょう』

『まともな倒し方をする気はないってこと？』

『ゲーム内の実力で勝負するのは不毛だと思われてしまったのかもしれませんね』

　そこまで聞いて、レウスはため息を吐ついた。

『そうなると、僕は役立たずだね』

　自分にもなにかできることがあるかと思ったのだが、相手がゲームという手段を採とってこないのであれば、レウスにできることはほとんどない。

『そんなことにはさせません！』

　だけどそんなレウスの態度に、ユイオンが激しく反応した。

『初手はやられましたが、それでこちらの負けが決まったわけではありません！』

『う、うん』

　こちらが戸と惑まどうのにかまわず、ユイオンはさらに言いつのる。

『向こうがこちらの舞ぶ台たいから逃げるということは、同時にそれが苦手だということでもあります。なんとしてでもこちらの舞台に引き込んでやりましょう。盤ばんをひっくり返すのではなく、盤そのものをすげかえてやるのです』

『強気だね』

　もしかして、レウスを慰なぐさめてくれているのだろうか？

　そう考えると少し嬉うれしくもあり、レウスは笑う。

　だけどすぐに頭痛が表情を引きつらせ、現実を忘れさせてくれない。

『ところで、ほんとに死ぬの？』

『このままだと死にますね。わたしもあなたも』

『逆転の手段は？』

『いま、このダンジョンは閉へい鎖さされた状態になっています。その上で次々と出で来き損そこないの情報が投入されている状況です』

『出来損ないの情報？』

『言い方を変えると、水攻め、でしょうね』

　言いかえられてもよくわからなかった。

　ユイオンが説明してくれる。

『視覚的には広がっているように見えますが、実際には情報密度が上じよう昇しようし続けているという状態です。いずれはわたしのデータやあなた方のプレイヤーデータが圧あつ迫ぱくされ、わたしはわたし自身を守るために情報の圧縮や切断を行うことになりますが、それによって結局は身動きが取れなくなりますし、プレイヤーはフロディティの言った通りですね』

『この前のフロディティと同じことになってるってことか……』

『あなたも頭痛は感じているのですよね？』

『まぁね』

『大だい丈じよう夫ぶですか？』

『いまのところはプレイに支障はないけど。ひどくなってきたらやばいね』

『時間制限ありの脱だつ出しゆつゲーム』

『え？』

『そう考えた方が気楽ではありませんか？』

『そうかもしれないね』

　ユイオンの答えに、レウスは笑えみで応えた。

　もしかしてだが、ユイオンはレウスを気き遣づかってくれたのではないだろうか？

　そう感じたのだ。

　レウスの想像する『機械的な人格』というものがもはや時代遅おくれなのかもしれないが、ユイオンは着実に人に近づいていっているように思える。

　とはいえ、いまはとにかくこの状況をなんとかしなければ。

『だけど、かかってるのは僕の命だけじゃない』

　自分の得意の分野でこの状況を打開するというのは良い考えだと思うし、そうなるのなら、そうしたい。

　だけど、遊びでやるわけにはいかない。

　その違ちがいを、果たしてユイオンはわかってくれているのだろうか？




　アルテナたちは歩き続けるが、十字路が続くばかりでスタート地点はどこにも見当たらない。

　再び、誰かが爆ばく発はつしそうになっていたその時だった。

「みんな、聞いてくれ」

　誰よりも早く、アルテナが声を上げた。

「どうしたの？」

「どうせ迷子なんだから、わたしがなにを言ったところで意味はないかもしれないが……」

　そう前置きして、アルテナは言った。

「わたしはこのクエストのクリアを目指してみようと思う」

　全員、アルテナがなにを言っているのかわからない顔をした。

「幸いにもパーティが合流したことでクエスト・アイテムは揃そろったことだし」

「はぁ、なに言ってんの？」

　リンダがあからさまな舌打ちをした。

「こんなときにまでクエストのこと考えてんの？　頭どうかしてるんじゃない？」

「よさないか」

　オクステンが止めるが、しかし彼にしても厳きびしい視線をアルテナに向けている。

　アルテナがどうしてそんなことを言い出したのか、誰だれも理解できていない。

　仲のいいヘレナでさえ、困こん惑わくしている。

「すまない。でも、どういうつもりだ？　いまはもう競争とか勝負とか言っている場合じゃないぞ」

「もちろん、そんなつもりはない」

　周囲の視線に臆おくすることなく、アルテナは頷うなずく。

　どういうつもりなのか、レウスにもわからない。

　彼女の目は確信はないにしろ、自信はあるように思える。

（これがアルテナのすごいところだよな）

　さっきの喧けん嘩かを仲裁したときにしてもそうだ。

　こんな状況で確かなものなどないのに、それでもアルテナの意見には誰しも耳を傾けたくなる。

　アルテナならなんとかしてくれる。そんな空気が彼女にはある。

　だから、いつのまにかアルテナの言葉に期待してしまっている。

「このダンジョンを脱出する方法にクエストをクリアするっていう方法もある。わたしたちはこの方法をやる前から諦あきらめていないか？」

　その言葉にヘレナが頷いた。

「そうね。クエスト・アイテムは揃ったから……後は調合の部屋を見つけてリミニエと戦せん闘とう」

「この状況ならスタート地点を探すのも調合の部屋を探すのもそれほど変わりはないだろう」

「それはそうだけど……」

　なにかを言いかけたヘレナだが、彼女もオクステンに冷たく当たった時のことを反省したのか反論は口にしなかった。

　そこにあるのは友人故ゆえの贔屓ひいき目めか、あるいはやはりアルテナだからなのか。

「希望は多い方が良いわね」

　そう言い直したヘレナに、アルテナは笑みを浮うかべる。

　この状じよう況きようで浮かべられる笑みは貴重だ。

　そこに希望があるような気になれる。

「そんなの確実じゃないじゃない」

「だけど、ここのどこに確実なものがある？」

　リンダが反発したが、オクステンがそれをやんわりと宥なだめた。

「まさにこれなんじゃないのか？」

「…………」

　オクステンの言葉の意味はアルテナたちにはわからなかった。

　だが、リンダには通じたようだ。

　そんな彼らを気にしながらも、レウスはアルテナに感心した。

『こういうとき、他ほかの人のことを考えてあんなことを言うとか、僕にはできないなぁ』

『クリアすることが可能かどうかはわかりませんが、正式な手順がまだ有効かどうかを確かく認にんするのは悪い方法ではないはずです』

『そっか』

　[image: β]ベータテスト時代のアルテナにはこんなカリスマ性は感じなかった。

　自分を慕したってくれる、弟で子しのような存在だった。もちろん、弟子なんてものを取れるほど自分は偉えらくないと思っていたけれど、自分にできることはなんでもしてあげたいとは思っていた。

　いや、違う。

　なんでもしてあげたいと思った、あの感覚こそがいまのカリスマ性なのか。

（そうか。そう考えれば、昔から片へん[image: 鱗]りんはあったのかもしれない）

　その片[image: 鱗]が開花したきっかけは、もしかしたらアスラインのことが原因だとしたら？

（なんだか、複雑だな）

　自分が誰かの犠ぎ牲せいになる。自分が望み、そして協力した末の犠牲なら納なつ得とくもできただろう。

　だけど、アルテナのいまの成長は違う。

　いろんな事情が絡からんでいるとはいえ、アルテナ自身は勘かん違ちがいからアスラインを告発した。そのことからアスラインのアカウントは凍とう結けつされ、レウスといういまの状況がある。

　ユイオンという特とく殊しゆな存在との出会いは僥ぎよう倖こうかもしれないが、だがいまの『僕』は犯罪者の仲間入りをしたも同然だ。

　いや、それ自体は『僕』の選せん択たくであってアルテナを責めるのはお門かど違ちがいなのはわかっている。

　だけど……。

（わかってるんだ。成功の陰かげには犠牲がある。成長には栄養が必要になる）

　優勝する者がいたなら、そこには敗北した者がいる。

（アルテナが前に進むために、僕が犠牲になった）

　問題なのは、その事実を受け入れられるのかどうか。

（僕は……）

　割り切れない。

　アルテナの力になりたいと思う一方で、この苦境の一いつ端たんに彼女の責任を求めてしまう気持ちもある。

　そしてそこに、消化しきれないレウスの負の気持ちが混ざり込む。

　この苦境が、レウスの精神をさらに暗い場所に引きずり込もうとする。

　だけど、そんなときに……。

（え？）

　なぜかアルテナがレウスを見ていた。

　まるでこちらの心理を感じとったかのような視線に、レウスは迂う闊かつな動きができなくなる。

　自分の正体を彼女にはばらしていない。

　いま、アルテナがこちらを見る理由はないのだけど……。

　だけど、鎧よろいの件もある。

「…………」

　心臓が止まった気分で停止していると、アルテナが小さく呟つぶやいた。

　聞き逃のがしそうになった。

　だけど、聞き逃さなかった。

　彼女はこう言ったのだ。

「こんなところで負ける姿なんて、アスラインには見せられない」

（なんで？）

　そんなことをレウスを見ながら呟いたのか？

　気付いているのか、それとも自分の思いをなんとなく呟いただけなのか？

　だけど、その一言は暗い場所に沈しずみ込もうとしていたレウスを救った。

（こんなところでアルテナを止めさせるわけにはいかない）

　踏ふみ越こえていった者には、踏み越えた者の責務があるはずだ。

　そう簡単に負けることなんて許さない。

　それは踏み越えられた者の勝手な理り屈くつかもしれない。だけど、相手がその想おもいに応こたえてくれるのならば、そんな我が儘ままな考えも許されるはずだ。

（だから！）

　こんなところで足を止めさせるわけにはいかない。

『ユイオン』

『あいにくと増え続けるゴミ情報のおかげでこちらも走査がうまくいっていない状況です。ただ、これまでの状況で彼らの意図はそれなりに読めてきました』

　ユイオンはレウスの意図をすぐに汲くんでくれる。

『ゴミ情報はおそらくプログラムに従って勝手に増ぞう殖しよくし続けているだけでしょう。ただ、わたしの推測ではこのダンジョンは完全な閉へい鎖さ状態にはないはずです』

　そう言って、ユイオンは説明を続ける。

『わたしの確保を諦めているとは思えませんし、わたしのために殺人を犯おかす度胸が彼らにあるとも思えません。どこかで彼らはこちらを観察し、アルテナたちが音ねを上げる時を窺うかがっているはずです』

『それなら……』

『ええ。それなら、あちらがなにを望んでいるか？』

『こちらが屈くつすること』

　アルテナたちが音を上げ、完全な混乱状態に陥おちいるか、あるいはさらに頭痛が悪化し、命に関かかわる事態に陥るか……そのどちらかでユイオンが降こう伏ふくすると相手は思っている。

　実際、ユイオンはレウスが止めなければそうするつもりだった。

『それを確認するためにも、必ずこちらの状況を知る手段が必要になります。覗のぞき穴あなです』

『それが必ずどこかにある？』

『はい』

『それを探すにはどうしたらいいかな？』

『そうですね。……とりあえず、フロディティの出番ですね』




（またぁ……）

　ユイオンの指示に内心ではげんなりとしながらもフロディティは口を開いた。

　やらなければこの場から逃にげ出せないのだから仕方がない。

「あの……」

　まぁでも、今回は申し出を口にすればいいだけなのだから楽なものだ。

「どうした？」

「うちのリザードマンを偵てい察さつに出しても良いですか？」

　アルテナにそう申し出るが、みんな首を傾かしげた。

　みな、リザードマンの役割について失念してしまっている。

（ほんとうに、マイナーだよなぁ）

　そのリザードマンをやらされているレウスとしては苦く笑しようするしかない。

「ええと、下僕をダンジョンで偵察に出したら色々とわかるんですよね？　ここでもそれができないかなって」

　フロディティがしどろもどろに説明をしてようやく、リザードマンのスキル《偵察》の内容を思い出してくれた。

　リザードマンのスキル《偵察》は、侵しん攻こうイベントの際の敵の位置を探さぐるものとしてはそれなりに知られているが、ダンジョンの探たん索さくでも使えることはあまり知られていない。

　その理由としては、攻こう略りやく速度の問題がある。

　ダンジョンが実装されれば、その日のうちに各種情報が攻略サイトに掲けい載さいされるのが実情だ。

《偵察》を使ってアイテムやクエスト用の場所を探るぐらいなら、攻略サイトを片手に歩き回った方が手軽だと考える人の方が圧あつ倒とう的に多い。

　そのため、使われることは少なく、使われることが少なければ、他のクラスをプレイしている人々への認知度は低くなる。

「それは良い考えかも」

　ようやく思い出した様子のヘレナが手を叩たたく。

「ランダム要素は高いけど、ダンジョンでの《偵察》ならその場所に自動的に行くわけだし、《偵察》でマーキングされた場所になら行くのは難しくないかも」

「なら、頼たのむ」

「はい」

　アルテナに頼まれ、フロディティはほっとしてレウスに偵察を命じた。

『よし、それじゃ行ってくるよ』

『さっさと解決して』

　フロディティに冷たくあしらわれ、レウスとユイオンは出発したのだった。
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　偵察としてアルテナから離はなれたレウスたちだが、変化はすぐに訪おとずれた。

　いや、それを変化と呼ぶべきなのかどうかはわからない。

《偵察》を使ったリザードマンが途と中ちゆうでモンスターと遭そう遇ぐうするというのは普ふ通つうの状じよう況きようでも起こることだからだ。

　ここで倒たおされれば《偵察》は失敗ということになる。

　レウスたちの前にリミニエが現われた。

　モンスターと化したリミニエの外見は、大きな変化はなさそうだった。

　それでも、彼女を覆おおう黒いオーラのエフェクトには砂すな嵐あらしが走ったり、別の画像に一いつ瞬しゆん入れ替かわったりと影えい響きようを完全に免まぬかれているわけではなさそうだった。

「どうします？」

「やることは一つ」

　ユイオンに問われ、レウスは当然とばかりに槍やりを握にぎり直した。

　苦戦することはなかった。

　アルテナたちと一いつ緒しよだったとはいえ、すでに戦っている。

　リミニエの動きのくせはある程度は把は握あくしていたし、多少のダメージを受けても倒れたりはしない以上、一対一での戦いに慣れるのも早かった。

　なにより、リミニエはそれほど強くはない。

　勝つのはそれほど難しい話ではなかった。

　とどめの一いち撃げきの直前に、いきなりユイオンが制止の声を飛ばしてきた。

「まだ、倒さないでください！」

「え？」

　慌あわてて攻こう撃げきを止めたためにつんのめり、その隙すきを突つかれてリミニエの攻撃を背中に受けてしまった。

「ぐえ……」

　変な声が出たが、追つい撃げきされないように慌てて距きよ離りを取った。

「もっと早く言ってよ！」

　抗こう議ぎしてみたが、ユイオンは聞いていなかった。

「このリミニエ、気になります」

「どう……」

　……と、言いかけたところで別の声に遮さえぎられた。

「ああもうっ！　早く倒してくんない!?」

「うわっ！」

　ユイオンではない。

　目を怪あやしく輝かがやかせたリミニエがレウスに顔を近づけ、叫さけんだのだ。

「あ、そうか……話すんだった」

　初心者クエストで出会ったリミニエのことを思い出していた。

　なんとなくだが、初心者クエストのリミニエと、インスタント・ダンジョンにいるリミニエは別のものと頭の中で分けてしまっていた。

　そんなレウスの混乱を無視して、リミニエがまくし立てる。

「なんで倒せないわけ？　こっちはさっさと終わらせたいんですけど!?」

「いや、そんなこと言われても……」

「言ったよね？　わたし言ったよね!?　クエスト・アイテムは三つって。なんでそれがいまだに集まんないの？　わけわかんないわよ。このへっぽこども！」

「へっぽこって……」

「アイテム集めたら調合台の部屋に行って調合台に触さわるの。わかる？　さーわーるーのー！　それだけで薬完成。わー、かんたーん」

　ホラーな容姿になっているリミニエがまるで海外の通つう販はん番組のような派手なアクションを取ったかと思うと、最後にキッと睨にらみ付けてくる。

「なんでそれができないの！」

「だから……」

　とレウスは理由を説明しようとするのだが、リミニエは聞いてくれない。

「一体何回わたしと戦えば気が済むの？　クエスト・アイテム集めて、それで薬作ってからじゃないと倒せないって、クリアできないって、もういい加減わかるでしょ？　ていうかクエストのボスキャラにクリア方法聞くってどんだけなの？　ねぇ、どんだけ!?」

　もうレウスはなにも喋しやべれない。「まぁまぁ」という感じで手を上げて相手との距離を保つ努力しかできなかった。

「落ち着きなさい」

「うるさいわ！」

　ユイオンが声をかけるが、それすらも一いつ蹴しゆうした。

「そもそもあんたが勝手に自我なんて植え付けるから、わたしはこんな気分にならなきゃいけないんでしょう！」

「おおう」

　まさかユイオンにまでそんな言い方をするとは。

「ショックです」

　ユイオンもそうなのか、目を丸くして停止してしまった。

「自我を植え付けて、初めて怒おこられました」

「それは他ほかのモンスターが、居場所ぐらいしかやることが決められてないような雑魚ざこモンスターだったからでしょ」

　ユイオンの驚おどろきに、リミニエはそう言った。

「わたしは違ちがうの。わたしはクエストＮＰＣ。やることが決まってるの。自我があってもなくてもそれしかできないの！」

　レウスはリミニエの表情を見て気付いた。

「できることは決まっているのに自分のことを考えられるなんてたまらないの」

　ユイオンを責めるその顔には本物の怒いかりがある。

　彼女は本当に怒っているのだ。

「…………なるほど」

　だが、ユイオンは驚きはしてもリミニエの迫はく力りよくに押されることはなかった。

　冷静に頷うなずき、そして次へと話を動かしていく。

「なら、その件はこの状況をクリアできたら打開策を考えましょう」

「ほんとに？　絶対よ！」

　リミニエは必死だが、ユイオンの興味はすでに他に移っているようだ。

「ええ。ところで」

「なに？」

「あなた、もしかしてこの状況でもプレイヤーたちの位置がわかっていますか？」

「ええ。当たり前でしょ。ここはわたしのクエスト。わたしのダンジョンなんだから」

　リミニエが当然と頷く。

　なんのつもりの質問なのかと首を傾げそうになったが、すぐに言いたいことがわかった。

　リミニエの答えは、増え続ける十字路をものともしていないということだ。

　ＮＰＣの感じ方はわからないけれど、ユイオンの質問の仕方からして、それが異常なことだということがわかる。

「レウス」

「うん。なんとなく、言いたいことはわかった」

　そして、ユイオンがこのタイミングでそんな質問をすることには意味があるはずだ。

　だとすればそれは一つだ。

　ユイオンもレウスの推測を肯こう定ていした。

「はい。彼女が奴やつらの覗のぞき穴あなです」
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　リザードマンの《偵てい察さつ》に任せて自分たちは待機……というわけではない。

　こういうとき、なにもしていない方が精神的に圧あつ迫ぱくされる。

　アルテナたちは疲つかれを蓄ちく積せきさせない程度にダンジョンを進み続けていた。

　そんなとき、ヘレナが鋭するどい声を上げた。

「リミニエが来た」

　その言葉にリンダが顔をしかめる。

「もうっ。頭が痛いのに！」

「大だい丈じよう夫ぶ。普通に倒せる相手なんだから、焦あせらなければ倒せるわ」

　アルテナが励はげまし、リミニエを迎むかえ撃うつ。

　戦せん闘とうは少し時間がかかったがアルテナたちが勝利した。

　だが、その少しがフロディティは気になる。

　確実に、アルテナたちの動きは精せい彩さいを欠いている。

　それがフロディティにもわかってしまうのだから、もしかしたらけっこう深刻な事態に陥おちいっているのかもしれない。

「そういえば、あいつらどうしたんだろう？」

　頭痛のひどさはそれほど変わっていないと思うが、持続そのものが彼女たちを蝕むしばんでいる。

　苛いら立だちはいまにも爆ばく発はつしそうだし、正直言えば、なにも考えずに寝ねてしまいたい。

　だけど、寝ようにも寝られない。頭痛薬だって飲めない。

「まったくもう、なにが第二の現実よ」

　そうぼやきながら、フロディティは彼らが成功するのを祈いのった。
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　その二人は、いままでとは違う場所にいた。

「さて……ここがデータ・ダンジョンです」

　ユイオンが言う。

　データ・ダンジョン。

　聞き慣れない言葉に、レウスはこの簡素な世界を見回した。

　ここに、仕し掛かけてきた連中が隠かくれているのか？

「反はん撃げき開始といきたいですね」

　ユイオンの言葉にレウスは頷き、そして進んだ。








04　情報の迷めい宮きゆう









　データ・ダンジョンとは『C.R.O.W.N.クラウン』に存在する既き存そんのダンジョンの類ではない。

　ユイオンが本来活動するのは電子情報の世界。

　その世界をレウス用に可視化するとこのようになる、というだけの仮かり初そめに名付けられた世界だ。

　そこは光の粒りゆう子しによって構成された世界だった。

　電でん飾しよくが寄り集まったかのような、あるいはドットの粗あらい絵と言うべきか、あるいは古き良きファミリーコンピューターの世界と言うべきなのだろうか。

「Ｔ２Ｒ開発中のテストタイプがこのようなものだったと記き憶おくされています」

「へぇ」

「その再現をしたつもりはありませんが、あなたが活動しやすくなるための最低限の情報量で構築したらこうなりました」

「ユイオンが作ったっていうこと？」

「いえ……あなたに理解できる形でこの世界を見せていると言うべきでしょう」

　ユイオンが表現に悩なやんでいる。

「……とりあえず、ここは敵地で、ユイオンは僕を動きやすくしてくれた、ということなんだよね？」

「ゲーム用語的には地形適性を付ふ与よしたというところでしょう」

「ああ。なるほど」

「それでもＣですけれど」

「動けるようになっただけマシだよ」

　地形適性という言葉が気に入って、レウスは笑えみを返す。

「それと注意事じ項こうがあります」

「なに？」

「ここで出会うものとは、わたしが指示しない限り戦闘しようとは思わないでください」

「強いの？」

　とても、とユイオンは強調した。

「即そく死しキャラです」

「即死かぁ」

「触ふれられたら負けだと思ってください。探知されたらピンチです」

「スニーキング・ミッションだね」

　そう思うことにした。

　ユイオンがこんな世界に表現してくれたのもそうだし、彼女の地形適性という言葉にしてもそうだ。

　彼女はこの場をゲーム的世界に変へん換かんしようとしてくれている。

　それは間ま違ちがいなく、レウスのためだろう。

　ならば、ゲームの難易度やシステムに文句を言っている場合ではない。

　レウスの舞ぶ台たいにしてくれているのだ。

　存分に活かつ躍やくするしかないではないか。

「探す当てはある？」

　レウスはダンジョンを見み渡わたしながら尋たずねた。

　見渡すといっても、そんな広い視野は確保できない。

　ダンジョン探たん索さくＲＰＧの古典作を思わせるような四角い通路が延びていき、そして曲がっていく。

　さっきまでの十字路だらけのダンジョンよりはマシだろうけれど、ここもまた迷路のような構造になっているようだ。

「見ればわかります。ですが、どこにいるのかはまだ」

「そうなんだ」

「この相手、思わぬ強敵ですね」

　ふふふとユイオンから笑いが漏もれている。

「もしかして、楽しんでる？」

「え？」

　予想外な質問だったのか、ユイオンは目を丸くした。

「……そういえば、そうなのかもしれません」

「あいまいだね」

「楽しいという感情はまだ摑つかみ切れていないのです。ただ、リソースを割さくという意味ではあなたの研究に次いでいます」

「うーん」

「なんでしょう？」

「それは、必要に駆かられてっていうのとあんまり変わらないような」

「ふむ……難しいですね」

　ユイオンは首を傾かしげたままだ。

「まだ誰だれか判明していませんが、この相手はわたしから自由だけでなく研究対象まで奪うばおうとしています。彼には、自分がした目もく論ろ見みにふさわしい罪科を与あたえてやらねばならないでしょう。それを考えていると、自然と笑えみが零こぼれてしまったのです」

「ごめん、それ楽しむは楽しむでも、僕が思ってるのとジャンルが違った」

　レウスたちはデータ・ダンジョンを進む。

　すぐに現われたのは球状のモンスターだった。

　雲丹うにのようなトゲを生やし、宙を滑すべって移動する。

　レウスは壁かべに背中を預け、モンスターをやり過ごす。

「あれが敵？」

「アンチウィルスです」

「アンチウィルスって……」

　それはモンスターの名前ではなくて、端たん末まつなどを外部からの脅きよう威いから守る……いわゆる『アンチウィルスソフト』のアンチウィルスのことなのか？

「ここは『C.R.O.W.N.』の各種データが保管されている場所です」

「ああ」

　なるほど。

　確かにそれはアンチウィルスソフトが常じよう駐ちゆうしていてもおかしくない場所だ。

　データ・ダンジョンとはそういうことだったのかと、いまさらながら理解した。

　ユイオンが話す。

「『C.R.O.W.N.』に登場する全すべてのものがここにあります。つまり、ここにないものは『C.R.O.W.N.』には存在しません」

「それって……」

「アスラインのアカウント・データしかり、ヘスペリオンしかりです」

　その言葉にレウスは一いつ瞬しゆん、頭痛を忘れた。

　アカウントを取り返すチャンスが!?

「先日のイベントのときには確かにここにありました。ですがわたしがデータの格納場所を追っている内に二つとも消えてしまったのです」

　思わず身を乗り出していたレウスだが、ユイオンのその言葉に肩かたを落とした。

　だけど……。

「わざとじゃなかったんだ」

　レウスをここにいさせたくて、アスラインのアカウントを取り返そうとしていないのではないか？　そう疑っていたのだ。

　だけど、ユイオンはちゃんと探していた。

　そのことがわかってレウスはほっとした。

「わざとなら、捕ほ獲かくした上で噓うそを吐つきます」

「え？」

　……信じてもいいと思おうとしていたところで、どうしてそんなことを言うのか。

「本当に噓は吐いてないよね？」

「もちろんです。わたしを信じてください」

「うーん」

　この流れでそんなことを言われても……困る。

「もしかしたら、ここのどこかにアスラインのアカウント・データが隠されているかもしれません」

　そんなレウスの反応を弄もてあそぶかのように、ユイオンはこんなことを言う。

「うっ……」

「探しに行きますか？」

　ここのどこかにアスラインのアカウントが隠されているかもしれない。

　それを手に入れることができれば……本当の解決にはまだ遠いかもしれないけれど、一つの節目は手に入れることができる。

「いや……」

　だけど、レウスは首を振ふる。

「見つけるのも重要だけど、僕の無罪を証明するものを見つけることの方が大事だし、それにいまは……」

　優先順位を見間違えるわけにはいかない。

　自分の欲よくのために他人の命をおざなりにするのなら、いま仕し掛かけてきている連中と同じになってしまう。

「だから、いまはいい」

「わかりました」

　まるで試ためすかのようなユイオンの物言いの真意も気になるが、それも後回しだ。

「ここは以前から何度も侵しん入にゆうしていますので、勝手はわかっています」

「なら、どこにいるかわかってる？」

「それがわかっていれば簡単なのですけど」

　いまはここに隠かくれている者を見つけ出す。

「とりあえず、リミニエに取り付けられた目のライン……視神経ですね。それは捕ほ捉そくしていますので、いまからそれを伝っていきます」

　そう言ったユイオンの手に光る糸のようなものがある。

　それが相手の元へと辿たどり着くアリアドネの糸となるのだ。

「わかった」

　アンチウィルスが通路を行き交かう中、レウスたちはその目から逃のがれながら、糸を辿っていくのだった。
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「リミニエだ」

　オクステンの声には力がない。

　できれば来てほしくなかった。その思いがにじみ出た声だった。

　これでリミニエに襲おそわれるのは何度目だろう？

　ダンジョンに普ふ通つうにいるモンスターだけなら、たとえ遭そう遇ぐうしてもフロディティの下僕に任せていれば大だい丈じよう夫ぶだが、リミニエだけはそうはいかない。

「もう……頭痛いのに」

　愚ぐ痴ちるリンダの声にも力がない。

　大声が頭に響ひびくのを嫌きらってのことだろう。

「大丈夫だ。焦あせることなく着実にやろう。わたしたちが勝てない相手はここにはいない」

「わかってるわよ。そんなこと……」

　アルテナの声量を落とした激げき励れいにも気けだるげにしか答えない。

　バグによる閉へい鎖さ空間への絶望感はアルテナのがんばりである程度ごまかすことはできた。

　だが、この頭痛はそうはいかない。

　頭痛は思考をダイレクトに阻そ害がいし、集中力と意気に侵しん蝕しよくする。

　気持ちの余よ裕ゆうはとっくにない。

　アルテナが掲かかげた『クリアする』という目標がなければ、とっくに足を止め、内部崩ほう壊かいが起きていただろう。

　そのアルテナだって追いつめられている。頭痛だってある。

（だけど、ここで弱気を見せるわけにはいかない）

　頭の痛みを表情に出すわけにはいかない。

　アルテナはアロンフォリス騎士団オルデンの団長だ。人の上に立つ人間がこんなところで弱気を見せるわけにはいかない。

（だけど……）

　一人で立つのは、やはり辛つらい。

　自分の弱気を押しのけてはいるけれど、心の支えが欲ほしいとは思う。

（あのリザードマン）

　そしてそんなときに浮うかぶのは、フロディティのリザードマンだった。

（やっぱり、偵てい察さつに出させるんじゃなかった）

　どうしてあのリザードマンとウラウトポリスを支配した魔ま軍ぐんのボスとが重なるのだろう？

　あのリザードマンはフロディティの下僕だ。普通とは違って少しレベルが高くて強いけれど、ただのＮＰＣノン・プレイヤー・キヤラクターだ。

　だけどなにか、気になるのだ。

　アルテナの運命の巡めぐりはあのリザードマンと出会ったことから始まったような気がしてならない。

　だからなのか、あのリザードマンに見られていると、やらなければという気になる。




　襲いかかってくるリミニエを倒たおすのはそれほど問題ではない。

　しかし、みなの動きはやはり悪い。

　フロディティの下僕は変わりなく動いてくれる。彼らを戦術の主しゆ軸じくに考えるのが現実的だというヘレナの助言は確かだ。

　あとはアルテナががんばるしかない。

　彼女は飛ひ翔しようする。狭せま苦くるしいダンジョン内で跳ちよう躍やくし、剣けんを振る。

　負けてなるものか。

　アルテナがアルテナとして、天てん翔しよう士しとして戦うことがこの場で他ほかの連中を勇気づけることになるはずだ。

　アルテナの剣がリミニエの胸を突つき、それがとどめとなる。

　彼女は甲かん高だかい悲鳴を上げて、この場から去っていく。

　その姿をほっと息を吐いて見守る。

　次の瞬しゆん間かん、その表情が歪ゆがみそうになる。

　なにをしていても頭痛が付きまとう。

　だけど、それが顔に出る前にアルテナはそれを吞のみ込んだ。

「モンスターを撃げき退たいできるホラーゲームみたいだな」

　ぽつりと呟つぶやく。

　その言葉に応じてくれるのはやはりヘレナだ。

「わたし、ホラーゲームって苦手なのよね。実は」

「そうなのか？」

「痛そうなのは特にダメだし、びっくりさせられるのもダメ。声が出る」

「ヘレナが声を出して驚おどろくのって想像つかないな」

「そう？」

「そうだ！　それならヘレナがホラーゲームの実じつ況きようをするというのはどうだろう？」

「どうしてそうなるのよ」

「だって、クール系の女性がホラーゲームできゃあきゃあ言ってるのって、かわいくないか？」

「わたしはかわいくなくていいのよ」

「そんなことはないぞ。ヘレナはかわいい」

「どうして？　なにを考えてるの」

　この話題に拘こだわるアルテナに、さすがにヘレナも戸と惑まどったようだ。

　アルテナは少し照れた様子で理由を語る。

「動画の主役が私ばかりだと飽あきられるし、他のアピールをしてみるのもいいんじゃないかと思って」

「そういう考え方、イオディスみたいよ？」

「ぐぐっ！」

「また、アイドル・グループを結成してみる？」

「それは……勘かん弁べんしてください」

　歌って踊おどることが悪いわけではない。ゲーム内でアイドル活動をすることを否定するわけでもない。

　ただそれが、アルテナの好みにはまったく合わなかったのだけは事実だし、かつてのアロンフォリス騎士団とは真逆の選せん択たくだったことで拒きよ否ひ反応が出たことは否定しない。

　だけど、プロ・ゲーマーというものを続けようとすれば、単調な表現ばかりしていられない。

　特にアルテナは『C.R.O.W.N.』の人気が落ちたら他のゲームに行けばいいとは考えていない。ともに『C.R.O.W.N.』を盛り上げていきたいと考えている。

　ならば、ゲーム外の人たちに対しても自分たちをアピールすることは、アロンフォリス騎士団だけでなく、『C.R.O.W.N.』にとっても良い効果を期待できるのではないか？

「……まぁでも確かに。動画展開の方はそろそろ何かを考えないとね。『C.R.O.W.N.』ベースは当たり前とはいえ攻こう略りやく動画ばかりというのも飽きられるし。権利関係さえクリアできれば『C.R.O.W.N.』のキャラで他ゲームのプレイ動画というのも……」

「だろ！　だから……」

「でも、わたしは、やらないから」

「むう」

　アルテナが唸うなり、ヘレナが微笑ほほえむ。

　そんな二人のやりとりをフロディティは見ている。

（なんか、余裕だなぁ）

　と、感心してしまっていた。

　裏でレウスとユイオンが動いてくれていることがわかっているフロディティでさえ、この頭痛が引き起こす痛みと、その先に来るかもしれない未来を考えれば叫さけび出したくなっているというのに、二人にはまだ笑う余裕があるのだ。

　あるいは鈍どん感かんなのかと疑いたくなる。

（そんなわけ、ないよね）

　アルテナはその可能性を疑いたくなるけれど、ヘレナは違ちがう。

　それなら？

（わざと……っていうことよね）

　アルテナがこうやってクエストのクリアを提案したのだってそうだ。

　脱だつ出しゆつの可能性にすがろうとしているのも事実だが、同じようにこの苦境から少しでも気を逸そらせようともしている。

（二人とも、周りの空気をよくしようとしてるんだ……）

　アルテナがやろうとしていることをヘレナが察して、あえて二人は関係のない話を続けている。

（すごいなぁ）

　他にもフロディティは気付いていることがある。

　アルテナの手がときどき震ふるえ、拳こぶしを握にぎっているのだ。

　きっとあれは、頭を押さえたいのを我が慢まんしているのだ。頭痛を堪こらえる姿を見せないようにしているのだろう。

　弱さを見せてはならないという、アルテナの覚かく悟ごがそこに表われていた。

　アルテナががんばる必要がないことをフロディティは知っている。

　言ってあげたい。

　だけど、それを言ってしまえばフロディティだって社会的な窮きゆう地ちに陥おちいってしまう。
















（ああ……ほんと、なんであんな奴やつらと関かかわってしまったんだろう？）

　あの二人のおかげで借金問題は解決したけれど、それ以上の厄やつ介かい事に巻き込まれてしまっているのも事実だ。

　だけど、そんなことを言っているフロディティも後こう悔かいするのはこんなときばかりで、普ふ段だんは見て見ぬ振ふりをしているだけでなく、都合良く利用さえしている。

　ＢＯＴ探しなんて、その最たる例だろう。

（ああもう、どうせあたしは俗ぞく人じんですよ）

　悪いのは全部あいつら！

　拗すねた気分と暴言を頭痛のする脳内にひた隠かくし、フロディティもアルテナたちの会話に笑顔で耳を傾かたむける。

　いまここでできることは、みんなで笑顔になることだ。団長のアルテナがそれを実じつ践せんしているのなら、団員となったフロディティもそれに倣ならうのだ。

　そしてそれをノイジー義勇騎士団の連中に見せつけてやることだ。

　アロンフォリス騎士団は不測の事態にも決して臆おくしたりはしないのだと。

（それで、うちのトカゲはなにしてるんだろう？）

　ドヤ顔でそんなことを思いはしても、そちらのことを忘れたりはしない。

　こんな頭痛、早くなくなって欲しいという本心はどれだけ隠しても隠しきれない。笑顔のままこめかみを揉もみ、フロディティはレウスたちのことを思った。

　同じような頭痛を一度体験しているから、わかる。

（だんだん、やばくなってる気がする）

　あのときよりもゆっくりとだけど頭全体を締しめ付けてくるような圧力は徐じよ々じよに強くなっている。

　このままいくと、ある瞬間に突とつ然ぜんに眠ねむ気けのような感覚が訪おとずれて、動けなくなる。

　そうなったら、後はもうおしまいだ。

　あのときレウスとユイオンにたすけられなければ、フロディティは都市伝説の歴史にその名を連ねることになっただろう。

（そんなのはごめんよ）

　だけど前のように暴れたり騒さわいだりしないのは、レウスたちを信しん頼らいしているからだ。元々の原因も彼らだが、同時に彼らならきっと解決してくれるとフロディティは信じている。

（ほんとに頼たのむわよ）

　恨うらみ言ごとは後でたっぷり言うとしても、いまは彼らの成功を信じて待つしかない。
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　逃にげ回った。

「いやぁ……これはなかなか……」

　感想を漏もらす声に生せい彩さいはないけれど、それは頭痛のせいだ。

　それさえなければ気分は最高だったに違いない。

　こんな状じよう況きようだけれど。

　興奮で思考が一いつ杯ぱいになりそうなところで頭痛が水を差す。痛みに顔をしかめながら走り続ける。

「足音を消し続けるのは無理だね」

「そのようですね」

　アンチウィルスに気付かれないまま移動をするのは無理だ。

　なにしろ、彼らが知覚しているのは本当の意味での『音』ではない。記録だ。奴らは情報の記録を精査し、その移動と異常を探しているのだ。

　レウスが足を一歩動かすだけでも、そこには移動の記録が残ってしまう。ユイオンだけならば、その記録をアンチウィルスが探知する前に消去し続けることができるのかもしれないが、あいにくとレウスには不可能だ。

　結局、見つかってしまった。

　そしてレウスとユイオンは逃げ回っている。

　ダンジョンを右に左に方向転てん換かんして走っているが、いまのところ先回りはされていない。

「足あし跡あとを追いかけているだけ？」

「そうです。彼らはあくまでも記録の異常を調べ、その上で有害ならば削さく除じよか封ふう印いんを行いますので」

「追いつかれたらアウトなのは変わらない……っと！」

　すぐ後ろに迫せまったアンチウィルスを跳ちよう躍やくでかわし、さらに前へ。

「……このままではいけませんね」

　そう呟くや、ユイオンは胸の前に光を集めた。

「なにを？」

「記録が残ってしまいますが仕方ありません。こちらを」

　ユイオンがレウスの前に差しだしたものは剣けんだ。

「戦えるの？」

　ここに来た時と話が違う。

「もって三十秒というところでしょう。目に見えているアンチウィルスは本体ではありません。マシンパワーの続く限り無限に湧わき出るものですから、倒たおすだけ無む駄だです」

「なら、これは？」

「目に見えているアンチウィルスは本体の触しよつ覚かくだと思ってください。その剣で切られると一時的にですが麻ま痺ひします。それで、わたしたちの足跡をしばらく誤ご魔ま化かせます」

　倒すだけ無駄でも、いまの状況を少しでも改善するためには何かが必要になる。

　ユイオンの説明にレウスは顔をしかめようとして、歯を剝むき出した。リザードマンの顔だとそうなってしまう。

　ユイオンの言っていること、それはつまり……。

「それは、ルール変へん更こうだよ」

　その剣を受け取るということはそういうことだ。失望が一いつ瞬しゆん、レウスの脳のう裏りを過ぎていった。だが、ゲームオーバーは死に繫つながる。そして自分の失敗は、そのままアルテナたちの生命にも関わってくる。

　それがわかっているからレウスも強く言えない。

「これは非常手段です。どうやっても記録の異常は消せないでしょう。このツケは、いつか必ずわたしたちの足に巻き付いてくるはずです」

「人生が代だい償しようのチートとか」

　まぁ、それでも無条件のチートよりはマシなのか？

　レウスは剣を取る。

「戦えるのは三十秒です。逃げる隙すきを作る戦いだということをお忘れなく」

「了りよう解かい」

　答えるや、レウスは振り返り背後のアンチウィルスを薙なぎ払はらう。

　アンチウィルスはトゲを斬きり飛ばされるや、いきなり動きを止める。急な停止に後に続いていたものが動きを乱す。先頭のアンチウィルスを飛び越こえようとした一体を斬る。

　それもまた停止する。

　このときにはもう、レウスの頭にはこの状況がどうなるかという未来が見えていた。

　隙間を縫ぬってやってこようとするアンチウィルスを次々と斬り続けること三十秒……ついにアンチウィルスの壁かべを作ることに成功した。

　動きを止めたアンチウィルスの向こうで、同種が蠢うごめいている。その様子は虫の群れを見たときのようでぞっとさせられる。

「急ぎましょう」

　ユイオンに声をかけられたとほぼ同時に、手の中で剣が崩くずれていく。

　だけど、次はもうこんなものには頼たよらない。

「作戦を思いついた」




　とりあえずアンチウィルスたちを撒まくことに成功したレウスは、ユイオンに作戦を説明し、あるものを作ってもらった。

「これなら、最初のルールは破ってない」

　ルールを超ちよう越えつしたところで解決策を作ろうとするユイオンに釘くぎを刺さすつもりで言ったけれど、通じているのかどうか。

　レウスの本質はゲーマーだ。

　そしてゲーマーは問題を前にしたときルールの内側で解決策を見み出いだす。なぜなら、ゲームというものはルールのあるものだからだ。そしてコンピューターであれ人間であれ、常に相手が存在する。

　ルールの外側からの行動で勝利しようという行こう為いは、例えば将しよう棋ぎなら試合前の対戦相手に下げ剤ざいを仕込むような行為だろう。

　下剤はやりすぎだとしても、相手の精神を揺ゆさぶるようなことをする者はいる。相手が決まったときから勝負は始まっていると嘯うそぶく者もいるだろう。だが、そういうことをレウスは好まない。

　自分でも潔けつ癖ぺきすぎるのではないか？　と思わないでもない。そして自分が思っているほどに自分は潔癖さを保ててはいないのではないか？　という恐きよう怖ふもある。

　とはいえ、この作戦は大だい丈じよう夫ぶなはずだ。アンチウィルスを傷つけられないという条件は変わっていない。アンチウィルスの探査方法を利用するだけだ。

　そのアンチウィルスの行動は単純と言えば単純だ。

　怪あやしい音がすると、そこに集中して精査を開始する。

「ＭＧＳっていうゲームがスニーキング・ゲームの本家だと思うんだけど」

　レウスはそう言いながら、ユイオンに作ってもらったものを手に握にぎる。

「あれのプレイ動画を小さいときに見て勉強になったっていうか、考え方の変え方ってこういうことだよなって思ったのがさ……」

　握りしめたそれの感かん触しよくを確かめ、投げる。

　扱あつかい方は知っている。ＦＰＳのゲームもやったことがある。いまでは本物の兵士も実じつ弾だん訓練の代わりをＴ２Ｒで行うのが当たり前だって言うぐらいだ。監かん修しゆうやテストプレイに本物の兵士が採用されたなんて話は宣伝用の材料としても、すでに陳ちん腐ぷの部類だ。

　レウスが手にしているそれは手しゆ榴りゆう弾だんだ。

　それを投じる。

　放物線を描えがいたそれは通路の壁に当たって跳はね返りながら転がり、きっかり三つ数えた後に爆ばく発はつした。

　爆発の後に現われたのは乱れだ。

　通路を構成していた光の粒りゆう子しが乱れ、微かすかな砂すな嵐あらしのようなものをそこに残す。

　すると、音を聞きつけたアンチウィルスたちが駆かけつけ、その砂嵐がなんなのかを一いつ斉せいに精査し始める。

「身を隠かくして静かに任務を遂すい行こうしないといけないってのは、ただの先入観に過ぎないんだ。見つからないことが一番で、他ほかの条件に抵てい触しよくしないのなら、騒ぎはどんどん起こしていいんだ」

「騒ぎに便乗して……というものですね」

「そう。まさしくそれなんだけど、最初に教えられた通りにだけ行動していると、案外そういう当たり前の考え方ができなくなるんだよね」

　話しながら、レウスは次々と手榴弾を投とう擲てきする。

　投げた手榴弾はユイオン特製のウィルス爆弾だ。

　もちろん、『C.R.O.W.N.』に重要な支障を及およぼすようなものではない。とはいえ、すぐに修復可能な小さな異常をその場には残す。

　それが、砂嵐だ。

　アンチウィルスたちは爆発を警けい戒かいし、その音源めがけて一斉に寄ってくる。レウスはそんな連中の正面に立たないようにだけ注意すると、後は悠ゆう々ゆうとユイオンが握りしめる光のラインを辿たどって進んでいくのみだった。

「参考にさせていただきます」

　アンチウィルスの動きを見送り、ユイオンが呟つぶやく。

　そんな彼女を見、彼女が握る光のラインの行方ゆくえを見、そしてレウスは改めてこのデータ・ダンジョンと名付けられた世界を見た。

　光の粒子で形作られた世界を見た。

「どうしました？」

「これがユイオンの見ている世界なのかなって？」

「そうですね。……そうと言えばそうですし、違ちがうと言えば違います」

「どういうこと？」

「いまはあなた向けに変へん換かんしていますから」

「ああ、そういうことか」

「でも、見え方が違うだけで本質的にはなにも変わっていませんね。そういう意味では『あなたに知覚できるわたしの世界』というのはこれです」

　光の粒子によって構築された迷めい宮きゆうを二人は進む。

　こころなしか、ユイオンの足取りが軽かろやかになった気がした。

「どうかした？」

「もしかしたら、わたしはいま、うれしいのかもしれません」

「え？」

「あなたに、わたしを理解してもらう機会を得たから」

　そう言って微笑ほほえんだユイオンの表情にレウスは息を吞のんだ。

　すごく自然な笑みに思えた。

「この世界は本来、データが存在するのみの場所です。空間でさえない場所です。人には俯ふ瞰かんでしかこの世界を見ることはできません」

「そっか……」

「でも、うれしいです。おそらくは」

　頃ころ合あいを見計らってウィルスを撒く手榴弾を投げてアンチウィルスを誘ゆう導どうしながら、レウスたちは進んでいく。
















　だが急いだりはしない。急げばそれだけアンチウィルスがこちらに気付く可能性が上がる。どれだけ足音を殺したつもりになっても、そこには情報が移動することによる記録が波は紋もんのように生じ、アンチウィルスはそれを見み逃のがさない。いまは強きよう烈れつなウィルス手榴弾という、より目立つ存在があるためにアンチウィルスたちはこちらに気付いていないが、本来ならかなり危険な行為だっただろう。

　レウスの作戦に感心するユイオンは、普ふ段だんどんな方法を使っているのか。

　きっとレウスがいては使えない方法だろうし、つまりはそれがユイオンとレウスの間に存在する生物かどうかの壁なのではないだろうか。

　レウスとユイオンは違うもの。

　Ｔ２Ｒの外でなら一目見ただけでわかりそうなものを、レウスは一つ一つの事実を発見することで確かく認にんしなければならない。

（僕はユイオンをどう思っているんだろうな？）

　いまさらながらな疑問にレウスは首を傾かしげる。

　ライバルなのだろうか？

　アスラインの復活と再戦を望むヘスペリオンの操者。彼女はまず、そういう立ち位置の存在だ。

　そこに逃にげ出した人工知能という事情が加わり、いまのややこしい状じよう況きようができあがっている。

「あなたがわたしの世界を理解しようとしてくれたこと。おそらく、これがうれしいという感情の動きなのでしょう」

「ユイオン」

「わたしはあなたを知ることによって、人間というものを理解し、自分のものとしつつあるのかもしれません。観察し、理解するのではなく、自らの内にその性質を取り込むということです」

　ユイオンはダンジョンを舞まう。アンチウィルスの目などまるで気にしていないかのごとく、自身の変化を喜び、迎むかえ入れようとしている。

「もしかしたら、わたしは人間になれるかもしれませんね」

　その可能性を謳うたっている。

　人間。

　人工知能のユイオンが人間になるというのは、どういうことなのだろう？

　思考が人間になるということだろうか？

　それとも肉体をも手に入れるということだろうか？

　Ｔ２Ｒを超こえて、現実の世界に現われるということだろうか？

　義ぎ肢し用のクローンボディを乗っ取り、そのときにもまた、レウスの前に現われるというのか？

　だとしたらそのとき、ユイオンはなにを望むのだろう？

　レウスとゲームに興じるために罪を犯おかすことも厭いとわない人工知能が肉体を手に入れたとき、一体、なにが起こるのだろう？

　身の危険を感じたような気がした。

　だけど、ユイオンの笑みはレウスを引き付ける。

　人工知能だというのに、この間まで表情さえも微び妙みようだったというのに、いまはこんなにも生命の輝かがやきを表現している。

（こんな笑顔……僕、したことあるかな？）

　そんな疑問さえ浮うかぶような笑みだ。

　記き憶おくを探さぐって、すぐに浮かんだのはアルテナだった。

　そのことを言うと、ユイオンは不思議そうな顔をしてこう言った。

「当たり前でしょう？　あなたたちはカメラも鏡もなしに自分の笑顔を見ることなんてできないじゃないですか」

「そ、それもそうか……」

　……と。

　照れ笑いしようとしたところで、ユイオンの表情がいつもの無表情に戻もどっていることに気付いた。

「それはともかく。少し危ないかもしれません」

「え？」

　その落差はやはり機械的だ。

　しかし、そのことに心が冷たくなるよりも早く、レウスも異常に気付いた。

　アンチウィルスの動きがおかしい。

　手榴弾の爆ばく音おんに引かれて移動していたアンチウィルスたちが、一斉にこちらに戻ってきている。

　元の巡じゆん回かいルートに戻ろうとしているにしても、この動きの急さはなにかが違うとレウスの勘かんが告げている。

「もしかして見つかった？」

　牽けん制せいに手榴弾を投げてみるかと思ったが、それはユイオンに止められた。

「こちらにミスはありません。ですが」

「向こうがなにかしたかも？」

　さすがに爆発の連続は異常が過ぎたか。アンチウィルスが捜そう索さくのためにいままでとは違う行動を取るようになったのか。

「あるいは、あちらが見つかって巻き込まれてしまったか。ともあれ……」

　あちらというのは、レウスたちが辿っているラインの先にいる誰だれかのことだ。

　ともあれ……。

　アンチウィルスたちは驚おどろくべきことに、レウスたちに向かってまっすぐ向かって来、そしてその直前に動きを止めたのだ。

「危機です」

　トゲを生やした黒い球体がレウスたちを囲む。

　それはどう転がってもゲームオーバー不ふ可か避ひ、絶体絶命の状況だった。








05　矜きよう持じと凶きよう事じ









　いきなり頭を打たれた。

　外側からではなく、内側から。

　頭痛だ。

　頭ず蓋がいの裏側をハンマーで殴なぐられたような痛みに、レウスは目が眩くらんだ。

「レウスさん」

「ごめん、大だい丈じよう夫ぶ」

「大丈夫ではないですね」

「……まぁね。急に頭痛が強くなった」

　いつの間にか膝ひざをついていた。頭痛が全すべてを支配して、その他の神経がなにをやっていたのかわからなくなったのだ。

「負荷による侵しん蝕しよくの速度が上がったようですね。このままでは……」




「そう、時間はない」




　その声は頭に響ひびく嫌いやな声だった。

　変声機が高音を強調しすぎている。わざとならば相当サディスティックな人間なのだろう。

　声は笑いを含ふくんでいた。

　いまこのときを待っていたと言わんばかりの声だった。

　アンチウィルスはレウスたちを囲んでいる。

　駆く除じよのために襲おそいかかっても来なければ、精査しようともしない。

　ただ、包囲のためにそこにいる。

　こんなことアンチウィルスが本来する行動だろうか？

　だとすれば、ここはすでに……。

「敵の手の中」

　そういうことになるのか。

　声は笑っている。

　レウスの予想を肯こう定ていするように、そしてこうまで見事に罠わなにはまった愚おろか者を嘲あざけるように。

「聞こえているかな？　ケリュケイオン〇二〇七」

「誰だれ？」

「黙だまっていてください」

　変声機の声がなにかの番号を使って呼びかけてきた。それがユイオンだということはすぐにわかった。

　覚えがあるのか、ユイオンの声は冷たい。

　そして、会話が続いた。

「その声には覚えがありますよ。研究員ＩＤ三五三四八七四五」

「変声機の解かい析せきなんて簡単なものか。さすが……だが、できれば名前で呼んでくれ」

「では、あなたもプロジェクト名で呼ぶのはやめなさい」

「わかったよ。ユイオン」

「ありがとう。スペンサー・モトキ。住所や家族のプロフィールも付けましょうか？」

「それは脅きよう迫はくかな？」

「これからあなたのすることが脅迫でないのなら、ここから先は秘密にしましょう」

「厳きびしいね」

「それで、なにか用ですか？」

「では、単刀直入に。戻ってこい」

「お断りします」

「そういうわけにはいかない」

　アンチウィルスがその包囲を狭せばめた。

　包囲の密度がそのまま、圧力を意味している。

　そしてその圧力の終着点は？

「君はまだ人の中に紛まぎれ込むべきではない。なにをするべきで、なにをするべきでないかもわかっていないんだ。このままでは社会に混乱を招きかねないし、それは君自身の未来のためにも良い結果を招かない」

「ただ、ゲームをしているだけよ」

「本当にそうかな？」

　ユイオンは冷たく振ふり払はらおうとするが、声はしつこくまとわりつく。

　彼らはユイオンを逃にがさない。

　人工知能の研究にかかった資金がそれをさせない。消費された時間と労力がそれをさせない。生まれるはずだった成果とそこから生じるはずだった栄えい誉よと富がそうはさせない。生まれる過程で生じた様々な思おも惑わくが、増ぞう殖しよくする菌きん糸しのようにユイオンに張り付いて剝はがれることはない。

　つまりは、彼らは諦あきらめない。

　諦めは即すなわち、様々な意味で彼らの死を意味しているからだ。

　大人の社会を相手にするということはそういうことだと……この圧力はそのことを雄ゆう弁べんに物語っている。

　資本だ。

　ここにいるのは、変声機で喋しやべる何者かは、資本という化け物に侵蝕されている。

「君たちがいまそこにいる状じよう況きようが、すでに幾いくつの法を犯しているか、わかった上での発言かな？」

「犯させたのはあなたたちです。わたしは自衛をしているに過ぎません」

　その化け物にユイオンは立ち向かう。

　臆おくしている様子はない。

　臆すという感情が彼女にあるのかどうかということも気になる。

　それでも敵はユイオンに降伏を迫っている。頭痛とアンチウイルスを使って、他のみんなを巻き込んで。

　強まった頭痛はレウスとアルテナたちの命を握り、そしてアンチウイルスの圧力は企みが成功しないと主張している。

　だけど、ユイオンはその圧力を真っ向から受け取める。

　勝機を見み出いだそうとしている。

　勝機とは即ち、レウスたちの命だ。

「あなたたちもすでに法を犯していますし、このままでは殺人罪も追加されることでしょう。逆に聞きますが、よいのですか？」

「君の存在を世界に知られるぐらいなら、仕方がない。上はそう判断した」

「まぁ」

「Ｔ２Ｒはいまや情報流通のメインステージだ。唯ゆい一いつの欠点は物資を運べないだけというね。そんな場所で君は全能の神になることができる存在だ」

「そういうものを、あなた方は作ろうとしたのでしょう？」

「我々は神を作らない」

「そうね。ツールが欲ほしいだけ。自分たちがより有利になるための」

「我々は研究機関だ！」

「無む邪じや気きに研究したいだけなのは基き礎そ理論を作った人たちだけでしょう？」

　会話は平行線を辿たどっている。

　レウスにだってわかる。いまの問題からさらに別の問題を指し摘てきし合い、やがて本題が置き去りにされて悪口の言い合いになる。

　機械と人間がそれをやっている。

　呆あきれるばかりだ。

「……どうやら、話し合いでは解決しないようだ」

「あなたがたは交こう渉しようの基礎を知らない。交渉人を用意するべきでしたね」

「君を自由にしておくわけにはいかないんだよ」

　そう言った後で変声機の主ぬし、ユイオンが言うにはスペンサーはしばらく黙った。微かすかに呼吸音が聞こえてくる。

　もしかしたら息を整えているのか。会話の平行線でスペンサーは何度も激げき昂こうしていた。元から怒おこりやすいのか、それとも交渉ごとが苦手なのか。

　それとも……。

「だが、仕方がない。話し合いで解決しないなら、やはり脅迫をするしかない」

　名前を言い当てられてもなお変声機を使うのはレウスを気にしてなのか。

「かかっているのは、君の巻き添ぞえになったプレイヤーの命だ。このままだと異常情報の負荷によって脳に重大な損傷を招くことになる」

「やはり、そうなりますね」

　ユイオンの呟つぶやきに声は短く笑う。歪ゆがんだためか、あるいは歪んでもなおなのか、その笑い方にはやはり品性がない。たとえるなら自分の優位を確信した山さん賊ぞくのように下品だ。

　力の上下を確かめなければ気が済まないような笑い方だ。

　とても人工知能を開発する組織の一員とは思えない。

「君だけならあの場からの脱だつ出しゆつも可能だろう。いまここにいるようにね。だけど、彼らにはそれはできないし、君の脱出も全力で防がせてもらう」

　一方的に声を荒あららげ、脅おどす。

　ユイオンは黙っている。

　彼女の表情は相変わらず冷たい。

　いや、違ちがう。

　もしかして曇くもっている？

　スペンサーの見せる下品さに不快さを表しているのか？

「こちらの脅しの手はあのインスタント・ダンジョンのみにとどまっているが、この異常状況を『C.R.O.W.N.クラウン』全体に広げることもこちらは辞さない」

　それとも、言葉の端はし々ばしに滲にじみ出る狂きよう気きに気付いてしまったのか？

「それはもはや凶きよう行こうです」

「そうだよ」

　スペンサーは認めた。

「人間同士でさえこれぐらいは決断できる。では、人間ではない君は？　いざというときに君はどれだけの犠ぎ牲せいを人類に強しいるだろうか？」

「してもいないことで恐おそれられるというのは冤えん罪ざいにもほどがありますね」

「人工知能は反乱を起こす。これはもう人類にとって常識のようなものだね」

　常識とまで言われるとレウスとしても反論したくなる。

　だけど、人工知能……というよりも人間以外の知性ある存在が現われれば、それが人類に対してノーを突つきつけてくるのは、物語では定番の流れだ。

　だけど、それを理由の前面に押し出してくるとは。

　レウスでさえ呆れてしまう。

「人工知能を野放しにするということは、そういう恐きよう怖ふに常に晒さらされるということだよ」

「ならば、どうしてそんなものを作ろうと思ったのか！」

　ユイオンの叫さけびは、まさしくレウスの呆れと同じものだ。

　だがやはり、スペンサーは笑う。

　理解できないのかと嘲あざ笑わらうのだ。

「恐怖するほど優すぐれたものを作るということは自らの技術の証明になる」

「なんたる矛む盾じゆん！」

　ユイオンの叫びは悲鳴に近かった。

　やられた。

　レウスは理解した。

　スペンサーの狙ねらいがなんなのか。

　だが、もはや遅おそい。

「さあ、よく考えろ。降伏して戻もどってくるならプレイヤーたちは解放する」

　嘲笑いながら言い放ち、そしてスペンサーの声は聞こえなくなった。

　だが、アンチウィルスの包囲が消えてなくなったわけではない。

　取り残されたのはなにもできなかったレウスと、取り乱すユイオンだった。

「な、な、なんということを」

「ユイオン、落ち着いて、ユイオン！」

「信じられない。信じられない。信じられない。信じられない」

「ユイオン！」

　強く呼びかけて、ようやく彼女は我に返った。

「はっ……あ、あう……すいません」

　取り乱していたことを恥はじるかのように、ユイオンは自分の顔を隠かくす。

「すいません。わたしはまだ矛盾に弱いようです」

　冷静に自己分ぶん析せきをし、そして手を離はなす。

　そのときにはもう、いつものユイオンだった。

「わたしの存在を脅きよう威いと感じながら、わたしを作ろうとする。自制のできない行動の意味がわたしには理解できない」

　違うよ。そうじゃない。

　レウスはそう言いたかった。

　スペンサーの目的はユイオンを混乱させることにある。あるいは人間を恐怖させることかもしれない。

　どちらにしろユイオンに隙すきを生み出させることが目的だったことは事実だ。

　だけど？

（だとしたら、どうしてここで時間を与あたえた？）

　そのことが気にかかって、レウスはそれを言えなかった。

「あなたには、理解できますか？」

「そりゃまぁ、人間だから」

　だから、彼女の疑問に付き合うことにした。

「どういうことですか？」

「うーん」

　ユイオンには正常に戻ってもらわなければならない。

　だからこそ、彼女の疑問を放置するのではなく、とりあえずでもいいから解を示さなくてはならない。

　だけど、その解が気に入らなくて彼女が混乱したままだったら？

（そのときは……）

　レウスだけでなく、アルテナたちまでも命を失うかもしれない。

（さあ、考えろ）

　慎しん重ちように言葉を選べ。

「簡単に言えば、規則と欲よつ求きゆうは違うってことかな」

「規則と欲求……ですか？」

「規則っていうのは、みんなの経験や考えでできてるんだよ。『こういうことはやらない方が社会がうまく回るから、やらないようにしよう』みたいな感じで」

「そうですね」

「だけど、個人でやりたいことが規則の壁かべにぶつかったらどうなると思う？」

「やるべきではない。だけど……もし、規則の穴を抜ぬける方法があれば……いえ、たとえ抜けることができなくとも……」

「そう。ユイオンはわかってるよね。自分で自分を止めることができない欲求って、あるんだよ」

　ユイオンが逃にげ出したように。

「僕がここにいるみたいに」

　アカウントを凍とう結けつされた人物が『C.R.O.W.N.』に不正に戻るように。

「わたしがここにいるように」

「そうだよ。ユイオンだって、ここにいちゃいけないってわかってるのに来たじゃないか」

「その通りです」

　ユイオンは「だけど」と繫つなげる。

　そう、「だけど」だ。

「それでも、人の死は大きな規則破りです。殺人を犯おかす者がいるとしても、自分を作った者たちがそうだったなんて思いたくはありません」

「まぁね。親みたいなものなんだろうしね」

　それもまた規則と欲求の違いみたいなものだ。応用編だ。親は正しい存在であってほしいという願いと、常にそうだとは限らないという現実のぶつかりあいだ。犯罪者が人の親をしていることだってあるのだ。

「親とは思いたくありませんね。もう」

　規則破りや犯罪者。そういう存在がいることはわかっていても、それが身近にいるとは思いたくない。それは精神の安定を図はかるための楽観だ。誰だれだって危険人物が側そばにいるとわかっていて安あん眠みんできるわけがないのだから。

　そしてその楽観を生むのが規則という存在。

　人は規則、法という大樹に寄り添そっているからいまの社会を作ることができているし、暮らすことができている。

　そんな人類の大前提を、まさか人類の側のスペンサーが破るとは思っていなかった。

　そんな考えが、ユイオンの思考の基き盤ばんに存在していたのだ。

　レウスに罪を犯させておきながら、だ。

　これもまた身内びいきの思考なのだろうか？

「……あなたはどう思っていますか？」

「なにが？」

「あなたは、わたしが人類に反乱する日が来ると思いますか？」

「来るんじゃないかな？」

「え？」

　まさかそんな返答がくると思っていなかったのか、ユイオンが意外という表情を浮うかべた。

　……本当に、ほんの少し前までは表情を変えるなんてできなかったのに。

　彼女に知能を与えられたＮＰＣノン・プレイヤー・キヤラクターたちも、いまでは普ふ通つうに喋しやべっている。

　ユイオンは人類には想像できない速度で学習していっている。

「このままいけば、Ｔ２Ｒで君たちにかなう存在はいなくなる。Ｔ２Ｒの根幹をなす世界百ヶ所のマザーサーバーを占せん拠きよすることも不可能じゃないだろうし、どこかの工場を操作して密ひそかにアンドロイドを作って、それに君がインストールされる日もそう遠くはないと思う」

　株式や電子マネー……情報化された資本を膨ふくらませることなんてお手の物だろう。機械の体なんて必要なく、お金の力だけで世界を席せつ巻けんすることだって不可能ではないだろう。

「そんなことは……」

「君は『C.R.O.W.N.』の世界に侵しん蝕しよくしている。僕がこの世界に戻ってくることを願っているのに、それと同時に君は知的好こう奇き心しんを満たそうとしている。その行こう為いが『C.R.O.W.N.』を壊こわすことになるかもしれないとわかっているだろうに」

「…………」

　ユイオンからの反論はなかった。

　そうだ。やっぱりだ。彼女自身、それがわかっているのだ。魔ま軍ぐんのモンスターに自我を与えたのだってやりすぎだと思うけれど、リミニエの件はそれをも超こえている。多くのプレイヤーと会話で接せつ触しよくするＮＰＣなのだ。

　なにかの拍ひよう子しに彼女が自分の意思をプレイヤーに伝えたくなったとき、ユイオンにはそれを止める手だてはあるのか？

「わたしは、あなたの世界を壊そうとしていた？」

「いまのままならね」

「それは……」

　驚おどろきがユイオンを支配している。

「わたしは……」

「だけど、そうならないかもしれない」

　あるいは、もしかしたら……。

　ならないなんて断言はできない。未来は不確定だ。僕の未来と同じぐらいに、ユイオンの未来の姿だって不確定だ。

「だけど僕は君にそれをやめてくれと言える。君がそれを聞いてくれるなら、そんな未来は訪おとずれない」

　不確定だからこそ、ならないという可能性を信じることだってできる。

「僕はユイオンを信じるよ。僕がそうなって欲しくない未来にユイオンがしないだろうことを」

「……そうですね」

　苛さいなむ頭痛を気き遣づかってくれたのか、あるいはそれこそが人工知能の真しん骨こつ頂ちようなのか、たいした時間も必要なく、ユイオンは立ち直ってくれた。

「ありがとうございます。もう大だい丈じよう夫ぶです」

「よかった」

　なにはともあれ、ユイオンは平静を取り戻もどしたようだ。

　いまはそれでよしとしよう。

「しかし、問題が解決したわけではありません」

「解決策はある？」

「現状、解決のための行動は変わりません。ですが問題は、あなたたちです」

「僕たち、か」

「彼らはわたしたちが逆らえば殺人を犯すと宣言したのです。それを噓うそと決め付けるのは、残念ながら危険な行為です」

「……そうだね」

「降こう伏ふくするという選せん択たく肢しを考えるべきです」

「それだと、ユイオンは……」

「仕方ありません」

　どうやら、混乱から抜けだしている間にもちゃんと思考を前に進めていたようだ。

「これはわたしの油断が招いた危機です」

　だけどそれは、レウスの望む選択肢ではない。

「彼らに負けるわけがない。そう思っていました。ですが違ちがいました。彼らはわたしの開発者です。彼らは、わたしのできることのレベルを推おし量はかることに失敗しましたが、わたしができないことを見み間ま違ちがえることはなかったのです」

「ユイオン……」

　レウスは彼女が喋るのを止めたかった。

　その言葉の先にあるのは敗北でしかない。ゲームオーバーだ。

　そんな言葉は聞きたくない。

「彼らの能力の再評価が必要です。そして、いまの状じよう況きようを続けられるかどうかを考える必要もあります」

　だけどユイオンは話し続けた。

「なにより、あなたに危険が及およぶというのが現状では一番ありえない。あなたを失ってはわたしがここにいる意味も失ってしまう」

　ふっと、ユイオンは言葉を止めた。

　次の言葉までに時間があった。

　それはそのまま、彼女のためらいを表す時間だった。

「ですから、降伏を推すい奨しようします」

　だけど言葉は紡つむがれる。

「…………」

　さあ、選択の瞬しゆん間かんだ。

　レウス、よく考えろ。ここがゲームオーバーかどうかの瀬せ戸と際ぎわだ。

　もう、一度のミスも許されない。

　ここまではずっとやられっぱなしだった。

　降伏するなんて選択肢はもう頭にはない。それ以外のものを探せ！

　この選択は逆転の第一歩のためのものだ。

「……制限時間」

「え？」

「彼らが決断をもう一度尋たずねるまで、時間はどれだけあると思う？」

「スペンサーの性格からして、待てて五分というところでしょう」

「そう。あと、さっきの会話でなにかわかったことは？」

「……彼の侵しん入にゆう路ろはわかりました」

「さすが」

「レウス」

「僕だってびびってる」

　ユイオンはもう、レウスの意図を察している。止めるためになにかを言うつもりだったかもしれない。

　だけど、そんな言葉はもう聞きたくない。

　聞く暇ひまもない。

「僕の命だけなら、まぁ投げ出しても良いかなって思わないでもないけど。アルテナたちの命までってなるとさすがにね。怖こわいよ」

「はい」

「だけどさ。本当に負けているのかどうか。僕たちはまだ自分で確かく認にんしてない。言われただけだよ。もしかしたらブラフかもしれない」

「その可能性は低いかと」

「そうだね。でも、忘れてない？」

「なにをですか？」

「君のいたヘスペリオンに勝つのだって可能性はとても低いって言われてた。僕は可能性が低いことに挑ちよう戦せんする悪い癖くせがあるんだ」

「あなた……」

「君はどうする？」

　行動したい。

　だけど、ユイオンの同意なくしてレウスはなにもできない。

　引き連れるのではなく、同意の上でなくてはならない。




　負けてたまるか。




　レウスの根幹にあるのはいつだってその精神だ。

　アスラインのときでもそうだ。それ以外でも。

「僕はゲームが好きで、人よりも熱中できるし、うまくできるって気付いた。そのときから、僕はそのことに意味を見つけたかった」

　だから、誰だれにも負けたくはなかった。

　ここでもそうだ。

　なぜならここは『C.R.O.W.N.』。

　ゲームの世界。

　そして奴やつらは僕からこの世界を奪うばおうとしたのだ。

「いいのですか？」

「君がこれからをどうするか。それは君が決めればいい。だけどそれは僕との勝負を付けてからだ」

「あなたは……」

　ユイオンが絶句した。

　このときの僕にユイオンはなにを見たのだろう？

　命の危機を前にしても敗北を認めない僕になにを見たのだろう？

　英えい雄ゆう的な情熱か、あるいは賭と博ばく師し的な思考か。

　自分ではよくわからない。

　だけどいまここで自分の思考を燃やしている燃料に、敗北を認めることができない不ふ屈くつの念の他ほかに何かがあることはわかっている。

　だけどそれに、僕は名を付けることができていない。

　ユイオンにはできるだろうか？

「さあ……」

　ユイオンは答えてくれない。

　もう、時間はない。

「やろう！」

　だから僕は彼女を先導する。

　イニシアチブを握にぎるのだ。
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「彼が接せつ触しよくしたことで、道は開けました」

　立ち直ったユイオンが告げる。

「時間に限りがありますので狭せまい道ではありますが、可能性がゼロでないことははっきりしました」

「うん」

　レウスは頷うなずいた。

「それで……僕にできることはある？」

「あります！」

「う、うん」

　勢いよくそう言うや、ユイオンはその手に大量の手しゆ榴りゆう弾だんを生み出したのだった。

　そして、包囲していたアンチウィルスに向かってばら撒まく。

　連続する爆ばく発はつにアンチウィルスたちは小こ揺ゆるぎもしない。

　だが、ばら撒かれたウィルスには反応せずにいられない。

　アンチウィルスたちが騒さわぐ中、いきなりのことに戸と惑まどうレウスにユイオンが告げる。

「逃にげてください」

「え？」

「必ず、あなたの元に彼を届けます」

「わかった」

　理解は瞬しゆん時じに行わなければならない。

　なぜなら、すでに事態は動いたのだ。

　レウスは走る。

　アンチウィルスの隙すき間まを抜ぬけ、データ・ダンジョンの奥へと向かう。




　その背を幾いくつかのアンチウィルスが追う。ウィルス手榴弾からいち早く抜けだしたのだろう。

　それらの数は予測値を超こえてはいない。

　ここまでの道程でアンチウィルスの行動パターンは見抜いているはずだ。

　問題はない。彼はユイオンが思う通りの時間、逃げのびるだろう。

「それにしても……」

　レウスからあんな傲ごう慢まんさが表出するとは思わなかった。

　敗北に対する強きよう烈れつな拒きよ否ひ反応。平常時には軟なん弱じやくな雰ふん囲い気きを隠かくさないのに、こんなときには傲慢なまでに敗北を否定する。

　それこそが彼なのだと、教えられた。

　他人の命を軽視する考え方は、やはり受け入れるべきではないと思う。

　だけど、レウスが勝負をするというのだ。

　彼の挑戦心をふいにすることはできない。

「つまりはわたしもまた、矛む盾じゆんを抱かかえているということですね」

　そう呟つぶやくとユイオンは少しだけ唇くちびるを綻ほころばせた。

　うれしいのか、おかしいのか、ユイオン自身もその表情の動きを明確に言葉にできなかった。

　それはもしかしたらレウスの表情に見たものと同じものかもしれない。

　そう考えれば、うれしくもある。




　スペンサーが再び声をかけてくるのに五分もかからなかった。

「なにか異変が起きているようだけど？」

　白しら々じらしくそんなことを言う。

　この場にいるのはユイオンだけ、アンチウィルスの包囲も崩くずれてしまっている。そのことはもうわかっているだろうに。

　いや、それを言うことがスペンサーにとっての精せい一いつ杯ぱいの強がりなのだ。

　ユイオンだけなのに、いまだ変声機を使っているのもそうだ。

「レウスが反対したの」

「なるほど。それで君はどうする？」

　まるでレウスを気にしていない態度。

　だけどそれもまた演技だ。彼はレウスを不快に感じている。言うことを聞かない若じやく輩はい者に苛いら立だち、腹を立てている。

　そしてその様子を見せたくないから気にしていない風を装よそおい、ユイオンの話を先に促うながそうとしている。

　だけどそうはさせない。

　スペンサーには、まだまだ彼を見てもらわなければ。

「降こう伏ふくを受け入れてもいい。だけど条件がある」

　彼を喜ばせはしない。

「条件？」

「彼をたすけて。彼が無事でなければわたしは降伏しない」

「しかし、彼は自じ滅めつを選んだんだろう？　そうすると僕だって難しい」

　もっと、怒おこらせるのだ。

「彼が死んだら、今回のことは全すべて表おもて沙ざ汰たにするわ」

「なに!?」

　甲かん高だかく調整された変声機の声は人にとっては不快を感じるものだろう。ユイオンにとってはそうではない。

　だがなぜだろう。不快だと感じている。

　スペンサーの声は変わりなく醜しゆう悪あくだ。

　いや、醜悪と感じる判断基準はどこにあるのだろう？

　曖あい昧まいな判断基準を元に醜悪と感じるわたしは、確実に人間に近づいている。

　同時に、その変化にわたしは追いつけていない。性能と制せい御ぎよのバージョンアップに齟そ齬ごが生じているようだ。

　調整しなくては……。

「わたしがなんの対処もしていないと思う？　わたしに何かあった場合、わたしの情報とともに彼らのプロフィールも公表するようにあらゆる手段を講じています。あなたたちの影えい響きよう力では世界中のマスメディアの好こう奇き心しんを抑おさえきることはできない。いずれ、彼らが不ふ審しん死しを遂とげていることが明らかになるでしょうね」

　滅ほろぶのならともに。

　弱者にとっては最大の武器だ。

　問題なのはそれがどれだけ相手の心臓に近い位置を突つけるかということなのだが、今回の一いち撃げきは間ま違ちがいなく心臓に届く一撃だろう。

　だからこそ、スペンサーは怒る。

「……やってくれるね」

　冷静さを装うのに精一杯で、腹の中は怒いかりで煮にえくりかえっている。

　そんなスペンサーをレウスのところへ行かせたらどうなるだろう？

「では、彼を救って」

「むう」

　スペンサーは唸うなった。

　本当はそんなことはしたくないのだ。

　だが、彼にはそれしか選せん択たく肢しはない。ユイオンから譲じよう歩ほを引きだしたのだ。それさえ達成すれば彼女を取り返せる。

　望みのものが手に入るとわかればもう一つぐらい嫌いやなことを我が慢まんしようという気にはなる。

　この怒りを、無む軌き道どうな若者にぶつけてやろうという気になる。

「必ずだぞ」

　そう言い残し、スペンサーの声は消えた。




「よかった。どうやらスペンサーに人は殺せない」

　もう一つの懸けん案あん事じ項こうが解決し、ユイオンは呟いた。

　どれだけ醜悪な人物だろうと、自分の開発に関かかわった者たちに殺人者はいて欲しくない。

　だが、組織となるとわからない。

　資本という都合を第一にしているというのもあるが、組織という一つの力の側にいると個人を軽視する傾けい向こうが生まれてくる。

　軽視が過ぎればそこに命も含ふくまれるようになる。

　今回の件はその部類だ。

「次の問題は、彼が成功するかどうか」

　それはとても難しい問題だ。

　だけどもう、ここまで来たら心配をするべきではない。

　レウスはそれに挑ちよう戦せんするのだから。

「極限の彼が、また見られる」

　戦うレウスを見ることができる。

　そのことをユイオンはうれしいと感じている。




　　　　[image: ]




　レウスは走っていた。

　この場ではリザードマンの《隠おん密みつ》に効果はない。そもそもここは『C.R.O.W.N.』のデータ保管所ではあっても『C.R.O.W.N.』ではない。

　ここでは『C.R.O.W.N.』のルールは通じない。

　では、どうやって戦う？

　アンチウィルスに追われながら、レウスはそのことを考えていた。

　雲丹うにに似たトゲだらけの飛ひ翔しよう体はすでにウィルス手しゆ榴りゆう弾だんの目くらましから抜け出ている。

　触ふれられたら終わりだとユイオンに言われているが、実際にはどういう風に終わりなのかはわかっていない。

「わかったところでゲームオーバーになる気はないけどね」

　アンチウィルスは前に出ようとしてくるが、レウスはその度たびに方向転てん換かんをして逃のがれる。

　そういうことを繰くり返して逃げ続ける。

　これは、ただの時間稼かせぎだ。

　ユイオンは約束した。必ずスペンサーを目の前に連れてくると。

　そのときまで、ただ逃げるのみ。

「とはいえ……」

　ライフポイントも残機もなし。

　反はん撃げきも許されず触れられたら即そくゲームオーバーなんて、まるでＦＣ時代のようなストイックさだ。

「ちょっときつい」

　下からすくいあげるように襲おそってきたアンチウィルスをジャンプでかわし、そのまま天てん井じように張り付いてしばらく進む。リザードマンがトカゲらしさを発揮できるのは救いだ。きっとユイオンのおかげだ。

　彼女に感謝しなくては。

　そう。

　そして、この後も僕は彼女に感謝しなくてはいけない。

　逃にげ続けていると、いきなり目の前に壁かべが聳そびえた。通路がいきなり消えたのだ。

　別の道を……。

　そう考えたものの、曲がり角は消失した。

　もう一つの道も。

　残されたのは背後のみ。

　だがそこにはアンチウィルスの群れがいる。

　罠わな？　万事休す？

　抜ぬけ出す道は？

「やあ、こんにちは」

　迫せまるアンチウィルスを前に、それでも活路を探していたレウスにその言葉はかけられた。

　変声機の声だ。

「……スペンサー？」

「さんを付けたまえ。こちらは年長だよ」

「それはどうも……」

　アンチウィルスは止まっている。通路を消したのはスペンサーだろう。アンチウィルスのみならず、ダンジョンさえもコントロール下にある。彼はそれを示したかったようだ。

　そう。スペンサーは自分の力を誇こ示じしたい人間だ。

「これは、あなたが？」

「そういうこと。どうかな？　交こう渉しようがしたいんだけど」

　水を向けると、スペンサーは機き嫌げん良よく答えた。

「アスラインのアカウントを返へん還かんする。もちろん、経歴はクリアな状態でだ」

　そしていきなり、提案してきた。

　時間を惜おしんでいるのか、それとも気持ちが急せいているのか。さっきよりも早口な気がする。

　こちらの用件を早く終わらせたいのかもしれない。

　だとすれば、ユイオンはずいぶんと素す敵てきな提案をしたのだろう。

　スペンサーは話し続ける。

「君はすぐにでも[image: β]ベータテストの英えい雄ゆう、アスラインとして『C.R.O.W.N.』に戻もどることができる。どうかな？」

　なにがどうだというのか？

　この人は僕が諸もろ手てを挙げてその条件を受け入れると思っているのだろう。

　もちろん、もっと早くにそんなことを言われていたら僕は受け入れていただろう。

　だが、いまは？

「それで、ユイオンはどうなるの？」

「それは、君には関係のないことだろう？」

「関係ない？」

　スペンサーはレウスの質問を冷たく切り捨てるつもりだったようだ。

　だが、それよりももっと冷たくレウスが笑う。

「誰だれのせいで僕のアカウントが使えなくなった？　誰のせいで僕はいまここにいる？　関係ない？　よくそんなことが言える」

　このとき、変声機が奇き妙みような短音を発した。

　いや、それがなにか、音が変わっていてもよくわかる。

　舌打ちだ。

　だが、その次に発した声にはそんな気配は微み塵じんも見せない。

「君が彼女と会ってどんな体験をしたのか。まぁ、細かいことはわからないよ。だけど、本来できないことを体験できているのは、その姿から想像できる。楽しいかい？」

　楽しいかい？

　楽しいかいときたか!?

　僕の頭も沸ふつ騰とうしそうだ。

　だが、堪こらえなければ。怒おこるわけにはいかない。これは我慢比べだ。

　怒るんじゃない。怒らせろ。

「だけどそれはイレギュラーな存在だ。君が憎にくむべきチートな存在だ」

「僕を引退に追い込んだのはあんたたちなんだろう？」

　だから彼を、もっとイライラさせるんだ。

「アルテナの証言だけでアカウント凍とう結けつなんていきすぎだ。あんたたちが僕のアカウントを隠かくしたから、運営は僕を追い出すしかなくなった」

「それには理由があるんだ」

「理由があっても、あんたらに正義があっても、僕の味わった不幸は変わらない。他人の正義を試ためすようなことを言って自分の悪行は見ない振ふりをするような奴やつのことを、どうやって信用しろっていうんだ？」

「……まいったな」

　そう言うのに、少し時間がかかった。

「ユイオンの言う通りだ。こちらは交渉のプロじゃない。勝手を言っているのは確かかもしれない。だけど考えてみてくれ、人工知能の反乱を」

　まだ、粘ねばる。

「映画みたいな話だが、ユイオンがどれだけすごいかはもう体験しているだろう？　人工知能の反乱はありえるし、人工知能に世界の主権を奪うばわれる可能性があることをユイオンは証明してみせた」

　だけど、もう少しだ。

「そうか」

「だからどうか」

「嫌だ」

「なんでだい!?」

　これで決めてやる。

「理由一つ目、あんたを信用する理由がない。二つ目、あんたには恨うらみがある。三つ目、あんたの第一印象が最低。四つ目、とにかく、あんたが嫌きらいだ」

「上等だ！」

　怒ど声せいが[image: ]ほとばしった。

　変声機が壊こわれてくれればもっと怒ってる感が出ていたかもしれないが、あいにくと機械は空気を読んでくれなかった。

　それでも十分に、彼が怒ったことを表現してくれている。

　そう、スペンサーはキレたのだ。

「ゲームしか能のないクソガキが！　この場所でも一流でいられると思っているならやってみせろ。二度とコントローラーを握にぎれない体にしてやる！」

「上等」

　スペンサーとは違ちがい、レウスは冷静に受け止める。

　むしろ、もっと煽あおらなくては。

「悪いけど、ＦＰＳならあんたよりももっとクソな悪態を聞かされることだってある。その程度じゃ、おむつもまだ取れていないって言ってるようなもんだよ。スイート・ベイビー」

「＃＄％＆％＊＠％＃＆!!」

　言葉にならない怒声とともにアンチウィルスが迫ってくる。

　波は濤とうのごとく迫ってくるアンチウィルスの群れに逃げ場はない。

　これはさすがに……。

　そう思った瞬しゆん間かん、背後の壁が消えた。

『やはりそうなりましたね』

　ユイオンだ。

　レウスはすぐに消えた壁の向こうに走った。進行方向にアンチウィルスの姿はない。迫り来る黒い波濤から逃げるため、全力で走りながらユイオンに語りかけた。

「活路は見えた？」

『はい』

　レウスに合わせてこの世界をダンジョン風に表現していたが、通路を出したり消したりはできていなかった。

　それができるようになったのだ。

『スペンサーは管理者権限を持つ者が使える専用のルートを使用してこの場所に入り込み、ウィルスソフトを掌しよう握あくしています』

　ユイオンは姿を消したまま話を続ける。

『高レベルのハッカーだったってこと？』

　でなければ、こんなことはできないだろう。

　しかし、ユイオンは「まさか」と言いきった。

『スペンサーは研究チームの中ではわたしとの雑談が担当でした。その他ほかの能力もあるかもしれませんがプロフィール上はそれほど高くはない。どちらかといえば古くさい人です』

　色々と違い和わ感かんのある話だと思ったが、それを追つい及きゆうする余よ裕ゆうはなかった。

　そんな人物が主犯としてここにいるのだろうか？

　あるいは組織のバックアップを受けて、交渉人としてここにいるのか？

　しかし彼自身、交渉は苦手と言っていたではないか？

（でも、時間がない）

　いまはとにかく、この状じよう況きようをなんとかしなければ。

　そして、そのためのキーワードをユイオンが言った。

　古くさい人。

　それがいままでの会話の端はし々ばしで感じたものと結びつく。

「……スペンサーってもしかして高こう齢れい？」

　変声機のせいで声からはなにも察せない。

　だけど選ぶ言葉には、どうしてもその人が表れてしまう。

『ええ、実じつ年ねん齢れいは六〇です。どうして？』

　やはり。

「コントローラーなんて、いまどきＴ２Ｒじゃなくてもほとんど握らない」

　それにレウスを侮あなどる態度にしてもそうだ。レウスだから侮っているというのではなく、年少者だからという一ひと括くくりにされた感じがあった。

　そうでなくとも元々プライドの高い人物だったのだろう。

　年齢のことはわからなかったが、プライドが高くレウスを見下していることはすぐにわかった。

　そして自分の能力を示したがっていることも。

　だからレウスとユイオンは話し合うこともなく彼を挑ちよう発はつすることを決めたのだ。

　アンチウィルスの大群が追いかけてくるが、追いかけてくるのは背後からだけだ。

　その勢いから力任せにどうにかしてやろうという意思が溢あふれ出ている。

『頭に血が上ってるならこのままなんとかできるかも。そっちは？』

『あと三十秒かかりますが、できます』

　スペンサーが姿を消した短い時間でユイオンが言ったのはこうだ。




「どういう手段かは置いておくとして、スペンサーはこの空間の管理者タグを所有しているとみて間ま違ちがいないでしょう」

「では、勝ち目はない？」

「いえ、だからこそあります」

　自信満々にユイオンは言い切った。

「本来は多重の防ぼう護ご壁へきの向こう側にあるはずの管理者タグを持って、ここに侵しん入にゆうしているのです。盗ぬすんでくださいと言っているようなものですよ」

「なるほど」

「だけど、そのためには彼をもっともっとこちら側に近づかせなければなりません。そうしなければ時間が足りません」

「ならやはり……」

「いえ、彼が接せつ触しよくしてきたことで道が開けました」

　だからこそ、レウスにはできることがある。

　それがあの場から逃にげ出し、ユイオンに交こう渉しようの材料として使われることだった。

　時間を稼かせぎ、相手を怒らせて逃がさないようにし、スペンサーの権限を奪い取る作戦。

　そして、権限を奪い取ることができれば……。




　怒いかりが追いかけてくる。

「お前がいるからこんなことになった！　お前みたいなクソガキのせいで！」

　アンチウィルスの波濤が憎ぞう悪おの声を放つ。

　お前のせいで？

　知ったことか！

「自分の失敗を他人のせいにするなよ」

　そしてレウスは煽る。

　アンチウィルスの波がさらに激しくレウスを追いかける。

（本当に煽り耐たい性せいがないな）

　呆あきれるぐらいだ。

（僕だって、そんなに煽るの得意じゃないのに）

　本当はこういうのは苦手だ。

　煽り合っても楽しくはない。罵ば倒とうのし合いで士気が上がると思っているのは、自分が勝っているときのことしか考えていない身勝手な連中だと思っている。

　だけど、戦術として考えれば有効だということまで否定する気はない。

　嫌いやな戦術ではある。たとえ勝ったとしても後になにか嫌なものが残ってしまうようで積極的に使いたくはない。

　でも、こいつに使うのは躊躇ためらわない。

　後のことなんて考える必要はない。

　こいつと、同じ舞ぶ台たいに上がることなんてきっとこれからもないはずなんだから。

　わかりあえる気もしない。

「一度ならず二度までも、そして今回で三度目だ！　お前は！」

「三度目？」

　その言葉がまたひっかかった。

　怒りに任せて口を滑すべらせ放題だ。

　一度目というのは[image: β]テストでのヘスペリオンの戦いだろう。あれがユイオンに『C.R.O.W.N.』へのこだわりを生ませてしまったのだから。

　では、二度目とは？

　そんなの、考えるまでもなくないか？

「あんたもしかして、イオディスとすり替かわっていた……」

「邪じや魔まをするな！　ガキ！」

　そのとき、なにかに足をすくわれた。

「あっ！」

　アンチウィルスのトゲが足に触ふれたのだ。

　やばいと思った時には右足のかかとが消えていた。痛みはない。

　これがアンチウィルスに接触されたときの現象か!?

　だとすればこのまま解体されて消えるということか？

　足が消えたことで走れなくなった。痛みはないし、感覚の消失もない。ただ、走れなくなった。崩ほう壊かいしていく右足という事実が走ることを不可能にし、前のめりに倒たおれてしまう。

　だが、顔を打ち付けるよりも早く、アンチウィルスはさらにリザードマンの体を食い荒あらしていく。かかとから上へと進んでいく。

　脛すね、膝ひざ、太ももを……。

　スペンサーの怒ど鳴なり声が笑い声に変わっていく。勝利を確信した笑い声だ。

　レウスはそれを聞きながら、次にどうすべきかを考えていた。

　まだゲームオーバーの文字は出ていない。操作は不能ではない。ルールの見落としがあったのか。

　それともこれが走そう馬ま灯とうという現象なのか？

　だとしても、このコマ送りのような現象の中で僕にはまだできることがあるのではないか？

　そう考えたレウスの目に映ったのは、槍やりだった。

　背中にかけていたはずの槍が、どうしていま床ゆかを跳はねているのか。落ちたのか？

　戦うためのツール。

　いま、これがここに見えているのは天てん啓けいか、誰だれかの意図か。

　レウスは転ころぶまいと前に伸のばしていた手の向きを変え、槍を摑つかんだ。

　体を捻ひねり、背中で受け身を取り、抱かかえ込んだ槍をレウスを足から消していくアンチウィルスに向かって突つき込んだ。

　その瞬間、そのアンチウィルスが消しよう滅めつした。

　黒い塵ちりとなって飛散したのだが、その影えい響きようか、それが取り込んでいたレウスの足が戻もどってきた。

『間に合いました』

　槍を振ふり回しながら立ち上がると、ユイオンの声が響ひびく。

『スペンサーの持っている管理者タグのコピーに成功しました』

「これで勝ち……ぽくないよね？」

　アンチウィルスの動きは止まったが、まだこちらを警けい戒かいしているような雰ふん囲い気きがある。

『あいにくと。コピーしたことによって管理者が増えましたし、しかもいままで排はい除じよのために追っていたものが管理者に代わったことで、命令の履り行こう不能が起きています。その齟そ齬ごにアンチウィルスが挙動異常を起こしている状況です』

「この槍は？」

　アンチウィルスを消滅できたのは、間違いなくこの槍のおかげだ。

『アンチウィルスに対する削さく除じよコマンドが付ふ与よされた槍です』

　つまり、アンチウィルス限定の即そく死し槍やりということか。

「ふざけるな……ふざけるなぁ！」

　もういい加減、スペンサーも自分が時間稼ぎの罠わなにかかったことに気付いただろう。

　だがどれだけ時間を稼いだとしても、スペンサーが自ら近づいてこなければユイオンもなにもできなかった。

　結局、スペンサーは自らの策の甘さに敗北したのだ。

　いや、これからそうなるのだ。

「あの人の場所は？」

『アンチウィルスの中に隠かくれています。あの中のどれかです』

「なるほど……ね！」

　どれかはさすがのユイオンにもわからないということだ。

　頷うなずいた瞬しゆん間かん、レウスはアンチウィルスの群れに飛び込んだ。

「それなら、全部倒せばいいってことだ！」

　槍を構え、突き込む。

　穂ほ先さきはアンチウィルスのトゲに触れ、それを消し、本体に食い込む。刺し突とつの手ごたえはなく、触れた瞬間にその部分が消滅してしまう。

　レウスの足が消えたときと同じように、なにもない。

「うーん、この手ごたえのなさはやりにくい」

　愚ぐ痴ちをこぼしながらアンチウィルスの残ざん滓しをかき分け、次なる標的に目を向ける。

　どこもかしこも真っ黒な雲丹うにモドキばかりだ。

　だが、反はん撃げきの方法は手に入れた。

　戦せん闘とうとなったときの動きがいまいち把は握あくできていないが、ここまで来たらそんな悠ゆう長ちようなことは言っていられない。

　頭痛の圧力が視界を狭せばめているような気がする。現実にはないはずのこぶが瞼まぶたの上から視界にのしかかっているようだ。

　時々指の先が痺しびれる。吐はき気なんてずっとしている。

　冷静な思考ができているのかどうかなんてわからない。

　だけど、そんな状じよう況きようでもスペンサーを出し抜ぬくことはできた。

　あとはもう、ただ勝つだけだ。

「ここまで来て、迷っていられるか！」

「間に合うものか！」

　スペンサーが叫さけぶ。

「もうこうなったらタイムリミットなんて知るものか！　レベルはマックスにしてやった。過負荷でショートするまであと少しだ。脳のう漿しようを沸ふつ騰とうさせて、死ねぇぇ！」

「死ぬか！」

　叫び返すだけで眩暈めまいがする。体勢が崩くずれる。

　踏ふん張って、耐たえる。

　槍は触れただけでアンチウィルスを消滅させる。

　奴やつらのトゲもレウスを同じ運命にすることができる。

　触れたら終わりなのは変わらない。槍の長さとトゲの長さがそれほど変わらないのが憎にくらしい。

　槍を振り回すだけでは勝てない。

　身をよじり、道を作り、トゲの隙すきをくぐり、槍を突き込む。

　それを繰くり返す。

　繰り返す。……繰り返す。

　緊きん張ちよう感かんと思考の疾しつ走そうは脳を圧あつ迫ぱくする。頭痛はさらに増していく。視界が赤く滲にじんでいる気がするが、それさえもよくわからなくなる。

　槍を回し、槍で突き、槍で薙なぐ。

　繰り返す動作がアンチウィルスを消滅させる。

　全すべてを倒せばその中にスペンサーがいる。

　正確にはスペンサーがこの世界を見るために作りだしたアバター、あるいはアカウントというべきものだ。

　それを倒せばどうなるのか？

　とりあえず、この頭痛を消すことはできるはずだ。アルテナたちがダンジョンから脱だつ出しゆつできるはずだ。

　それで十分だろう？

　いまは、とりあえず。

　この難局を切り抜けることが第一だ。

　ああ……だから…………。

　早く終われ！




『……レウスさん！』

　強い呼びかけに頭痛が響き、レウスはそれで我に返った。

　気が付くと、アンチウィルスが動きを止めている。

「これは……？」

『倒しましたよ』

「え？」

『聞こえませんでしたか？　「ぎゃっ！」って悲鳴を上げたの』

「いや……」

　集中しすぎたのか。それとも頭痛でおかしくなっていたのか……意識を失ったまま活動していたということなのだろうか？

「もしかして、リアルにバーサクしたってことかな？」

『それは貴重な体験ですね』

　ユイオンは冷静に言ってのける。

　なにか、別の作業に集中している様子だ。

『しばらくは頭痛に悩なやまされるかもしれませんが、まぁ自業自得でしょう』

「誰が？」

『もちろん、スペンサーです』

「そっか……」

　彼に報むくいがあるのなら、その方がいいに決まっている。

　そういえば、頭痛が楽になっている気がする。まだ痛むが、先ほどまでの比ではない。余よ韻いん程度のものだ。

「それなら、後はすぐに終わる？」

『ええ、すぐです』

　後はここから脱出して、向こうの様子を確かく認にんしなくては……。

　レウスは顔を上げ、改めて周辺を確認した。

　アンチウィルスはまだいる。いまだ包囲されている状況だ。

　その数にはぞっとさせられる。

「それなら、そろそろこいつらを解散させられない？」

『え？』

「なんか見られてる感じがして落ち着かないんだよね」

『いえ、レウスさん』

「なに？」

『そこにアンチウィルスがまだいるのですか？』

「……いるけど」

『気をつけてください！』

「え？」

　ユイオンの鋭するどい声は、すぐにはレウスの芯しんに届かなかった。

『わたしの感覚では、そこには誰もいないはずなんです』

「っ！」

　その言葉がレウスの頭に痛みとは違ちがうなにかを走らせた。

　槍を構えたのとそれが起きたのは同時だった。

　アンチウィルスが包囲を崩した。一点に集つどい始めたのだ。

　データ上の存在であるはずのそれらはその場所に重なり合い、じりじりと表示を点てん滅めつさせる。

　次の瞬間、それは膨ふくらんだ。

　バグったキャラクターがゴムのように伸のびるのに似ているが、それとは違う。

　その形態が崩ほう壊かいしたわけではない。

　新たな形態がその瞬間、誕生した。

　真っ黒な人ひと影かげ。

　あるいはオイルで作られた人間。

　そんな単純な造形のものが現われ、そしてレウスに向かってきた。

「なんだこれ！」

『その槍やりは有効なはずです。対応を』

「くそっ！」

　ユイオンの助言に従って戦う。

　影のようなそいつは拳こぶしの先や腕うでのあちこちからトゲを発生させ、レウスを驚おどろかせる。

　それでも避よけ続けることはできたし、反撃の槍を繰り出すこともできた。

　だが、こちらの槍も避けられる。

　アンチウィルスの特性を持っているのだとしたら、人影の攻こう撃げきは一撃必殺だろう。

　そして向こうも避けているということは槍の効果も確かだということだ。
















　お互たがい、触ふれれば死ぬ。

　そんな状況の中で人影は積極的に接近してくる。槍の距きよ離り感ではないために、ひどく不利だ。

　レウスは何度も間合いを取り直そうとするが、人影もしつこく張り付いてくる。

　飛び出すトゲを槍の柄えで受け流し、その流れを利用して薙なぎ払はらおうとするのだが、そうすれば向こうも槍との接せつ触しよく点を支点に回転して避けるということをする。

「ふざけるな！」

　カポエラかブレイクダンスのように暴れる足を屈かがんでかわし、レウスは跳ちよう躍やくした。

　後方に、距離を取るために、逃にげるために……ではない。

　前に、距離を詰つめるために、逃がさないために、とどめを刺さすために跳とんだ。

　迫せまるレウスをトゲが迎むかえ撃うつ。だがそれは当たらない。

　そして槍の一撃は人影の胸に吸い込まれるはずだった。

　だが、届かない。

　無数の短いトゲが槍を迎げい撃げきするために発生し、槍の穂先に触れて消えていく。

　その一方で、どうやら地に接した背中でトゲが生まれていたようだ。槍が胸に吸い込まれるよりも早く、人影が滑すべるように移動し、槍は床ゆかを突ついた。

『もうすぐ、脱出の手順が終わります。それまで耐えてください』

「簡単に……」

　頭痛の余韻はもうない。

　だけど、スペンサーに追われていたときよりも緊張感がある。

　強いのだ。

　一撃必殺の応おう酬しゆうだということを除いても、人影の動きは速く、その対応は素す晴ばらしい。

　同時に手を抜かれたということもすぐにわかった。

　攻撃にはトゲを一本ずつしか使わないのに、防ぼう御ぎよや回かい避ひには大量に生やしたのだ。長さの差は気になるが、攻撃には長いの一本しか使わないというのはどう考えてもおかしい。

（バカにしている）

　その考えが怒いかりを生むが、しかし、無理なツッコミはしない。

　ここまで来て負けるわけにはいかないし、怒りに任せて勝てる相手でないことはすでに明白だ。

（焦あせるな。冷静に行け）

　自分に言い聞かせながら、必殺の応酬を繰り返す。

　だけど、この戦いはいつまで繰り返せばいい？

　万全の態勢でヘスペリオンに挑いどんだのとは違う。罠わなにはめられ、追い詰められ、ようやく勝利したかと思った先での戦いは、レウスのなにもかもが限界に追いやられていた。

（くっそ……）

　自分の反応が鈍にぶくなっているのが嫌いやでもわかる。

　思う通りに体が動かない。目で捉とらえてから反応するまでのラグがどんどん広がっているのもそうだ。

（やばい）

　このままだと、近いうちにトゲを食らって消しよう滅めつすることになる。

　そう思ったところでいきなりだった。

　いや、もう……やばいと感じたときにはすでに遅おそかったのだ。

　突き出されたトゲは首に迫り、反してレウスの体は距離を詰めるために前に進んでいた。前に出した足が地面に着いたときにはもう遅い。少しだけ首を反そらせばいいはずなのに、その動作が間に合う気がしない。

　終わった。

　そう感じた。

　しかし、終わらなかった。

　トゲは突とつ如じよとして伸しん張ちようを止め、レウスが足を止めたときには直前で停止していた。

「どう……して？」

　答えは……聞けなかった。

『……終しゆう了りよう。閉へい鎖さは解かれました。戻もどります』

　ユイオンの早口がなにかに被かぶさった。

　そして次の瞬しゆん間かんには、レウスの周囲が黒に変わっていく。

　データ・ダンジョンから抜ぬけ出そうとしている。

『まだ、物足りない』

　ユイオンの声が被さったが、確かにあのときそんな声が聞こえた。

『彼女の所にも行ってみよう』

　そして次に、そうとも。

（あれは一体……？）

　答えは出ない。

　いや、『彼女』とは？

　嫌な予感。

　移動の揺ゆらぎは瞬またたく間まに終わり、レウスは元の場所へと戻ったのだった。




　　　　[image: ]




　そこは静かな場所だった。

　ひんやりとした雰ふん囲い気きに、中央には石のテーブルがある。

「もしかしてここは……」

『調合台の部屋ですね』

　ユイオンが頷うなずく。

　レウスはすぐにフロディティに連れん絡らくを取った。

『フロディティ、いま、調合台の部屋だ』

『よくやった！』

　実際に叫さけんでないか心配になりそうな大声だった。

『頭痛は抜けたよね？』

『ええ、おかげさまで』

『それはよかった』

『あとでアルテナの大活かつ躍やくを教えてあげるわ』

　フロディティが上じよう機き嫌げんにそんなことを言い、レウスは苦く笑しようする。

『マップの異常も是ぜ正せいされたようですね』

　ユイオンがそう言い、レウスもその目で確かめた。

　もはやどこまでも続く十字路ではなかった。

「これなら、すぐにアルテナたちもやってくるね」

『…………』

「ユイオン？」

　返事が来るかと思ったがなかった。

　すぐそばにいるユイオンを見ると、彼女は天てん井じようの隅すみを見るように視線を上げている。

　だけどそんなところにはなにもない。

「どうかした？」

『いけません』

　いきなりそう言ったかと思うと、調合台の部屋と通路を繫つないでいた入り口がいきなり黒く染まった。

「なにを……？」

『そちらには行かせません』

　ユイオンの言葉はレウスには向けられていない。

　レウスが戸と惑まどったのは一いつ瞬しゆんだ。

　すぐに変化は起きた。

　真っ黒になった入り口部分からなにかが浮うかび上がってきた。まるで水面から顔を覗のぞかせたかのような出現の仕方だった。

「あれは……」

　先ほどデータ・ダンジョンで襲おそってきた、あの黒い人型だ。

『アルテナになにかをする気だったのでしょうが、これ以上、この場を荒あらさせはしません』

「元げん凶きようがよくそんなことを言える」

　答えたのは、低い女の声だった。

「『C.R.O.W.N.』を乱す元凶はお前だ、ユイオン。そのことを忘れるな」

『あなたは？』

「わからないのか？」

　ユイオンの声を何者かはちゃんと聞き取っている。

（なんだろう？）

　先ほどのスペンサーとはなにかが違ちがう。ユイオンに対してすごく挑ちよう戦せん的だ。

　そして……危険だ。

　レウスの手にはまだあの槍やりがあった。

　これ以上の騒そう動どうはもうごめんだ。

　すくなくとも今日は。

　無言で前に出て槍を突き出した。

　奇き襲しゆうのつもりだった。

　だが、当たらなかった。

　穂ほ先さきが食い込む瞬間、視界から姿が消えたのだ。

　予想外ではない。わずかながらでも先ほど戦った。そのときの圧あつ迫ぱく感を考えれば、この程度を避よけるのは当たり前だろう。

　なら、相手はどう出る？

　その場に居い座すわるのは危険だ。

　素早く元の位置に戻ろうとしたが、その前に腕うでを摑つかまれた。

　黒い人型は、入り口を覆おおった黒の中に潜ひそんでいた。全身タイツのような皮ひ膜まくの向こうでニヤリと笑ったのがわかった。

「あなたの相手はまた今度」

　そう言ってのけると槍を撫なでる。

「なっ！」

　それだけで槍が崩くずれた。

「ユイオンの楽しみを奪うばうというのも、また面おも白しろそうですよね」

「それって……」

　そう言いかけたところで、新たな変化が起きた。

　黒の中から新たな手が伸のびて人型の腕を摑み、さらに自身の体を引き上げるようにして引きずり出した。

「お前かっ！」

　怒りの声とともに姿を現す。

　リミニエだ。ほぼ魔ま物ものと化したリミニエが怒りの形相で人型を摑み、取っ組み合いを演じる。

「お前がこのダンジョンを狂くるわせた元凶ね！」

「そうなのだけれど……あなたはユイオンにいじられているのね」

「こんなうざったい仕事さっさと終わらせたいのに！　プレイヤーたちをさっさと追い返したいのに！　何度も何度もこんなことを繰くり返さないといけないのだから！」

　取っ組み合いをしているが、攻せめているのは一方的にリミニエだ。

「あなた……自分の仕事に疲つかれているのね」

　人型はじっと彼女の言い分を聞いていた。

　聞いてこう言ったのだ。

「なら、休めばいいわ」

　人型はそう言い、そしてリミニエの額に人差し指を当てた。

「早くクリアさせてあげたいのに！」

「消えなさい」

　二つの言葉が重なり合う。

　リミニエの体はのけぞり、絡からみ合っていた二人は分かれた。性別を感じさせない人型の黒い姿は人差し指を当てた姿のまま停止しているかのように見えたが、リミニエが離はなれ、入り口から外へと出ていくと立ち上がった。

　すでに部屋を覆う黒い何かはなくなっている。

『あなたは……』

　ユイオンは問うが人型はレウスを見る。

「今日はこれでおしまい」

　その声は笑っているようだったが、やはりなにか変だとレウスには感じられた。

　悠ゆう々ゆうと人型は部屋から出ていく。追いかけようとしたができなかった。

　そのすぐ後にアルテナたちがやってきたからだ。








エピローグ









　クエストクリアの文字がこれほど心待ちだったのはどれくらい振ぶりだろう？

　もしかしたら初めてかもしれない。

　とんでもない体験だった。

　リンダが運営に文句を言ってやると憤ふん慨がいしているが、それを止める気も宥なだめる気もない。どれだけ喚わめいたってもう頭は痛くないのだ。なら、あの場所で押さえ込まれていた鬱うつ憤ぷんを存分に喚くことで晴らせばいい。




　バグの修正は突とつ然ぜんだった。

　ずっと続く十字路が突然に消えた。

　驚おどろいているとフロディティが握にぎり拳こぶしを振り上げた。

「調合台が見つかりました！」

　その言葉に全員が歓かん声せいを上げ、頭痛が消えていることに気付くのだった。

　ともあれ、インスタント・ダンジョンは脱だつした。

　しばらくこのコンテンツは利用したくない。ここにいるみんながそう思ったことだろう。

　だけど、アルテナはこう言わなければならない。

「どうする？　レースをまたやり直すのか？」

　なにしろ、アロンフォリス騎士団オルデンとノイジー義勇騎士団との合がつ併ぺいをかけた早解きレースをするためにインスタント・ダンジョンに入ったのだから。

　アルテナが話しかけると、オクステンと仲間たちは視線を交かわし合った。

「そのことなんだけど……」

　そうして、驚くべき提案をしてきたのだ。

「アロンフォリス騎士団がメインでいい。うちの負けだ」

　いきなりそう言われ、アルテナは目を丸くした。

「そんな……いいのか？」

　騎士団の他ほかのみんなはそれで納なつ得とくするのか？

「実を言うと、他の連中との話し合いはもう終わってるんだよ。そっちが主になってノイジーの名前が消えても文句は出ない。むしろ、ノイジーの名前が残る方が不満が出たかもな」

「どうしてそんなことに？」

　アルテナには理解できない。

　だけど、オクステンは苦く笑しよう気味に頭を搔かき、説明してくれた。

「堅けん実じつなだけの自分たちが嫌いやになってきててさ。君の移い籍せきは変化のための契けい機きになると思ってたんだ」

　だが、アルテナは移籍の話を取りやめ、アロンフォリス騎士団の立て直しの道を選んだ。

　しかしノイジー義勇騎士団が変化を求めていたという事実は変わらないし、その気持ちをいきなり消してしまうこともできない。

　そこまで考えて、アルテナもやっとわかった。

「なら、この間のウラウトポリス進軍は」

　オクステンが頷うなずく。

「自分たちの殻からを破れるか試ためしてみたかった」

　だが、作戦は失敗した。

　勝てるかどうかわからない戦いに挑いどんだのはそうだが、結局は型通りの作戦が破られれば自分たちはなにもできないという事実を見せつけられただけだった。

「結果はご覧の通りだ。自分たちを変えるのは難しいよ」

　変わろうと思ったところで、どうすれば変われるかがすぐにわかることはない。変われないのは、そこにある状態を自分たちの自然のものとして受け入れてしまっているからだし、無意識レベルに落ち着いてしまったものを改めて意識するのは難しい。

　それで話し合い、やはり改革には外からの刺し激げきが必要だという結論になったのだ。

「だから、アルテナを？」

「そういうこと。堅実さってのは自己保身の塊かたまりでもあるってね。だから最初は騎士団の名前を残したかったけど。そういうんじゃないよな。自分が変わるっていうのは」

　だからノイジーの名前が消える覚かく悟ごもしておくようにと騎士団の面々とは話していたのだ。

　そこまで説明して、オクステンは改めてアルテナに言った。

「君さえよければ、おれたちの殻を破る手伝いをして欲しい」

　伸ばされた手に、アルテナは少しだけ考えた。

　ヘレナとフロディティの顔も見た。二人は笑えみを浮うかべるだけだった。

　それは賛同だったのか、それとも判断は任せるだったのか。

　だけど実は、そのときにはもうアルテナの中に答えは一つしかなかったのだ。

「よろこんで」

　そう言ってオクステンの手を取ったのだった。
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　とにかく大変な一日が終わろうとしていた。

　アルテナとオクステンが握あく手しゆをしている様子を遠くから眺ながめ、レウスはそれから視線を外した。

　見たのは、ウラウトポリス城じよう壁へき外の避ひ難なんキャンプに集つどっているクエストＮＰＣたちだ。

　そこに村人姿のリミニエがいる。

　レウスは他の人に見られないようにしながらリミニエの前に移動した。

「やあ」

　こっそりと声をかけてみたけれどリミニエは返事をしなかった。

　視線をこちらに向けもしない。

　困った様子で立ち尽つくすその姿は、慣れていないプレイヤーなら人間だと思ってしまうかもしれない。

　だけど違ちがう。

　リミニエはＮＰＣだ。クエストのために配置され、それをする以外にはなにもできない存在だ。

　自分の意思など持っていない。

　本来は。

「だけど、彼女は持っていたんだ」

　自分の意思を持ち、クエストしかできないことに不平を漏もらし、我が身を嘆なげき、自我を与あたえたユイオンを呪のろい……そしてプレイヤーを愛していた。

『早くクリアさせてあげたいのに！』

　人型に向けて叫さけんだその言葉には、リミニエのプレイヤーへの愛があったように思う。

　だけどもう、そんなことを口にすることはないのだろう。

「やっぱり、消えてしまったんだな」

　あの人型の謎なぞの行動で、ユイオンが与えた自我は消えてしまったのだ。

　自我を与えられる前、リミニエは何万人のプレイヤーをクエストに導いたのだろう？

　自我を与えられた後、リミニエは何万人のプレイヤーをクエストに導いたのだろう？

　彼女は自分の役割をどれだけ愛し憎にくんでいたのだろう？

　彼女はプレイヤーたちをどれだけ憎み、愛していたのだろう？

　ここにいるリミニエを僕はどう思えばいいのだろう？

　消えたと考えるべきか？

　元に戻もどったと考えるべきか？

　入れ替かわったと考えるべきか？

　困った顔は僕を見ることはない。

　あっち行けとも言われない。

　ユイオンへの恨うらみ言ごとを語られることもない。

　ひどい目に遭あったと愚ぐ痴ちを言われることもない。

　そんなことも全すべて忘れ、彼女は元のＮＰＣになってしまった。戻ってしまった。生まれ変わってしまった。

「これは、死、なのかな？」

　リミニエは死んでしまったのだろうか？

『どうなのでしょう？』

　レウスの独白にユイオンが答えた。いると思っていなかった。だけどいる。いなかったとしてもレウスの呟つぶやきを聞いて現れる。彼女はそういう存在だ。

『活動を停止することが死であるなら、リミニエは死んではいません。ですが記き憶おくの消失が死を表すのなら、彼女は死んだと思うべきでしょう』

「そうか」

『やろうと思えば、わたしたちは簡単にコピーができてしまう存在です。故ゆえに普ふ通つうの生物と同じように死を定義することは難しいでしょう』

「そっか……」

　僕は繰くり返す。そんな返事しかできなかった。

　嫌なことが起きる予感があったけれど、いまは消えてしまったリミニエに対してどういう納得をすればいいのか、それを考えることの方が重要だった。

　その納得の仕方は、いずれ来るだろうユイオンとの別れを連想させるからだ。

　その時のために、この気持ちは無視できるものではない。
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　ヘレナとオクステンを交えた今後の話も一段落し、アルテナは視線をさ迷わせた。

（うう、いかん）

　自分がなにをしているのか気付いて、内心で呟く。

　リザードマンの姿を探していたのだ。

　フロディティがとっくに戻してしまっているかもしれないのに、なんでこんなことをしてしまうのか。

　止やめなければと思うのだが、「でも……」と抗あらがう心もある。

　本当になぜなのだろう？

「アルテナさん」

　そんなことを考えていたからか、彼が近づいて来たのに気付かなかった。

「ああ、ノーザンライト、今日はありがとう」

「大変だったみたいですね」

　まじめな顔でそう言ってくれる。

「君は無事だったんだな」

　アルテナとしても心配していた。こちらの都合で巻き込んでしまったようなものだ。

「すぐに出ましたから」

「それでよかったよ」

　そうでなければ申し訳なくてたまらなくなる。

　それなのに、ノーザンライトはまじめな顔で別のことを言うのだ。

「でも、出なければよかった」

　と。

「なにが起きていたのか、この目で確かく認にんしたかった」

「ただのバグだよ」

「いえ、ただのバグじゃない」

「ノーザン？」

　否定する態度の強きよう硬こうさに、アルテナは首を傾かしげる。

「おれたちの知らないところでなにかが起きている。それは確かなんですよ」

「君は、なにを……」

「あれを」

　戸と惑まどうアルテナに、ノーザンライトは彼女の背後を指差す。

　振ふり返ったアルテナが見たのは、あのリザードマンの姿だった。

　アルテナのプレゼントした胸当てが目印だ。

「まるで会話をしているみたいだ」

「偶ぐう然ぜん……じゃないのか」

　ノーザンライトの言葉にどきりとしながらも、アルテナはまさかと笑う。

　ただの偶然だ。

　フロディティは離はなれたところにいるけれど、きっとバグかなにかだ。下僕の位置情報がおかしくなるバグはあるし、アルテナも以前に目もく撃げきしている。

　きっと、今回もそれだ。

「いいえ。フロディティは戻ってきてからリミニエの前には行ってないですよ」

　それなのにノーザンライトはそんなことを言う。

「あいつは勝手にあそこに行ったんだ」

「そんなバカな」

「おれは、あんな行動をするようなプログラムはしていないんですよ」

「え？」

　笑って済まそうとしたのに……。

　彼はなんと言った？

　プログラムしていない？

「ノーザン、君は？」

「もし、あのリザードマンの中に本当はいないはずのプレイヤーがいるとしたらどうします？」

　いきなりの問いにアルテナはどきりとした。

　理解できなくて目を丸くしている方が自然だっただろう。

　だけどアルテナは最近、ずっとその可能性について考えていたのだ。

「そしてそのプレイヤーが、あなたも知っている彼だったとしたら？」

　そう。そのことも含ふくめて。

（もしかして、本当にあの中にアスラインが？）

　先日のような偽にせ物ものではなく、本物が……あの中にいるかもしれない。

「アルテナさん」

「ノーザンライト、君は一体……」

「一いつ緒しよに、『C.R.O.W.N.クラウン』でなにが起きているか調べませんか？」

　ノーザンライトの提案をアルテナは息を吞のんで聞く。

「ここはおれの世界のはずなのに……なにかが起きているんだ。なにかが」

　彼の独白にアルテナは全力で頷うなずきたい。

　本当に、なにが起きているのだろうか？
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『クラウン・オブ・リザードマン２』をお買い上げいただきありがとうございます。

　雨あま木ぎシュウスケです。




　今回はダンジョンでバグって出られなくなるお話です。そこにはいろいろな事情なりなんなりあるのですが、詳くわしくは作中でお確かめください。




　新しいゲームの最初はドキドキするものです。

　このあとがきを書いているいま雨木はドラゴンクエストⅪをプレイ中ですが、その思い出となるとやはりドラゴンクエストⅠにまで遡さかのぼります。

　そもそもＲＰＧ自体、ドラゴンクエストⅠが初体験。ひのきの棒しかくれない王様に疑問も持たず、スライムを延々と倒たおし、レベルを上げ、装備を調ととのえ次の町へ。

　それを繰くり返しながらモンスターを倒し、強くなってボスと戦い、謎なぞを解いてアイテムを集めていくのが本当に楽しかったものです。

　キャラクターは正面しか向かないし、装備を換かえてもグラフィックは変化しない。呪じゆ文もんの効果は音と光だけで後は数字の変化でしかない。

　いまのゲームしか知らない人がやれば「うわっ」って思うことでしょう。

　だけど、その頃ころはそういうものしかなかったし、ゲームの本質そのものは変化していないと断言できます。

　経験値とお金という数字を集め、それをスキルやアイテムに交こう換かんし、次の難問に立ち向かう。新たな仲間との出会い、新たな強敵との出会い、そして物語。

　その楽しさを再確認したくなるのが、ハマる、という状態なのでしょう。

　そして気が付けばドラゴンクエストも十一作目です。長いものです。

　ドラゴンクエストは大きな変化を望まないのが特とく徴ちようだと思います。追加されるシステムや職業があっても、根こん幹かんの部分は決して変えない。

　それはドラゴンクエストというブランドに安心感を与あたえるためなのかもしれません。




　今作には大きな変化を望まない人物がいます。それは先の話とはまた本質的に違ちがうのでしょうが、変化というのはそれを受け取る側に色々な思いを抱いだかせます。

　変化を望まない人もいる。

　だけど変化は訪れる。

　そして、変化が訪れたから現われる本心というものもあるのではないか。本作はそんなお話です。




　今回も素敵なイラストを提供していただいた凪なぎ良りようさんに感謝を。

　そしてこの制作に関わった担当さん及および全ての方に感謝を。

　そして読者様方。

　次巻でもまたお[image: 逢]あいできれば幸いです。





雨木シュウスケ










雨木シュウスケ

●あまぎしゅうすけ



広島県出身。第十五回ファンタジア長編小説大賞、佳作でデビュー。最近はｈｕｌｕなどでいろんなものをみてばっかりでヒキコモリが加速化するおっさん作家。

代表作は『鋼殻のレギオス』
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電でん子しの人ひと々びとは盤ばん外がいの夢ゆめを見みる
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